
第 5章 内蔵オプションの取り付け
CO
この章は、本サーバへの内蔵オプションの取り付け方法を解説しています。
内蔵オプションの取り付け／取り外しを行う場合は、担当保守員に依頼して
ください。
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5.1 内蔵オプションの種類

本サーバには、以下の内蔵オプションを取り付けることができます。

ポイントポイントポイントポイント
取り付けや取り外しを行う場合に取り外したネジは、取り付け
る時には必ず同じ装置に使用してください。異なる種類のネジ
を使用すると、装置の故障の原因となります。

各種拡張カード�

5インチ内蔵�
　　　オプション�

3.5インチ内蔵�
　　　オプション�

CPUフィールド
グレードアップキット�

拡張RAMモジュール�
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警告�
感 電�

• 内蔵オプションの取り付けや取り外しを行う場合は、サー
バ本体および接続している周辺装置の電源を切り、電源
ケーブルをコンセントから抜いたあとに行ってください。
感電の原因となります。
なお、アレイシステム構成時の 3.5インチ内蔵オプション
は、電源を切断することなく、交換することができます。

• 電源ユニットは分解しないでください。感電の原因となり
ます。

禁 止�

• 弊社の純正品以外のオプションは取り付けないでください。
故障・火災・感電の原因となります。

• 内部のケーブル類や装置を傷つけたり、加工したりしない
でください。故障・火災・感電の原因となります。

注意�
• 電源を切った直後は、サーバの内部の装置が熱くなってい
ます。内蔵オプションの取り付けや取り外しを行う場合は、
電源を切ったあと 10分ほど待ってから、作業を始めてくだ
さい。

• 内蔵オプションは、基板や半田付けした部分がむきだしに
なっています。これらの部分は、人体に発生する静電気に
よって損傷を受ける場合があります。取り扱う前に、添付
のリストストラップを必ず着用してから作業を行ってくだ
さい。

• 基板表面や半田付けの部分に触れないように、金具の部分
や、基板の縁を持つようにしてください。

• 5インチ内蔵オプションを取り付ける場合には、ケーブル
をはさみ込まないよう注意してください。

• この章で説明している以外の取り付け方や分解を行った場
合は、保証の対象外となります。
5.1 内蔵オプションの種類 129



5.2 各カバーの取り外し

ここでは、フロントカバー、サイドカバーおよび上部カバー（ラックマウントタイ
プのみ）の取り外しかたについて説明します。

5.2.1 フロントカバーの取り外し

■ 取り外し手順（デスクサイドタイプ）

1 フロントドアを開け、フロントカバーとサーバ本体を固定しているネ
ジをゆるめます。
フロントドアを開け、上部 2箇所
のネジをゆるめます。  

警告�
感 電�

サイドカバーの取り外し、取り付けを行うときは、サーバ本体
および周辺装置の電源を切り、電源ケーブルをサーバ本体から
取り外してください。感電の原因となります。

注意�
フロントカバーを取り外して内蔵オプションを取り付ける場合
は、必ず添付のリストストラップを着用してください。
リストストラップは、作業が終了するまで外さないでください。
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2 フロントカバーを手前に引き、取り外します。
フロントカバーは、下部 2箇所お
よび中部 2箇所のタブでサーバ本
体と固定されています。フロント
カバーを図のように押し下げ、手
前に引き、中部 2箇所のタブから
取り外します。

3 リストストラップを着用します。
リストストラップは、本サーバに
添付されています。リストスト
ラップは、サーバ本体に接着する
面（図中 A）と、手首に巻き付け
る面（図中 B）があります。
A側のシールをはがして、図に示
すようにサーバ本体前面に接着し
ます。B側は手首に巻き付けてく
ださい。

■ 取り付け手順（デスクサイドタイプ）

フロントカバーの取り付けは、取り外しと逆の手順で行います。

A

B

リストストラップ
5.2 各カバーの取り外し 131



■ 取り外し手順（ラックマウントタイプ）

1 ラックドアを開けます。
（「3.2 ラックドアを開ける（ラックマウントタイプ）」（→ 39 ページ）を参照）

2 フロントカバーの 4箇所のネジをゆるめます。

3 フロントカバーを手前に取り外します。

4 リストストラップを着用します。
リストストラップは、本サーバに
添付されています。リストスト
ラップは、サーバ本体に接着する
面（図中 A）と、手首に巻き付け
る面（図中 B）があります。
A側のシールをはがして、図に示
すようにサーバ本体前面に接着し
ます。B側は手首に巻き付けてく
ださい。

■ 取り付け手順（ラックマウントタイプ）

ラックマウントタイプのフロントカバーの取り付け手順は、取り外しと逆の手順で
行います。

A

Bリストストラップ�
132 第 5章 内蔵オプションの取り付け



5

内
蔵
オ
プ
シ
ョ
ン
の
取
り
付
け

5.2.2 サイドカバーの取り外し（デスクサイドタイプ）

本サーバのサイドカバーは左側を取り外すことができます。

■ 取り外し手順

1 フロントカバーを取り外し、リストストラップを着用します。
（「5.2.1 フロントカバーの取り外し」（→ 130 ページ）参照）

2 サーバ本体のフロント側 3箇所のネジを取り外します。
取り外したネジはなくさないよう
にご注意ください。 

3 サイドカバーのくぼみに手を添えながら、サイドカバーをゆっくりと
サーバ前面にスライドさせ、シャーシから取り外します。
サイドカバーは、上部 5 箇所およ
び下部 5箇所のタブでサーバ本体
と固定されています。
サイドカバーを前方にスライドし
て、タブから取り外します。
5.2 各カバーの取り外し 133



■ 取り付け手順

・ サイドカバーの取り付けは、取り外しと逆の手順で行います。

・ サイドカバーを取り付けるまで、リストストラップは外さないでください。

・ サイドカバーを取り付けるときに、サーバ本体内部に不要な部品や工具を置き
忘れたままにしないようにご注意ください。

・ サーバ本体に電源を入れるときは、必ずフロントカバーおよびサイドカバーを
取り付けた状態で行ってください。取り外した状態で電源を入れると、サーバ
本体内部の冷却気流を適正な状態にできません。
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5.2.3 上部カバーの取り外し（ラックマウントタイプ）

ラックマウントタイプでは上部のカバーを取り外すことができます。
ラックに搭載されたサーバ本体の上部は、デスクサイドタイプの左側面に対応しま
す。

■ 取り外し手順

1 フロントカバーを取り外し、リストストラップを着用します。
（「5.2.1 フロントカバーの取り外し」（→ 130 ページ）参照）

2 サーバ本体とラックを固定しているネジ 4個所を外します。

3 サーバの本体をスライドさせます。
内側ハンドルを持ち、サーバ本体
をカチッと音がするまで手前にス
ライドさせると、右側のレール部
でロックがかかります。

4 サーバ本体の上部カバーを固定している 3個所のネジを外します。

ロック�
5.2 各カバーの取り外し 135



5 上部カバーを手前にスライドさせ持ち上げ、サーバ本体から取り外し
ます。

■ 取り付け手順

・ 上部カバーの取り付けは、取り外し手順と逆の手順で行います。

・ 上部カバーを取り付けるまで、リストストラップは外さないでください。

・ 上部カバーを取り付けるときに、サーバ本体内部に不要な部品や工具を置き忘
れたままにしないようにご注意ください。

・ 解除レバーを押してロックを解除し、サーバ本体前面中央部のハンドル持ち
サーバ本体を押してラック内部へゆっくりと戻してください。

注意�
指 示�

ロックを解除する際には、レールに指をはさみ込む恐れがあり
ますので、サーバ本体はゆっくりと押し込んでください。
136 第 5章 内蔵オプションの取り付け
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5.3 CPUファンの取り付け／取り外し

以下の場合に、CPUファンを取り外します。

・ 拡張 RAMモジュールの取り付け／取り外しを行う場合

・ CPUの取り付け／取り外しを行う場合

・ 拡張カードの取り付け／取り外しを行う場合

■ 取り外し手順

1 電源を切断し、フロントカバー／サイドカバーを取り外します。
（「5.2 各カバーの取り外し」（→ 130 ページ）参照）

2 CPUファンのケーブルを取り外します。

警告�
感 電�

取り付けや取り外しをするときは、サーバ本体および周辺装置
の電源を切り、電源ケーブルをサーバ本体から取り外してくだ
さい。感電の原因となります。
5.3 CPUファンの取り付け／取り外し 137



3 CPUファンとサーバ本体を固定しているネジ 3箇所を取り外します。
取り外したネジは、なくさないよう
にご注意ください。

■ 取り付け手順

CPUファンを取り付ける場合は、上記と逆の手順で行います。
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5.4 拡張 RAMモジュールの取り付け／取り外し

拡張 RAMモジュールは、ベースボードの DIMM（Dual In-Line Memory Modules）ス
ロットに取り付けます。
拡張 RAMモジュールは、DIMM1枚で構成されます。
拡張 RAMモジュールを取り付ける前には、CPUファンの取り外しを行う必要があ
ります。詳細は「5.3 CPUファンの取り付け／取り外し」（→ 137 ページ）を参照し
てください。

■ 取り付ける前に

・ 拡張 RAMモジュールは、DIMMスロット番号順（DIMMスロット 1→
DIMMスロット 2→ DIMMスロット 3→ DIMMスロット 4）に搭載してくだ
さい。

警告�
感 電�

取り付けや取り外しをするときは、サーバ本体および周辺装置
の電源を切り、電源ケーブルをサーバ本体から取り外してくだ
さい。感電の原因となります。

注意�
禁 止�

弊社純正の拡張 RAM モジュール以外は取り付けないでくださ
い。故障の原因となる場合があります。

ベースボード�

DIMMスロット1

DIMMスロット2

DIMMスロット3

DIMMスロット4
5.4 拡張 RAMモジュールの取り付け／取り外し 139



・ 本サーバに使用できる拡張 RAMモジュールは以下の種類があります。 

■ 取り付け／取り外し手順

1 電源を切断し、フロントカバー／サイドカバーを取り外します。
（「5.2 各カバーの取り外し」（→ 130 ページ）参照）

2 CPUファンを取り外します。
（「5.3 CPUファンの取り付け／取り外し」（→ 137 ページ）参照）

3 取り付ける DIMMスロットの、ダミーモジュールを取り外します。
ダミーモジュールが搭載されている両端のレバーを開きます。
取り外したダミーモジュールは、保管しておいてください。

4 拡張 RAMモジュールの取り付け／取り外しをします。
取り付けるときは、コンタクト部
分の切り込みで向きを判断して、
DIMMスロットに正しく挿入して
ください。レバーが閉じます。レ
バーが完全に閉じない場合は、指
で押してください。
取り外すときは、メモリの搭載さ
れている両端のレバーを開きます。

品名（型名）

拡張 RAMモジュール 128MB (GP5-RM12M)

拡張 RAMモジュール 256MB (GP5-RM25M)

拡張 RAMモジュール 512MB (GP5-RM51M)

拡張 RAMモジュール 1GB (GP5-RM1M)

注意�
「RAS支援サービス」の起動監視機能（POST監視）を「監視す
る」に設定し、「タイムアウト時間」を 30 分未満で運用してい
る場合は、拡張 RAM モジュールの取り付け／取り外し前に、
いったん「監視しない」に設定してから、取り付け／取り外し
をしてください。
その後、再度「RAS支援サービス」で、搭載メモリ容量に応じ
た「タイムアウト時間」を設定し、起動監視機能（POST監視）
を「監視する」に設定してください。
「RAS支援サービス」については、「6.7 RAS支援サービスにつ
いて」（→ 267 ページ）を参照してください。

レバー�
切り込み�
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5 拡張 RAMモジュールが奥まで完全に挿し込まれたのを確認します。

6 サイドカバーを取り付けます。
（「5.2 各カバーの取り外し」（→ 130 ページ）参照）
5.4 拡張 RAMモジュールの取り付け／取り外し 141



5.5 CPUの取り付け

本サーバは「CPUフィールドグレードアップキット（GP5-FG21E / GP5-FG21L）」を
用いて、最大 2つの CPUを搭載できます。
CPUを 2つ搭載する場合は、同一種類／同一周波数の CPUを搭載してください。
CPUを取り付ける前には、CPUファンの取り外しを行う必要があります。詳細は
「5.3 CPUファンの取り付け／取り外し」（→ 137 ページ）を参照してください。

■ CPU増設時の注意事項

・ OSを変更してください
既に 1CPUで運用しているサーバで CPUを増設する場合には、OSはマルチプ
ロセッサカーネルに変更するため、再インストールしてください。
ただし、NetWare 5.1では再インストールは必要ありません。また、Windows 
2000 ServerおよびWindows NT Server 4.0の場合は、OSを変更することで、マ
ルチプロセッサカーネルに変更できます。OSの変更方法については、「A.4 
CPU増設時の OSの変更手順」（→ 338 ページ）を参照してください。

警告�
感 電�

取り付けや取り外しをするときは、サーバ本体および周辺装置
の電源を切り、電源ケーブルをサーバ本体から取り外してくだ
さい。感電の原因となります。
142 第 5章 内蔵オプションの取り付け
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■ CPUの取り付け手順

1 電源を切断し、フロントカバー／サイドカバーを取り外します。
（「5.2 各カバーの取り外し」（→ 130 ページ）参照）

2 CPUファンを取り外します。
（「5.3 CPUファンの取り付け／取り外し」（→ 137 ページ）参照）

3 CPUターミネータモジュールを取り外します。
ソケットレバーを外側にずらし、
ゆっくりとソケットレバーを上げ、
CPUターミネータモジュールを
CPUソケットから取り外します。

4 CPUを取り付けます。
CPUソケット側の 1番ピンを確認
し、CPUのピンと CPUソケットの
ピン穴が合うように取り付けます。
ソケットレバーを CPUソケットに
固定します。

注意�
CPU取り付け時は、CPUのピンが曲がらないように十分注意し
て CPUソケットに CPUを取り付けてください。

CPUターミネータ�
モジュール�

ソケットレバー�

CPU ソケットレバー�

1番ピン�
5.5 CPUの取り付け 143



5 ヒートシンクを装着します。
ヒートシンクの向きを間違えない
ように、CPUの上に装着します。

6 CPUとヒートシンクを、ヒートシンク押え金具で固定します。
左側のヒートシンク押え金具を、
CPUソケットのつめに引っかける
ように押しこみます。
同じように右側のヒートシンク押
え金具を、CPUソケットのつめに
引っかけるように押しこみます。

ヒートシンクの左側から 6番目の
スリットに、押え金具の凸部があ
ることを確認してください。

7 ヒートシンクを取り付けたあと、ヒートシンクに貼り付けられている
テープをはがしてください。

6番目�
1 2 3 4 5
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8 サーマルセンサーケーブルをベースボードに挿し込みます。
CPUフィールドグレードアップ
キットのケーブルをベースボード
の CN25コネクタに取り付けます。
サーマルセンサーケーブルの色は
個々に異なる場合があるので、コ
ネクタの向きを確認して取り付け
てください。

注意�
サーマルセンサーケーブルは、CPUと重ならないように図のよ
うに取り付けてください。
（図中 Aでケーブルの余長処理を行ってください。）

CN25

A

5.5 CPUの取り付け 145



5.6 内蔵オプションベイへの取り付け

ここでは、内蔵オプションベイへの内蔵オプションの取り付け方を説明します。

5.6.1 全体図

内蔵オプションベイには、以下の 2種類があります。各内蔵オプションベイに取り
付けられる内蔵オプションは、SCSI規格の内蔵オプション（以降、内蔵 SCSIオプ
ション）です。

警告�
感 電�

取り付けるときは、サーバ本体および周辺装置の電源を切り、電
源ケーブルをサーバ本体から取り外してください。感電の原因
となります。
なお、アレイシステム構成時の 3.5インチ内蔵オプションは、電
源を切断することなく、交換することができます。

5インチストレージベイ�

3.5インチストレージベイ�
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5.6.2 ストレージベイへの取り付け

■ ストレージベイと内蔵オプション

本サーバは、2種類のストレージベイに、それぞれ以下の内蔵オプションを取り付
けることができます。

■ ストレージベイと SCSI-ID

ストレージベイのベイ番号と SCSI-IDを以下に示します。
3.5インチストレージベイに搭載する内蔵ハードディスクユニットは、以下に示す
図のベイ 1、ベイ 2、ベイ 3、...の順に取り付けてください。

ストレージベイ 内蔵オプション

5インチストレージベイ 内蔵 CD-ROMドライブユニット（標準搭載）

内蔵 DATユニット

内蔵 DLTユニット

内蔵光磁気ディスクユニット

内蔵 1/4インチ CRMTユニット

内蔵 DATオートチェンジャ

内蔵 EDT20ユニット

3.5インチストレージベイ 内蔵ハードディスクユニット

ベイ1 : CD-ROM

ベイ2 : ID=4, 5, 6

ベイ3 : ID=4, 5, 6

ベイ4
 ID=3

ベイ3
 ID=2

ベイ2
 ID=1

ベイ1 
ID=0

ベイ5
 ID=4

[正面図]
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・ 5インチ内蔵 SCSIオプションは、取り付けるまえに下表に示した SCSI-IDか

ら設定してください。

・ 3.5インチ内蔵ハードディスクユニットは、SCSI-IDの設定は自動的に行われ
るため、不要です。

SCSIアレイコントローラカード／ SCSIカードを使用して、ハードディスクを増設
する際の SCSI-IDの設定およびケーブル接続については、「5.7.4 SCSIカード／ SCSI
アレイコントローラカードの留意事項」（→ 171 ページ）を参照してください。

■ 内蔵オプションの接続形態

取り付けるベイ SCSI-ID 備考

ベイ 2 4、5、6 ベイ 2とベイ 3は異なる SCSI-ID
を設定してください。ベイ 3 4、5、6

ベイ1

ベイ2

ベイ3

ベ�
イ�
1

ベ�
イ�
2

ベ�
イ�
3

ベ�
イ�
4

ベ�
イ�
5

SCSIケーブル (標準実装/68ピン)

終端�

[ディスクレスタイプ、Linuxタイプ]

IDEケーブル�
(標準実装)

Wide SCSIコネクタ1
(68ピン)

Wide SCSIコネクタ2
(68ピン)

IDEコネクタ�

ベースボード�

Narrow SCSI
コネクタ(50ピン)

SCSIケーブル�
(標準実装/50ピン)
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ポイントポイントポイントポイント
内蔵オプションを取り付けたあと、拡張カードなどの付近の基
板と接触しないようにしてください。

ベイ1

ベイ2

ベイ3

ベ�
イ�
1

ベ�
イ�
2

ベ�
イ�
3

ベ�
イ�
4

ベ�
イ�
5

[アレイタイプ]

SCSIケーブル (標準実装/68ピン)

終端�

Wide SCSIコネクタ1 (68ピン)

Wide SCSIコネクタ2 (68ピン)

IDEコネクタ�

ベースボード�

Narrow SCSI
コネクタ(50ピン)

ch1
SCSIアレイコントローラカード�

ch0

SCSIケーブル�
(標準実装/50ピン)

IDEケーブル�
(標準実装)
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5.6.3 内蔵ハードディスクユニットの取り付け

3.5インチストレージベイには、最大 5台の内蔵ハードディスクユニットを搭載す
ることができます。搭載することができる内蔵ハードディスクユニットを以下に示
します。

3.5インチストレージベイは、SCSI-IDの設定が不要です。
3.5インチストレージベイは、ホットプラグを採用したベイで、内蔵ハードディス
クユニットとのインタフェースに SCA2（Single Connector Attachment2）コネクタを
採用しています。電源ケーブルと信号ケーブルを一体化しているため、煩わしい
ケーブル接続が一切不要となります。

注意�
指 示�

• ハードディスクユニットを乱暴に取り扱うと、内部のデー
タが破壊されることがあります。万が一の事態に備えて、
重要なデータは常にバックアップをとるようにしてくださ
い。また、別のハードディスクユニットにバックアップを
とるときは、ファイル単位または区画単位でバックアップ
することをお勧めします。

• 湿気やほこりや浮遊物の少ないところで使用してください。

• 衝撃や振動の加わる場所での使用や保管は避けてください。

• 直射日光のあたる場所や発熱器具のそばには近づけないよ
うにしてください。

• 極端な高温や低温の場所、また温度変化の激しい場所での
使用、保管は避けてください。

• ハードディスクユニットは絶対に分解しないでください。

• 内蔵ハードディスクユニットをぶつけたり、金属質のもの
を接触させたりしないよう十分注意し、取り扱ってくださ
い。

品名（型名） 概要

ハードディスクユニット 9GB (GP5-HDH9C) 9.1GB、7,200rpm、1インチ

ハードディスクユニット 9GB (GP5-HDH9D) 9.1GB、10,000rpm、1インチ

ハードディスクユニット 18GB (GP5-HDH89) 18.2GB、7,200rpm、1インチ

ハードディスクユニット 18GB (GP5-HDH8A) 18.2GB、10,000rpm、1インチ

ハードディスクユニット 18GB (GP5-HDH8B) 18.2GB、15,000rpm、1インチ

ハードディスクユニット 36GB (GP5-HDH63) 36.4GB、10,000rpm、1インチ

ポイントポイントポイントポイント
取り付ける内蔵ハードディスクユニットから、コネクタキャッ
プを取り外してください。
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■ 取り付け手順

1 電源を切り、フロントカバーを取り外します。
（「5.2 各カバーの取り外し」（→ 130 ページ）を参照）

2 3.5インチストレージベイ保護カバーを取り外します。
3.5インチストレージベイ保護カ
バーの上部 2箇所のネジをゆるめ、
手前に開けます。
3.5インチストレージベイ保護カ
バーを少し持ち上げて、取り外し
ます。

3 内蔵ハードディスクユニットを取り付けるベイから、ブランクディス
クユニットを取り外します。
内蔵ハードディスクユニットが搭
載されていないベイには、ブラン
クディスクユニットが取り付けら
れています。
ブランクディスクユニットのツメ
（図中 A）を内側に押しながら手前
にゆっくりと引き出します。
取り外したブランクディスクユ
ニットは、保存しておきます。

A
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4 3.5インチストレージベイに内蔵ハードディスクユニットを取り付けま
す。
内蔵ハードディスクユニットのプ
ラスチックレバーを開いた状態で、
搭載する 3.5インチストレージベ
イに内蔵ハードディスクユニット
を図中の矢印の方向に押し込みま
す。

5 プラスチックレバーをカチッと音がするまで下側に閉じます。

6 3.5インチストレージベイ保護カバーを取り付けます。

7 フロントカバーを取り付けます。

■ 内蔵ハードディスクユニットの取り外し手順

1 電源を切り、フロントカバーを取り外します。

2 内蔵ハードディスクユニットを取り外します。
取り外したい内蔵ハードディスク
ユニットのプラスチックレバーを
上側に開け、手前に引きます。そ
のとき、内蔵ハードディスクユ
ニットに手を添え、両手で持って
引き出してください。

内蔵ハードディスクユニット�

内蔵ハードディスクユニット�
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■ 内蔵ハードディスクユニットが故障したときの交換について

本サーバで SCSIアレイコントローラカードを使用して、アレイシステム構成
（RAID0/1/5/6のとき）にしている場合は、ハードディスクユニットの故障時に、本
サーバおよび周辺装置の電源を切断することなく、ハードディスクユニットの交換
および復旧作業を行うことができます。（ホットスワップ／ホットプラグ対応）ア
レイシステムに関する詳細な説明については、SCSIアレイコントローラカードの取
扱説明書を参照してください。 
以下に、内蔵ハードディスクユニットが故障したときの交換手順の概略を示しま
す。

1 フロントカバーを取り外します。
（「5.2 各カバーの取り外し」（→ 130 ページ）を参照）

2 各ベイのハードディスク故障ランプを確認してください。

3 故障ハードディスクユニットのプラスチックレバーを上側に開け、手
前に引きます。

4 約 60秒（ハードディスクユニットの回転が停止するまで）待ち、故
障ハードディスクユニットを引き抜きます。

5 新しいハードディスクユニットを挿入します。

6 新しいハードディスクユニットに対して、リビルドまたはメイクスタ
ンバイを実行します（ハードディスクユニット交換後、自動的に実行
される場合があります。ハードディスク故障ランプの状態変化によっ
て確認できます）。

ポイントポイントポイントポイント
（ホットスワップ／ホットプラグ対応）アレイシステムに関する
詳細な説明については、SCSIアレイコントローラカードの取扱
説明書を熟読してください。
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5.6.4 5インチ内蔵オプションの取り付け／取り外し

IDE規格の CD-ROMドライブユニットは、標準搭載されています。
本サーバは、CD-ROMドライブユニット以外に、以下の 5種類の 5インチ内蔵オプ
ションを取り付けることができます。

・ 内蔵 DATユニット

・ 内蔵光磁気ディスクユニット

・ 内蔵 1/4インチ CRMTユニット

・ 内蔵 DLTユニット

・ 内蔵 DATオートチェンジャ

・ 内蔵 EDT20ユニット
ここでは、上記の 5インチ内蔵オプションで、本サーバ固有の注意事項および代表
的な取り付け／取り外し手順を説明します。
各 5インチ内蔵オプションの設定の詳細については、5インチ内蔵オプションに添
付の取扱説明書を参照してください。
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■ 取り付ける前に

・ 5インチ内蔵オプションの搭載条件
5インチ内蔵オプションを搭載するときの接続条件を以下に示します。

 

*1）内蔵 DLTユニットを搭載する場合は、金具 GP5-BC2が必要です。
*2）内蔵 DATオートチェンジャをラックマウントタイプに搭載する場合は、
サーバ本体に添付されている電源ケーブルが必要です。

注意�
以下の搭載条件以外で搭載した場合、内蔵オプションの温度上
昇によりデータ破壊などが発生します。

5インチ内蔵オプション 接続インタフェース 搭載可能なベイ

ベイ 2 ベイ 3

内蔵 DATユニット

GP5-DT301/GP5-DT301T Narrow ○ ○

GP5-DT401/GP5-DT401T Wide ○ ○

内蔵光磁気ディスクユニット

GP5-PD237 Narrow ○ ○

GP5-PD239 Narrow ○ ○

内蔵 DLTユニット（*1）

GP5-DL201 Narrow ー ○
1台でベイ 2／
ベイ 3を占有

金具　GP5-BC2 ー

内蔵 1/4インチ CRMTユニット

GP5-SL501 Narrow ○ ー

GP5-ML301 Wide ○
最大 1台のみ搭
載可能

ー

内蔵 DATオートチェンジャ（*2）

GP5-DTA101 Narrow ー ○
1台でベイ 2／
ベイ 3を占有

GP5-DTA102 Wide ー ○
1台でベイ 2／
ベイ 3を占有

内蔵 EDT20ユニット

GP5-NS202 Narrow ○ ○
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搭載する 5インチ内蔵オプションの条件 接続先 注意事項

1台目に以下の 5インチ内蔵オプションを搭載
　内蔵 DATユニット (GP5-DT301)
　内蔵光磁気ディスクユニット
　　　　 (GP5-PD237または GP5-PD239)
　内蔵 1/4インチ CRMTユニット (GP5-SL501)
　内蔵 EDT20ユニット (GP5-NS202)

オンボード Narrow SCSIコネクタ

A. 2台目に以下の 5インチ内蔵オプションを搭載
　内蔵 DATユニット (GP5-DT301)
　内蔵光磁気ディスクユニット
　　　　 (GP5-PD237または GP5-PD239)
　内蔵 EDT20ユニット (GP5-NS202)

オンボード Narrow SCSIコネクタ 1台目とディジー接続

B. 2台目に以下の 5インチ内蔵オプションを搭載
　内蔵 DATユニット (GP5-DT401)

SCSIカード (GP5-127)のWide 
SCSIコネクタ

SCSIカード (GP5-127)
が必要

1台目に以下の 5インチ内蔵オプションを搭載
　内蔵 DATユニット (GP5-DT401)
　内蔵 1/4インチ CRMTユニット (GP5-ML301)

オンボードWide SCSIコネクタ 2
ただし、B.の場合は、SCSIカー
ド (GP5-127)のWide SCSIコネ
クタに接続

2台目用に SCSIカード 
(GP5-127)が必要

A. 2台目に以下の 5インチ内蔵オプションを搭載
　内蔵 DATユニット (GP5-DT401)
　内蔵 1/4インチ CRMTユニット (GP5-ML301)

SCSIカード (GP5-127)のWide 
SCSIコネクタ

SCSIカード (GP5-127)
が必要

B. 2台目に以下の 5インチ内蔵オプションを搭載
　内蔵 DATユニット (GP5-DT301)
　内蔵光磁気ディスクユニット
　　　　 (GP5-PD237または GP5-PD239)
　内蔵 1/4インチ CRMTユニット (GP5-SL501)
　内蔵 EDT20ユニット (GP5-NS202)

オンボード Narrow SCSIコネクタ 1台目用に SCSIカード 
(GP5-127)が必要

内蔵 DLTユニット (GP5-DL201) オンボード Narrow SCSIコネクタ 2ベイ占有、

GP5-BC2が必要

内蔵 DATオートチェンジャ (GP5-DTA101) オンボード Narrow SCSIコネクタ 2ベイ占有、
サーバ本体に添付の電
源ケーブルが必要

内蔵 DATオートチェンジャ (GP5-DTA102) オンボードWide SCSIコネクタ 2ベイ占有、
サーバ本体に添付の電
源ケーブルが必要
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・ 5インチ内蔵オプションを接続する場合、次の形態があります。個々に接続条
件がありますので、各項目を参照してください。

A: ベイ 2、ベイ 3に Narrow SCSI装置を搭載する場合
B: ベイ 2に Narrow SCSI装置、ベイ 3にWide SCSI装置を搭載する場合
C: ベイ 2、ベイ 3にWide SCSI装置を搭載する場合
D: ベイ 2にWide SCSI装置、ベイ 3に Narrow SCSI装置を搭載する場合
E: 内蔵 DLTユニット（GP5-DL201）または内蔵 DATオートチェンジャ

（GP5-DTA101）を搭載する場合
F: 内蔵 DATオートチェンジャ（GP5-DTA102）を搭載する場合

Narrow SCSIコネクタ�

Wide SCSI
コネクタ1

Wide SCSI
コネクタ2

ベースボード�

IDEコネクタ� ベイ1 CD-ROM

ベイ2
(ID=4～6)

Narrow SCSI装置�
(1台目)

ベイ3
(ID=4～6)

Narrow SCSI装置�
(2台目)

IDEケーブル（標準実装）�

: 終端�

[A :  ベイ2、ベイ3にNarrow SCSI装置を搭載する場合]

SCSIケーブル�
（標準実装/50ピン）�

Narrow SCSIコネクタ�

Wide SCSI
コネクタ1

Wide SCSI
コネクタ2

ベースボード�

IDEコネクタ� ベイ1 CD-ROM

ベイ2
(ID=4～6)

Narrow SCSI装置�
(1台目)

ベイ3
(ID=4～6)

Wide SCSI装置�
(2台目)

: 終端�

[B :  ベイ2にNarrow SCSI装置、ベイ3にWide SCSI装置を搭載する場合]

SCSIカード(GP5-127)
(別途必要)

SCSIケーブル(Wide SCSI装置に添付/68ピン)

[C :  ベイ2、ベイ3にWide SCSI装置を搭載する場合]

Narrow SCSIコネクタ�

Wide SCSI
コネクタ1

Wide SCSI
コネクタ2

ベースボード�

IDEコネクタ� ベイ1 CD-ROM

ベイ2
(ID=4～6)

Wide SCSI装置�
(1台目)

ベイ3
(ID=4～6)

Wide SCSI装置�
(2台目)

IDEケーブル（標準実装）�

: 終端�

SCSIカード(GP5-127)
(別途必要)

IDEケーブル（標準実装）�

SCSIケーブル�
（標準実装/50ピン）�

SCSIケーブル�
（標準実装/68ピン）�
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■ ラックマウントタイプ搭載時の注意

・ ラックマウントタイプに内蔵 DATオートチェンジャを搭載する場合には、
サーバ本体に添付されている電源ケーブル（二股）を使用してください。内蔵
DATオートチェンジャに添付されている電源ケーブル（二股）は使用しないで
ください。

ベイ1 CD-ROM

ベイ2,3
(ID=4～6)

: 終端

[E :  内蔵DLTユニット(GP5-DL201)または内蔵オートチェンジャ(GP5-DTA101)を
搭載する場合]

ベイ3に搭載し、
同時にベイ2を
占有

Narrow SCSIコネクタ

Wide SCSI
コネクタ1

Wide SCSI
コネクタ2

ベースボード

IDEコネクタ ベイ1 CD-ROM

ベイ2
(ID=4～6)

Wide SCSI装置
(1台目)

ベイ3
(ID=4～6)

Narrow SCSI装置
(2台目)

: 終端

SCSIカード(GP5-127)
(別途必要)

[D :  ベイ2にWide SCSI装置搭載時に、ベイ3にNarrow SCSI装置を搭載する場合]

Narrow SCSIコネクタ

Wide SCSI
コネクタ1

Wide SCSI
コネクタ2

ベースボード

IDEコネクタ

ベイ1 CD-ROM

ベイ2,3
(ID=4～6)

: 終端

[F :  内蔵DATオートチェンジャ(GP5-DTA102)を搭載する場合]

ベイ3に搭載し、
同時にベイ2を
占有

Narrow SCSIコネクタ

Wide SCSI
コネクタ1

Wide SCSI
コネクタ2

ベースボード

IDEコネクタ

IDEケーブル（標準実装）

SCSIケーブル
（標準実装/50ピン）

SCSIケーブル（Wide SCSI
装置に添付/68ピン)

IDEケーブル（標準実装）

SCSIケーブル
（標準実装/50ピン）

IDEケーブル（標準実装）

SCSIケーブル
（内蔵DATオートチェンジャ (GP5-DTA102)
 に添付/68ピン)
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・ ガイドレールの取り付け条件と取り付け方法
内蔵オプションを取り付けるまえに、内蔵オプションにガイドレールを取り付
ける必要があります。ガイドレールは、内蔵オプションの種類によって、取り
付けるネジ穴が異なります。
以下の図に従って取り付けてください。

[ガイドレールのネジ穴位置]

[前面側]

内蔵光磁気ディスクユニット（ミリネジ）、
または
内蔵DATユニット（ミリネジ）、
または
内蔵1/4インチCRMTユニット（ミリネジ）、
または
内蔵DATオートチェンジャ（ミリネジ）�
または
内蔵EDT20ユニット（ミリネジ）、

[前面側]

内蔵DLTユニット（インチネジ）�
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ガイドレールの取り付け方法を以下に示します。

1 取り付ける 5インチストレージベイの 5インチブランクユニットを取
り外します。
5インチブランクユニットの両側の
ツメを内側に押しながら、ゆっくり
と手前に引き出します。

2 5インチブランクユニットに取り付けられているガイドレールを取り
外します。
8本（ミリネジ 4本、インチネジ 4
本）のネジを取り外して、ガイド
レールを取り外します。

3 内蔵 SCSIオプションにガイドレールを取り付けます。
ミリネジ、インチネジを間違えな
いように、ガイドレールを取り外
したときのネジ 4本を使って、取
り付けます。

ツメ�

（正面）�

ミリネジ�インチネジ�
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■ 取り付け手順

ここでは、SCSI規格の内蔵 DATユニットの取り付け方を例に説明します。

1 内蔵 SCSIオプションの SCSI IDを設定します。
内蔵オプションに添付の取扱説明書を参照し、以下の SCSI-IDを設定します。
なお、ベイ 2とベイ 3で同一の SCSI-IDは設定できません。

2 電源を切り、フロントカバー／サイドカバーを取り外します。
（「5.2 各カバーの取り外し」（→ 130 ページ）を参照）

3 内蔵オプションにガイドレールを取り付けます。
前述の「■ 取り付ける前に」を参照のうえ、取り付けてください。

4 内蔵オプションを取り付けます。
搭載するベイに取り付け、カチッと
音がするまで押し込みます。 

取り付けるベイ SCSI-ID 備考

ベイ 2 4、5、6 ベイ 2とベイ 3は異なる SCSI-ID
を設定してください。ベイ 3 4、5、6

注意�
内蔵DLTユニット／内蔵DATオートチェンジャなどの重量のあ
る内蔵オプションを取り付けるときは、必ず両手で持って取り
付けてください。
けがの原因となります。
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5 内部 SCSIケーブル／電源ケーブルを接続します。
内部 SCSIケーブルを取り付けると
きは、「5.6.2 ストレージベイへの
取り付け」（→ 147 ページ）を参照
して、搭載するベイに対応した内
部 SCSIケーブルを接続します。

6 サイドカバー／フロントカバーをサーバ本体に取り付けます。

■ 取り外し手順

1 電源を切り、フロントカバー／サイドカバーを取り外します。
（「5.2 各カバーの取り外し」（→ 130 ページ）を参照）

2 内蔵オプションの電源ケーブルと内部 SCSIケーブルを取り外します。

3 内蔵オプション両側のツメを内側に押しながら、ゆっくりと手前に引
き出します。

4 サイドカバー／フロントカバーをサーバ本体に取り付けます。

ポイントポイントポイントポイント
使用しない 5インチストレージベイは、5インチブランクユニッ
トを取り付けた状態にしておいてください。
取り外した状態にしておくと、サーバ本体内部の冷却気流を適
正な状態にできません。

SCSIケーブル�

電源ケーブル�

注意�
禁 止�

ケーブルを取り外す時は、必ずケーブルのコネクタ部分を持っ
て、取り外してください。断線などの故障の原因となります。

ポイントポイントポイントポイント
取り外したベイには、新たな内蔵 5 インチオプションまたは 5
インチブランクユニットを取り付けてください。
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5.7 拡張カードの取り付け

ここでは、拡張カードの種類、取り付けの手順、および各拡張カードに関する留意
事項について説明します。
拡張カードを取り付けるまえには、CPUファンの取り外しを行う必要があります。
詳細は「5.3 CPUファンの取り付け／取り外し」（→ 137 ページ）を参照してくださ
い。

5.7.1 拡張カードの種類

本サーバは、PCIスロットを 6スロット備えており、PCIカードを最大 6枚搭載で
きます。
以下に各スロット位置を示します。

■ 各スロットの仕様とシステム資源について

・ PCIスロットの仕様

－ PCIスロットは、PCIローカルバス仕様（第 2.2版）に準拠していま
す。

－ PCIスロットには、5V（ボルト）の PCIカードを取り付けることが
できます。

・ 拡張カードのシステム資源
拡張カードを取り付ける前に、その拡張カードがサーバ本体や他の拡張カード
と、システム資源が競合（コンフリクト）しないように設定してください。
「B.1.5 システム資源管理表」（→ 373 ページ）を参照してください。

－ I/Oポートアドレス

－ メモリアドレス
－ 割り込み（IRQ）レベル

－ DMAチャネル

PCIスロット1

PCIスロット2

PCIスロット3

PCIスロット4

PCIスロット5

PCIスロット6
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■ 搭載可能な拡張カード

本サーバに搭載可能な拡張カードを以下に示します。

[搭載枚数 ]

搭載カード（型名） バス 搭載枚数 備考

SCSIアレイコントローラカード (GP5-143) PCI 最大 1 内蔵アレイシステム用

SCSIアレイコントローラカード
　　　(GP5-144 / GP5-1441)

PCI 最大 2 内蔵・ハードディスクキャビ
ネット接続用

SCSIアレイコントローラカード (GP5-145) PCI 最大 2 内蔵・ハードディスクキャビ
ネット接続用

SCSIアレイコントローラカード (GP5-146) PCI 最大 2 内蔵・ハードディスクキャビ
ネット接続用

SCSIアレイコントローラカード (GP5-148) PCI 最大 2 内蔵・ハードディスクキャビ
ネット接続用

SCSIアレイコントローラカード
　　　(GP5-150 / GP5-1501)

PCI 最大 2 内蔵・ハードディスクキャビ
ネット接続用

SCSIアレイコントローラカード (GP5-151) PCI 最大 1

合計最大 2

内蔵アレイシステム用

SCSIカード (GP5-127) PCI 最大 3 内蔵・外付け SCSI装置用

ファイバーチャネルカード (GP5-FC101) PCI 最大 2

合計最大 3

DLTライブラリ接続用

LANカード (GP5-183) PCI 最大 2 1000BASE-SX

LANカード (GP5-188) PCI 最大 2 1000BASE-SX

LANカード (GP5-189) PCI 最大 2

合計最大 2

1000BASE-T

LANカード (GP5-181) PCI 最大 3 100BASE-5/2/T

LANカード (GP5-185) PCI 最大 3 100BASE-TX

LANカード (GP5-186) PCI 最大 1 100BASE-TX, Dual

LANカード (GP5-187) PCI 最大 3 100BASE-TX, IPsec

クラスタキット 4(GP5S634) PCI 最大 2

合計最大 3
(*)

RS-232Cカード (GP5-162) PCI 最大 2

通信カード V/X(GP5-163) PCI 最大 2

ISDNカード (GP5-165) PCI 最大 2

合計最大 3

サーバモニタモジュール (GP5-SM103) PCI 最大 1

サーバマネージメントアシストボード
(GP5-SMB101)

PCI 最大 1

暗号プロセッサカード (GP5-CP101) PCI 最大 1 2スロット占有

FAXモデムカード (FMV-FX533) PCI 最大 1

ISDN接続 G3/G4FAX通信カード (GP5-161) PCI 最大 4

*) LANカードの最大搭載枚数は 3枚ですが、LANカード（GP5-186）を含む場合は最大枚数は 2枚にな
ります。
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［搭載位置］
各拡張カードは次の表の○付数字の順にスロットを使用してください。
次の表のとおりに搭載しないと、拡張カードが正常に動作しません。 

搭載可能な拡張カード（型名） PCIスロット

64ビット 32ビット

1 2 3 4 5 6

サーバモニタモジュール (GP5-SM103) － － － － ① －

SCSIアレイコントローラカード (GP5-143) ① － － － － －

SCSIアレイコントローラカード (GP5-144 / GP5-1441) ① ② － － － －

SCSIアレイコントローラカード (GP5-145) ① ② － － － －

SCSIアレイコントローラカード (GP5-146) ① ② － － － －

SCSIアレイコントローラカード (GP5-148) ① ② － － － －

SCSIアレイコントローラカード (GP5-150 / GP5-1501) ① ② － － － －

SCSIアレイコントローラカード (GP5-151) ① － － － － －

SCSIカード (GP5-127) － ⑤ ④ ③ ② ①

ファイバーチャネルカード (GP5-FC101) ① ② ③ － － －

暗号プロセッサカード (GP5-CP101) ① ② ③ ④ － －

LANカード (GP5-181) ⑥ (*) ⑤ ④ ③ ② ①

LANカード (GP5-183) ① (*) ② ③ ④ ⑤ ⑥

LANカード (GP5-185) ⑥ (*) ⑤ ④ ③ ② ①

LANカード (GP5-186) ⑥ (*) ⑤ ④ ③ ② ①

LANカード (GP5-187) ⑥ (*) ⑤ ④ ③ ② ①

LANカード (GP5-188) ① (*) ② ③ ④ ⑤ ⑥

LANカード (GP5-189) ① (*) ② ③ ④ ⑤ ⑥

クラスタキット 4(GP5S634) ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

RS232Cカード (GP5-162) ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

通信カード V/X(GP5-163) ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

ISDNカード (GP5-165) ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

ISDN接続 G3/G4FAX通信 カード (GP5-161) ⑤ ④ ③ ② ① －

FAXモデムカード (FMV-FX533) ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

サーバマネージメントアシストボード (GP5-SMB101) － － － － ② ①

－：搭載不可を示す
*) LANケーブルを抜く際、ケーブルロック部を指で押さえられない場合は、マイナスドライバ等、先
端の平らな道具を用いて取り外してください。
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［搭載順序］
各拡張カードは次の表の優先順位にしたがって使用してください。

優先順位 搭載拡張カード

1 サーバモニタモジュール (GP5-SM103)

サーバマネージメントアシストボード (GP5-SMB101)

2 SCSIアレイコントローラカード (GP5-143 )

SCSIアレイコントローラカード (GP5-151)

SCSIアレイコントローラカード (GP5-150 / GP5-1501)

SCSIアレイコントローラカード (GP5-148)

SCSIアレイコントローラカード (GP5-145)

SCSIアレイコントローラカード (GP5-146)

SCSIアレイコントローラカード (GP5-144 / GP5-1441)

3 ファイバーチャネルカード (GP5-FC101)

SCSIカード (GP5-127)

4 暗号プロセッサカード (GP5-CP101)

ISDN接続 G3/G4FAX通信 カード (GP5-161)

5 LANカード (GP5-183)

LANカード (GP5-188)

LANカード (GP5-189)

LANカード (GP5-186)

LANカード (GP5-181)

LANカード (GP5-185)

LANカード (GP5-187)

クラスタキット 4(GP5S634)

6 FAXモデムカード (FMV-FX533)

RS232Cカード (GP5-162)

通信カード V/X(GP5-163)

ISDNカード (GP5-165)

優先順位が同じ場合は上のカードを先に搭載してください。
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5.7.2 拡張カード共通の留意事項

ここでは、拡張カード共通の留意事項について説明します。この留意事項をお読み
のうえ、各拡張カード固有の留意事項を参照してください。

・ 以下に示す拡張カードは、他の拡張カードおよび装置と IRQを共有できませ
ん。搭載する場合は、「PnP/PCI Options」メニューの「PCI IRQ Setting」を
「Manual」に変更し、各カードに対して IRQを設定してください。
（「4.3.16 Advanced Optionsメニュー」（→ 97 ページ）を参照）

－ サーバモニタモジュール（GP5-SM103）

－ 暗号プロセッサカード（GP5-CP101）

・ 拡張カード固有の注意事項については、拡張カードに添付の取扱説明書、およ
びサーバ本体に添付されている注意事項をよくお読みください。

・ 基本的には、IRQを共有しないことを推奨します。
拡張カードの増設に伴い、IRQが不足した場合、基本的に同種の拡張カード同
士で IRQを共有させてください。IRQを共有するときの注意事項については、
後述する各拡張カードの留意事項を参照してください。

・ パラレルポート、シリアルポートの IRQを流用することができます。
パラレルポート、シリアルポートを使用していないときは、BIOSセットアッ
プユーティリティで該当するポートを「Disabled」にすることで、その IRQを
流用することができます。

本サーバで運用開始後に拡張カードの取り付け／取り外しを行った場合は、BIOS
セットアップユーティリティで以下の設定を行ってください。
• 拡張カードの取り付け／取り外しを行ったあと、BIOSセットアップユー
ティリティの PnP/PCI Optionsで PCI IRQ Settingを「Manual」に設定した
場合は、各カードに対して IRQを設定してください。。

• 拡張カードの取り付け／取り外しを行ったあと、PCI IRQ Settingが「Auto」
の場合は、IRQは自動的に設定されます。その後、Reset Resource 
Assignmentを「Yes」に設定し、拡張カードに割り当てられているシステム
の資源をリセットしてください。
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5.7.3 取り付けの手順と注意

ここでは、拡張カードの取り付け手順と注意事項について説明します。

1 電源を切り、フロントカバー／サイドカバーを取り外します。
（「5.2 各カバーの取り外し」（→ 130 ページ）を参照）

2 CPUファンを取り外します。
（「5.3 CPUファンの取り付け／取り外し」（→ 137 ページ）参照）

3 カード固定バーを取り外します。
カード固定バーとサーバ本体を固
定しているネジを取り外し、カー
ド固定バーを手前に引きます。

警告�
感 電�

取り付けるときは、サーバ本体および周辺装置の電源を切り、
電源ケーブルをコンセントから取り外してください。感電の原
因となります。

注意�
指 示�

拡張カードは静電気の影響を受けやすいので、伝導パッドなど
の上に置くか、取り扱う直前まで梱包袋に入れておいてくださ
い。

カード固定バー�
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4 ダミーカードを取り外します。
ダミーカードの取っ手を持ち、取
り外します。

5 スロットカバーを取り外します。
ネジを外し、スロットカバーを取
り外します。

6 拡張カードをコネクタに取り付けます。
拡張カードをコネクタにしっかり
と取り付けます。
PCIカードは部品実装面を下にし
て取り付けします。

ダミーカード�
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7 ネジで固定します。
手順 4で取り外したネジで拡張
カードを固定します。

8 カード固定バー／サイドカバー／フロントカバーを取り付けます。

9 BIOSセットアップユーティリティを起動し、以下の設定を行います。
（「4.3.16 Advanced Optionsメニュー」（→ 97 ページ）の「● PnP/PCI Optionsメ
ニュー」（→ 99 ページ）参照）

1「PCI IRQ Setting」の値を設定／確認します。
IRQを共有できないカード（サーバモニタモジュール、暗号プロセッ
サカード）を搭載した場合は、「PCI IRQ Setting」の値を「Manual」に
変更し、各カードに対して IRQを設定します。
それ以外の拡張カードは、「PCI IRQ Setting」が「Auto」であることを
確認します。

2「Reset Resource Assignment」を「Yes」に設定し、拡張カー
ドに割り当てられているシステムの資源をリセットします。

10 システム資源情報を設定／確認します。
BIOSセットアップユーティリティの「Advanced Optionsメニュー」の「PnP/
PCI Options」メニューで、「PCI IRQ Setting」が「Auto」であることを確認して
ください。ただし、サーバモニタモジュール、暗号プロセッサカードを搭載す
る場合は、「PnP/PCI Options」メニューの「PCI IRQ Setting」を「Manual」に変
更し、各カードに対して IRQを設定してください。
（「4.3.16 Advanced Optionsメニュー」（→ 97 ページ）を参照）

ポイントポイントポイントポイント
• 取り外したスロットカバーは大切に保管しておいてくださ
い。

• 取り外しは、上記と逆の手順で行います。
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5.7.4 SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードの留意事項

ここでは、SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードに関する留意事項につい
て説明します。なお、拡張カード共通の留意事項については、「5.7.2 拡張カード共
通の留意事項」（→ 167 ページ）を参照してください。
本サーバで使用できる SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードを以下に示し
ます。

品名 型名 概要

SCSIカード GP5-127 内蔵・外付け SCSI装置用、
Ultra2 Wide SCSI（LVD対応）

SCSIアレイコントローラカード GP5-143 内蔵アレイシステム構築用、
Ultra2 Wide SCSI

SCSIアレイコントローラカード GP5-144
GP5-1441

内蔵・外付けアレイシステム構築
用、Ultra2 Wide SCSI

SCSIアレイコントローラカード GP5-145 内蔵・外付けアレイシステム構築
用、Ultra2 Wide SCSI

SCSIアレイコントローラカード GP5-146 内蔵・外付けアレイシステム構築
用、Ultra2 Wide SCSI

SCSIアレイコントローラカード GP5-148 内蔵・外付けアレイシステム構築
用、Ultra 160 SCSI

SCSIアレイコントローラカード GP5-150
GP5-1501

内蔵・外付けアレイシステム構築
用、Ultra 160 SCSI

SCSIアレイコントローラカード GP5-151 内蔵アレイシステム構築用、
Ultra 160 SCSI

ファイバーチャネルカード GP5-FC101 DLTライブラリ接続用
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■ SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードのスロット搭載条件

・ SCSIカード /SCSIアレイコントローラカードの搭載枚数条件を以下に示しま
す。

・ SCSIアレイコントローラカード (GP5-143 / GP5-151)は、PCIスロット 1にだ
け搭載できます。

・ SCSIアレイコントローラカード (GP5-144 / GP5-1441 /GP5-145 / GP5-146 / GP5-
148)は、PCIスロット 1から順に搭載してください。

・ SCSIアレイコントローラカード (GP5-148)は、SCSIアレイコントローラカー
ド (GP5-143 / GP5-144 / GP5-1441 / GP5-145 / GP5-146)と同時に搭載できません。

■ SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードご使用時の注意事項

・ SCSIカード（GP5-127）は、内蔵と外付けを同時に接続することができませ
ん。

・ SCSIカード（GP5-127）は、SCSI Selectユーティリティで「Advanced Configu-
ration Option」の「Host Adapter BIOS」を「Disabled : scan bus」に設定してくだ
さい。

・ SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードには、本サーバがサポートして
いる SCSI装置を接続してください。
サポートしていない SCSI装置の動作は保証しません。

・ OSをインストールする前に、SCSIアレイコントローラカードのコンフィグ
レーションが終了しており、SCSIアレイコントローラカード配下のハード
ディスクが初期化されていることが必要です。

・ OSがインストールされているハードディスクユニットを接続していない SCSI
アレイコントローラカードは、BIOS設定を「Disabled」にしてください。

品名（型名） 最大搭載枚数

SCSIアレイコントローラカード（GP5-143） 1

SCSIアレイコントローラカード
　　　　　（GP5-144/GP5-1441）

2

SCSIアレイコントローラカード（GP5-145） 2

SCSIアレイコントローラカード（GP5-146） 2

SCSIアレイコントローラカード（GP5-148） 2

SCSIアレイコントローラカード
　　　　　（GP5-150/GP5-1501）

2

SCSIアレイコントローラカード（GP5-151） 1

合計最大 2

SCSIカード（GP5-127） 3

ファイバーチャネルカード（GP5-FC101） 2

合計最大 3
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・ 複数の SCSIカードを搭載した場合に SCSI Selectユーティリティの設定値を変
更するときは、SCSI Selectユーティリティ起動時の選択メニューで PCIスロッ
トの搭載位置を確認できます。
以下に、選択メニュー値と搭載 PCIスロットの位置関係を示します。

・ SCSIアレイコントローラカードの設定（Advanced Functions）については、
「6.2 SCSIアレイコントローラカード使用時の注意」（→ 205 ページ）を参照し
てください。

■ SCSIアレイコントローラカード（GP5-150/GP5-1501）搭載時の留意
事項

SCSIアレイコントローラカード (GP5-150 / GP5-1501)を本サーバに添付のWide 
SCSIケーブルに接続する場合、ケーブルコネクタの幅形状が大きいため、取り付け
られません。以下の手順に従い、ケーブルコネクタを調整してください。

1 Wide SCSIケーブルの RAIDカード側コネクタのストレインリリーフ
を、マイナスドライバ等を使用し取り外してください。

2 ケーブルフォーミングを行い、SCSIアレイコントローラカードに接続
してください。

選択メニュー値 搭載スロット

01:07 PCIスロット 2

01:08 PCIスロット 3

01:09 PCIスロット 4

00:06 PCIスロット 5

00:07 PCIスロット 6
5.7 拡張カードの取り付け 173



■ SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードを使用した接続形態

SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードを使用して、ハードディスクを増設
するには、次の形態があります。個々に接続条件がありますので、各項目を参照し
てください。
（1） 内蔵ハードディスクユニットをアレイシステム構成にする形態
（2） ハードディスクキャビネットを追加し、大容量システムを構築する形態
（3） ハードディスクキャビネットを追加し、大容量アレイシステムを構築する形態
（4） SCSI外部オプションを接続する形態

(1) 内蔵ハードディスクユニットをアレイシステム構成にする形態

SCSIアレイコントローラカードを使用して、アレイシステム構成にします。
システム構成とケーブル接続形態を以下に示します。

・ SCSIアレイコントローラカードを使用してアレイシステム構成とするハード
ディスクユニットは、同一型名のハードディスクユニットを使用してくださ
い。

ベイ1

ベイ2

ベイ3

ベ�
イ�
1

ベ�
イ�
2

ベ�
イ�
3

ベ�
イ�
4

ベ�
イ�
5

SCSIケーブル (68ピン)

終端�

IDEケーブル�

Wide SCSIコネクタ1 (68ピン)

Wide SCSIコネクタ2(68ピン)

IDEコネクタ�

ベースボード�

Narrow SCSI
コネクタ(50ピン)

SCSIケーブル
(50ピン)

ch1ch0

SCSIアレイコントローラカード�
(GP5-143/GP5-144/GP5-145/GP5-146/GP5-148/
GP5-150/GP5-1501/GP5-151)
174 第 5章 内蔵オプションの取り付け



5

内
蔵
オ
プ
シ
ョ
ン
の
取
り
付
け

（2）ハードディスクキャビネットを追加し、大容量システムを構築する形
態

SCSIカードとハードディスクキャビネットを使用して、大容量システムを構築しま
す。
ケーブル接続形態を以下に示します。

本体

GP5S-823
SCSIカード［GP5-127］

ハードディスクキャビネット�
［GP5S622/GP5S623］

＜SCSIカード(GP5-127)1枚にハードディスクキャビネット(GP5S622/GP5S623)を1台接続する場合＞

PCIスロット

[SCSIカード(GP5-127)とハードディスクキャビネット�
  (GP5S622/GP5S623/GP5-R1DC4/GP5-R1DC5)の接続形態]

・本サーバに接続できるハードディスクキャビネット(GP5S622GP5S623)は最大3台です。

・SCSIカード1枚には、ハードディスクキャビネット(GP5S622/GP5S623)を1台が接続可能です。

・ハードディスクキャビネット(GP5S622/GP5S623)を接続する場合は、ハードディスクキャビ�
  ネットに添付の取扱説明書を参照してください。

＜SCSIカード(GP5-127)3枚にハードディスクキャビネット(GP5-R1DC4/GP5-R1DC5)を3台接続する方法＞

・SCSIカード(GP5-127)を使用して、本サーバに接続できるハードディスクキャビネット
　(GP5-R1DC4/GP5-R1DC5)は最大3台(3チャネル分(ハードディスクユニット最大24台))です。

・ハードディスクキャビネット(GP5-R1DC4/GP5-R1DC5)は、ラックマウントタイプのみ�
  接続可能です。

19インチラック

本体
SCSIカード［GP5-127］

ハードディスクキャビネット�
［GP5-R1DC4/GP5-R1DC5］

SCSIケーブル（GP5S-823：別売）

ハードディスクキャビネット�
［GP5-R1DC4/GP5-R1DC5］

SCSIカード［GP5-127］

SCSIカード［GP5-127］

ハードディスクキャビネット�
［GP5-R1DC4/GP5-R1DC5］
5.7 拡張カードの取り付け 175



（3）ハードディスクキャビネットを追加し、大容量アレイシステムを構築
する形態

SCSIアレイコントローラカードとハードディスクキャビネットを使用して、大容量
アレイシステムを構築します。
ケーブル接続形態を以下に示します。

・ SCSIアレイコントローラ（GP5-144/GP5-1441）にハードディスクユニットを
21台以上接続する場合は、SCSIアレイコントローラ上の「Startup Parameters」
の「Delay」の値を「6」に変更してください。

＜SCSIアレイコントローラカード(GP5-144/GP5-1441)にハードディスクキャビネット(GP5-R1DC4/
   GP5-R1DC5)を3台接続する場合＞�

[SCSIアレイコントローラカード(GP5-144/GP5-1441)とハードディスクキャビネット(GP5-R1DC4/
  GP5-R1DC5)の接続形態]

・ハードディスクキャビネット(GP5-R1DC4/GP5-R1DC5)は、ラックマウントタイプのみ�
  接続可能です。
・SCSIアレイコントローラカード(GP5-144/GP5-1441)1枚には、ハードディスクキャビネット
　(GP5-R1DC4/GP5-R1DC5)を3台(3チャネル分(ハードディスクユニット最大24台))まで�
  接続可能です。

19インチラック

本体
SCSIアレイコントローラカード
［GP5-144/GP5-1441］

SCSIケーブル（GP5S-832：別売）

ハードディスクキャビネット�
［GP5-R1DC4/GP5-R1DC5］

ハードディスクキャビネット�
［GP5-R1DC4/GP5-R1DC5］

ch0

ch1

ch2

ハードディスクキャビネット�
［GP5-R1DC4/GP5-R1DC5］
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・ SCSIアレイコントローラカード（GP5-148）にハードディスクキャビネットを
接続する場合は、SCSIインターフェースボード上の設定スイッチを変更する
必要があります。詳細は SCSIアレイコントローラ（GP5-148）に添付の取扱説
明書を参照してください。

＜複数のSCSIアレイコントローラカード(GP5-145/GP5-146/GP5-148/GP5-150/GP5-1501/GP5-151)に�
ハードディスクキャビネット　(GP5-R1DC4/GP5-R1DC5)を接続する場合＞

・ハードディスクキャビネット(GP5-R1DC4/GP5-R1DC5)を接続する場合に限り、SCSIアレイコントローラ�
　カード(GP5-145/GP5-146/GP5-148/GP5-150/GP5-1501/GP5-151)は、外付け用として2枚まで搭載可能です
・SCSIアレイコントローラカード(GP5-145/GP5-146/GP5-148/GP5-150/GP5-1501/GP5-151)を使用して、�
　本サーバに接続できるハードディスクキャビネット(GP5-R1DC4/GP5-R1DC5)は最大4台(4チャネル分(ハー
　ディスクユニット最大32台))です。

19インチラック

本体

ハードディスクキャビネット�
［GP5-R1DC4/GP5-R1DC5］�

SCSIアレイコントローラカード
［GP5-145/GP5-146/GP5-148
GP5-150/GP5-1501/GP5-151］�

ch0

ch1

ch0

ch1

接続SCSIケーブルはすべてGP5S-832（別売）

ハードディスクキャビネット�
［GP5-R1DC4/GP5-R1DC5］�

ハードディスクキャビネット�
［GP5-R1DC4/GP5-R1DC5］�

ハードディスクキャビネット�
［GP5-R1DC4/GP5-R1DC5］�

SCSIアレイコントローラカード
［GP5-145/GP5-146/GP5-148
GP5-150/GP5-1501/GP5-151］�
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・ SCSI アレイコントローラカード（GP5-150/GP5-1501)は、内蔵ハードディスク
に接続していないチャネルにハードディスクキャビネットを接続することがで
きません。

＜SCSIアレイコントローラカード(GP5-150/GP5-1501)にハードディスクキャビネット(GP5-R1DC6)を�
接続する場合＞�

[SCSIアレイコントローラカード(GP5-150/GP5-1501)とハードディスクキャビネット(GP5-R1DC6)の�
接続形態]

・ハードディスクキャビネット(GP5-R1DC6)は、ラックマウントタイプのみ接続可能です。
・SCSIアレイコントローラカード(GP5-150/GP5-1501)1枚には、ハードディスクキャビネット
　(GP5-R1DC6)を2台(2チャネル分(ハードディスクユニット最大12台))まで接続可能です。

19インチラック

本体
SCSIアレイコントローラカード
［GP5-150/GP5-1501］

SCSIケーブル（GP5S-832：別売）

ハードディスクキャビネット�
［GP5-R1DC6］

ハードディスクキャビネット�
［GP5-R1DC6］

ch0

ch1
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（4）SCSI外部オプションを接続する形態

外部 SCSIオプションは、SCSI IDを重複しないように設定し、以下の図のように数
珠つなぎに接続します。
外部 SCSIオプションは、最大 4台まで接続することができます。

・ サーバ本体に取り付けた SCSIカードと外部 SCSIオプションは SCSIケーブル
（GP5-832または GP5-833）で接続します。末端に接続する外部 SCSIオプショ
ンには終端抵抗（FMV-692または FMV-695、Wide SCSI装置は装置に添付）を
取り付けます。

ポイントポイントポイントポイント
Wide SCSI装置には、SCSIケーブルと終端抵抗が添付されてい
ます。

SCSIカード（GP5-127）�

SCSIケーブル
（外部SCSIオプション添付品
　またはFMB-CBL831）�

終端抵抗（FMV-692またはFMV-695）�

＜外部SCSIオプション＞�

＜サーバ本体＞�

SCSIケーブル（GP5-832またはGP5-833）�
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5.7.5 LANカード／オンボード LANの留意事項

ここでは、LANカード／オンボード LANに関する留意事項について説明します。
なお、拡張カード共通の留意事項については、「5.7.2 拡張カード共通の留意事項」
（→ 167 ページ）を参照してください。

本サーバで使用できる LANカードを以下に示します。

■ LANカード／オンボード LANご使用時の注意事項

・ 使用する LANドライバについて以下に示します。
下記以外の LANドライバを使用しないでください。本サーバが正しく動作し
ません。
なお、Linux OSをインストールされる場合は、サーバ本体に同梱される Linux

の関連マニュアルを参照してください。

品名 型名 備考

LANカード（10BASE-5/2/T） GP5-181 10BASE-5/2/T用

LANカード（1000BASE-SX） GP5-183 1000BASE-SX用

LANカード（100BASE-TX） GP5-185 100BASE-TX用

LANカード（100BASE-TX） GP5-186 100BASE-TX, Dual用

LANカード（100BASE-TX） GP5-187 100BASE-TX, IPsec用

LANカード（1000BASE-SX） GP5-188 1000BASE-SX用

LANカード（1000BASE-T） GP5-189 1000BASE-T用

クラスタキット 4 GP5S634

LANカード／
オンボード LAN

使用する LANドライバ
（Windows 2000 Server
の場合）

使用する LANドライバ
（Windows NT Server 4.0 
/ SBS 4.5の場合）

使用する LANドライバ
（NetWare 5.1の場合）

LANカード (GP5-183)
(*1)

OS標準提供ドライバ カード添付の
LANドライバ

未サポートクラスタキット 4
(GP5S634)

カード添付の
LANドライバ

LANカード (GP5-187) 未サポート

LANカード
（GP5-181 / GP5-185）
(*1)

カード添付の
LANドライバ OS標準提供ドライバ

LANカード
（GP5-186）

未サポート

LANカード
（GP5-188 / GP5-189）

未サポート
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・ 以下の版数で 3ピンコネクタに白のマーキングがない LANカード (GP5-185)
は搭載できません。
版数は、LANカードの基板にあるバーコード部分に記載されています。

－ 729757-003

－ 729757-004

－ 735190-001

－ 735190-002

3ピンコネクタの位置は、カードの部品実装面側の右側です。

他のサーバで使用していた LANカード (GP5-185)を本サーバに搭載する場合
は、LANカード (GP5-185)の版数および 3ピンコネクタの白のマーキングの有
無を確認してから搭載してください。

・ サーバモニタモジュールカード（GP5-SM103）と同時搭載時など、GP5-186に
IRQをMANUALで設定する場合は、[INTA]、[INTB]に同じ値を設定してくだ
さい。

・ LANカードの最大搭載枚数は 3枚ですが、LANカード（GP5-186）を含む場
合は最大枚数は 2枚になります。

オンボード LAN GP5-185 LAN Driver 
V5.1L21

GP5-185 LAN Driver 
V5.1L10
（ServerWizard CDから
作成した LANドライバ）

OS標準提供ドライバ

*1）LANカード（GP5-183)と LANカード（GP5-188 / GP5-189)が共存する場合は、LANカード（GP5-
188 / GP5-189)添付の LANドライバを使用してください。

*2）LANカード（GP5-181)に添付の LANドライバを使用しないでください。

LANカード／
オンボード LAN

使用する LANドライバ
（Windows 2000 Server
の場合）

使用する LANドライバ
（Windows NT Server 4.0 
/ SBS 4.5の場合）

使用する LANドライバ
（NetWare 5.1の場合）

009027C331F2 35913 735190-001

版数�

白の�
マーキング�
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・ LANケーブルを抜く際、ケーブルロック部を指で押さえられない場合は、マ
イナスドライバ等、先端の平らな道具を用いて取り外してください。

LANカードコネクタ部�

LANケーブルロック部�
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5.7.6 RS-232Cカード

本サーバで使用できる RS-232Cカードを以下に示します。なお、拡張カード共通の
留意事項については、「5.7.2 拡張カード共通の留意事項」（→ 167 ページ）を参照し
てください。

RS-232Cカードご使用時の注意事項を以下に示します。

・ RS-232Cカード（GP5-162）の外部接続用コネクタは形状が大きく装着しにく
いため、次のようにして取り付けてください。

1 本体にカードを取り付けます（ネジはしめません）。

2 ケーブルを取り付けます。

3 ネジをしめます。

・ RS-232Cカード (GP5-162)をWindows NT Server 4.0または SBS 4.5で使用する
場合

－ Windows NT 4.0 Service Packを適用したあとに、カード添付のドライ
バをインストールしてください。

5.7.7 ISDNカード

本サーバで使用できる ISDNカードを以下に示します。なお、拡張カード共通の留
意事項については、「5.7.2 拡張カード共通の留意事項」（→ 167 ページ）を参照して
ください。

ISDNカードご使用時の注意事項を以下に示します。

・ GP5-165および 通信カード V/X（GP5-163）を複数枚搭載する場合は、カード
の設定スイッチ（Card NO）をそれぞれ異なる値に設定してください。

・ GP5-165は終端抵抗を装備しており、DSUから最遠端のローゼットまたはカー
ドのどちらかを有効にする必要があります。

品名 型名 概要

RS-232Cカード GP5-162 PCIバス

品名 型名 概要

ISDNカード GP5-165 PCIバス
5.7 拡張カードの取り付け 183



5.7.8 通信カード V/X

本サーバで使用できる通信カード V/Xを以下に示します。なお、拡張カード共通の
留意事項については、「5.7.2 拡張カード共通の留意事項」（→ 167 ページ）　を参照
してください。

通信カード V/Xご使用時の注意事項を以下に示します。

・ GP5-163および ISDNカード（GP5-165）を複数枚搭載する場合は、カードの
設定スイッチ（Card NO）をそれぞれ異なる値に設定してください。

5.7.9 ISDN接続 G3/G4FAX通信カード

ここでは、ISDN接続 G3/G4FAX通信カードに関する留意事項について説明します。
なお、拡張カード共通の留意事項については、「5.7.2 拡張カード共通の留意事項」
（→ 167 ページ）を参照してください。
本サーバで使用できる ISDN接続 G3/G4FAX通信カードを以下に示します。

ISDN接続 G3/G4FAX通信カード使用時の注意事項を以下に示します。準備作業に
ついては、添付の取扱説明書をお読みください。

・ PCIバスから電源のみを使用しています。このため、IRQの設定は不要です。

・ ISDN接続 G3/G4FAX通信カード対応ソフトウェアを搭載したサーバと本カー
ドは、同一ネットワークに属する必要があります。また、同一ネットワーク番
号にする必要があります。

・ 複数枚の ISDN接続 G3/G4FAX通信カードを定義する場合は、ご購入時の IP
アドレスが重複するため、1枚ずつ LANケーブルまたはネットワークへ接続
してください。

・ ISDN接続 G3/G4FAX通信カード対応ソフトウェアの設定を行う前に、ISDN
接続 G3/G4FAX通信カードの LANランプおよび ISDNランプが正常であるこ
とを確認してください。

正常時

　　LAN ランプ　：緑色に点灯します。
　　ISDNランプ　：点灯しません。

品名 型名 概要

通信カード V/X GP5-163 PCIバス

品名 型名 概要

ISDN接続 G3/G4通信カード GP5-161 PCIバス
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5.7.10 FAXモデムカード

ここでは、FAXモデムカードに関する留意事項について説明します。
なお、拡張カード共通の留意事項については、「5.7.2 拡張カード共通の留意事項」
（→ 167 ページ）を参照してください。
本サーバで使用できる FAXモデムカードを以下に示します。

FAX モデムカード搭載時の注意事項を以下に示します。

・ FAX モデムカードに添付のドライバは使用しないでください。
ServerWizard CD 内にある「FMV-FX533 モデムカードドライバ」を使用してく
ださい。
ドライバは ServerWizard CD の以下の場所に格納されています。
[CD-ROM ドライブが（D:¥）の場合 ]

－ Windows NT 4.0 Server 用ドライバ
D:¥DRIVERS¥DRIVER10¥DISK1¥NT4

－ Windows 2000 Server 用ドライバ
D:¥DRIVERS¥DRIVER10¥DISK1¥W2K

品名 型名 概要

FAXモデムカード FMV-FX533 PCIバス
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5.7.11 サーバモニタモジュール

ここでは、サーバモニタモジュールに関する留意事項について説明します。なお、
拡張カード共通の留意事項については、「5.7.2 拡張カード共通の留意事項」（→ 167 
ページ）を参照してください。

本サーバで使用できるサーバモニタモジュールを以下に示します。

サーバモニタモジュール取り付け時の注意事項を以下に示します。

■ サーバモニタモジュール搭載前に

・ サーバモニタモジュールは、PCIスロット 5にだけ取り付けることができま
す。

■ サーバモニタモジュール搭載時の注意

・ サーバモニタモジュールは、他の拡張カードおよび装置と IRQを共有できま
せん。
サーバモニタモジュールを搭載する場合は、BIOSセットアップユーティリ
ティを起動し、「Advanced Options」メニューで「PnP/PCI Options」メニューの
「PCI IRQ Setting」を「Manual」に変更し、各カードに対して IRQを設定して
ください。
（「4.3.16 Advanced Optionsメニュー」（→ 97 ページ）を参照）

次に、サーバモニタモジュールの第 2温度（リモート）センサケーブルの取り付
け、および拡張機能用ケーブルの接続について説明します。

注意�
• サーバモニタモジュールの ACアダプタは、サーバモニタ
モジュールを本サーバに搭載し、本サーバのフロントカ
バーを閉じるまで絶対に接続しないでください。故障や火
災、感電の原因となります。

• サーバモニタモジュールの交換、またはその他のオプショ
ン装置の増設などを行う場合は、作業を開始するまえに、
必ずサーバモニタモジュールの ACアダプタの電源ケーブ
ルをコンセントから抜いてください。
故障や火災、感電の原因となります。

品名 型名 概要

サーバモニタモジュール GP5-SM103 PCIバス
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■ 第 2温度センサケーブルの取り付け位置

第 2温度センサケーブルサーバモニタモジュールに添付されている第 2温度センサ
ケーブルと、第 2温度センサケーブル押さえを以下の図に示す位置で固定してくだ
さい。

温度センサ部�

第2温度センサケーブル押さえ�

第2温度センサケーブル�
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■ サーバモニタモジュール拡張機能用ケーブルの取り付け位置

サーバモニタモジュール拡張機能用ケーブルを、以下の位置に示すサーバモニタモ
ジュール拡張機能用コネクタに接続します。
ただし、サーバマネージメントアシストボードが取り付けられている場合、サーバ
モニタモジュール拡張機能用ケーブルは、サーバモニタモジュール拡張機能用コネ
クタに接続するのではなく、サーバマネージメントアシストボードの拡張機能用コ
ネクタに接続してください。詳細は、サーバマネージメントアシストボードに添付
の取扱説明書をお読みください。

警告�
指 示�

ベースボードのサーバモニタモジュール拡張機能用コネクタに
サーバモニタモジュール拡張機能用ケーブルを接続する場合
は、確実に接続してください。ケーブルが確実に接続されてい
ない場合、故障や火災の原因となります。

[サーバマネージメントアシストボードを同時搭載している場合の接続]

[サーバモニタモジュールの接続]

ベースボード�

ベースボード�

サーバモニタモジュール�
　拡張機能用ケーブル�

サーバモニタモジュール�
　　拡張機能用コネクタ�

サーバモニタモジュール�

サーバモニタモジュール�
　　拡張機能用コネクタ�

サーバモニタモジュール�

拡張機能用コネクタ
サーバマネージメント�
アシストボード�

サーバモニタモジュール�
　拡張機能用ケーブル�

サーバモニタモジュール�
　　拡張機能用コネクタ�
188 第 5章 内蔵オプションの取り付け



5

内
蔵
オ
プ
シ
ョ
ン
の
取
り
付
け

5.7.12 サーバマネージメントアシストボード

ここでは、サーバマネージメントアシストボードに関する留意事項について説明し   
ます。なお、拡張カード共通の留意事項については、「5.7.2 拡張カード共通の留意
事項」（→ 167 ページ）を参照してください。

本サーバで使用できるサーバマネージメントアシストボードを以下に示します。

サーバマネージメントアシストボードの取り付け時の注意事項を以下に示します。

■ サーバマネージメントアシストボード搭載前に

サーバマネージメントアシストボード搭載時の準備、および、取り付け作業につい
ては、ボード添付の取扱説明書を併せてお読みください。
次に、サーバマネージメントアシストボードのパネル制御ケーブルの取り付けにつ
いて説明します。

注意�
• サーバマネージメントアシストボードの ACアダプタは、
サーバマネージメントアシストボードを本サーバに搭載し、
本サーバのフロントカバーを閉じるまで絶対に接続しない
で下さい。故障や火災、感電の原因となります。

• サーバマネージメントアシストボードの交換、またはその
他のオプション装置の増設などを行う場合は、作業を開始
する前に、必ずサーバマネージメントアシストボードの AC
アダプタの電源ケーブルをコンセントから抜いて下さい。
故障や火災、感電の原因となります。

品名 型名 備考

サーバマネージメントアシストボード GP5-SMB101  PCIバス
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■ パネル制御ケーブルの取り付け位置

サーバマネージメントアシストボードに添付されているパネル制御ケーブルを、以
下の図に示すパネル制御用コネクタに接続します。

パネル制御ケーブル�

パネル制御用コネクタ（CN7)

ベースボード�

5インチベイ�

3.5インチベイ�

[サーバ本体]

サーバマネージメントアシストボード�
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5.7.13 ファイバーチャネルカード

本サーバで使用できるファイバーチャネルカードを以下に示します。なお、拡張
カード共通の留意事項については、「5.7.2 拡張カード共通の留意事項」（→ 167 ペー

ジ）を参照してください。

5.7.14 暗号プロセッサカード

本サーバで使用できる暗号プロセッサカードを以下に示します。なお、拡張カード
共通の留意事項については、「5.7.2 拡張カード共通の留意事項」（→ 167 ページ）を

参照してください。

■ 暗号プロセッサカード搭載時の留意事項

・ 暗号プロセッサカード（GP5-CP101）は、本サーバに 1枚だけ搭載できます。

・ 暗号プロセッサカード搭載時は、PCIスロットを 2スロット使用するため、搭
載 PCIスロットの下側 1スロットには拡張カードは搭載できません。

・ 暗号プロセッサカードは、他の拡張カードおよび装置と IRQを共有できませ
ん。
暗号プロセッサカードを搭載する場合は、BIOSセットアップユーティリティ
を起動し、「Advanced Options」メニューで「PnP/PCI Options」メニューの
「PCI IRQ Setting」を「Manual」に変更し、各カードに対して IRQを設定して
ください。
（「4.3.16 Advanced Optionsメニュー」（→ 97 ページ）を参照）

・ 暗号プロセッサカード搭載時は、ServerWizardを使用したインストールはでき
ません。ServerWizardを使用する場合は、暗号プロセッサカードを取り外して
ください。ServerWizard終了後、本カードを搭載し、本カードのインストール
を行ってください。

品名 型名 備考

ファイバーチャネルカード GP5-FC101

品名 型名 備考

暗号プロセッサカード GP5-CP101
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5.8 電源ユニットの取り付け／取り外し

本サーバは、電源ユニット（GP5-PU151）を標準で 1台搭載しており、最大 2台ま
で搭載することができます。
電源ユニットを 1台追加することによって、冗長電源機能が有効となります。
ここでは、電源ユニット増設時の留意事項、取り付け／取り外し手順、および交換
手順について説明します。

5.8.1 電源ユニット増設時の留意事項

ここでは、冗長電源機能を有効にするときの留意事項について説明します。

・ コンセントの増設
各電源ユニットには、ACケーブルを接続する必要があります。そのため、電
源ユニットを増設するときは、台数分のコンセントが必要です。

・ 冗長電源機能を使用する場合の条件
電源ユニットを 1台追加することによって、冗長電源機能が有効となります。

警告�
感 電�

• 電源ユニットの取り付け、取り外しを行うときは、サーバ
本体および周辺装置の電源を切り、電源ケーブルをサーバ
本体から取り外しておいてください。感電の原因となりま
す。
ただし、冗長電源機能がサポートされている状態で故障電
源ユニットを交換する場合は、電源が入っていても交換可
能です。

• 電源ユニットおよびカバーを取り外した際に、電源ユニッ
トスロットに手を入れないでください。感電するおそれが
あります。

ポイントポイントポイントポイント
故障した電源ユニットは、できるだけ早い機会に交換してくだ
さい。
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5.8.2 電源ユニットの取り付け／取り外し

ここでは、電源ユニットの取り付け／取り外し手順について説明します。

■ 取り付け手順

1 電源を切断し、サーバ本体から電源ケーブルを抜きます。

2 電源ユニットスロットのカバーを取り外します。
電源ユニットスロットのカバーを
手で押さえたまま、2 箇所の止め
ネジを外し、カバーを取り外しま
す。取り外したネジはなくさない
ように、ご注意ください。

3 電源ユニットを取り付けます。
電源ユニットを両手で持ち、電源
ユニットスロットに対しまっすぐ
に差し込み、静かにスライドさせ
ます。

4 ネジを閉めます。
電源ユニット端面とサーバ本体背面とに隙間がなく、しっかりと挿入されたこ
とを確認したあと、電源ユニットに付いているネジ 2箇所で電源ユニットを固
定します。

5 電源ケーブルを接続します。

■ 取り外し手順

1 サーバ本体の電源を切断します。

2 上記の「■ 取り付け手順」の 1～ 4の逆の手順で取り外します。

ポイントポイントポイントポイント
電源ユニットの取り付け時は、電源ユニット裏面のコネクタピ
ンが破損または曲がっていないことを必ず確認してください。
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5.8.3 冗長機能運用時の電源ユニットの交換

システム電源の冗長機能が有効となっているときに 1台の電源ユニットが故障した
場合には、サーバ本体前面の故障ランプが点灯します。故障した電源ユニットは、
本体装置の電源を切断せずに交換が可能です。
電源ユニットを取り外したあと、必ず新しい電源ユニットを取り付けてください。

1 故障電源ユニットの電源ケーブルを取り外します。

2 故障電源ユニットを前述した取り外しの手順に従って、取り外します。

3 新しい電源ユニットを取り付けます。

4 交換した電源ユニットに電源ケーブルを取り付けます。

5.9 システムファンの交換

本サーバでは、システムファンの冗長機能をサポートしており、万一、どれか 1つ
のシステムファンが故障しても、システムダウンを防止できます。
システムファンが故障したら、サーバ本体前面の故障ランプが点灯します。
故障ランプが点灯したら、システムファンの交換が必要です。担当保守員に連絡し
てください。

ポイントポイントポイントポイント
故障したシステムファンは、できるだけ早い機会に交換してく
ださい。
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5.10 RCIによるハードディスクキャビネットの接続

ここでは、RCI（Remote Cabinet Interface）によるハードディスクキャビネットの接
続と交換について説明します。

■ ハードディスクキャビネットを増設する場合

1 サーバ本体の電源を切断します。

2 ハードディスクキャビネットをサーバ本体に接続します。
サーバ本体とハードディスクキャビネットを、SCSIケーブルおよび RCIケー
ブルで接続します。
詳細は、ハードディスクキャビネットの取扱説明書を参照してください。

3 ハードディスクキャビネットの電源ユニットスイッチをオンにします。

4 サーバ本体の電源を投入します。
サーバ本体とハードディスクキャビネットに電源が投入されます。

■ ハードディスクキャビネットを交換または取り外す場合

1 サーバ本体の電源を切断します。

2 サーバ本体から、ハードディスクキャビネットを取り外し、または交
換します。
詳細は、ハードディスクキャビネットの取扱説明書を参照してください。

3 交換した場合は、ハードディスクキャビネットの電源ユニットスイッ
チをオンにします。

4 サーバ本体背面にある RCIコネクタ部の CONFIGスイッチを、10秒
以上押します。

CONFIGスイッチ�
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5 サーバ本体の電源を投入します。
サーバ本体とハードディスクキャビネットに電源が投入され、RCIアドレスが
自動的に再構築されます。

ポイントポイントポイントポイント
ハードディスクキャビネットがサーバ本体に接続されると、
ハードディスクキャビネット上部のLCDパネルに 4桁のRCIア
ドレス（RCI 上のハードディスクキャビネットの装置番号）が
表示されます。
RCI アドレスは、ハードディスクキャビネットの異常発生時に
異常装置を識別するために重要な情報となります。
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第 6章 ソフトウェアのインストール
CO
この章では、各 OSのインストール方法、Servervisor / Intel® LANDesk® 
Server Manager（以降 LDSM）、RAS支援サービスおよびその他のインストー
ル方法について説明します。
また、本サーバでWindows 2000 Server / SBS 2000 / Windows NT Server 4.0 / 
SBS 4.5をご使用の場合は、OSのインストール後、「Servervisor」または
「LDSM」、および「RAS支援サービス」のインストールが必須です。
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6.1 OSの種類と使用するドライバ

ここでは、本サーバにインストールできる OSの種類と、使用するドライバについ
て説明します。

6.1.1 インストールできる OSと参照箇所

ここでは、本サーバにインストールできる OSと、インストール時の参照箇所を説
明します。

■ インストールできる OS

本サーバには、以下の OSをインストールすることができます。

• Windows 2000 Server

• SBS 2000

• Windows NT Server 4.0

• SBS 4.5

• NetWare 5.1（NetWare 5を含む）
特に断りのない限り、NetWare 5.1と表記している部分は、NetWare 5を含みま
す。

• Linux

なお、インストールできる Linux OSは、お買い求めのサーバ本体に対するイ
ンストール代行サービスで提供されている Linux OSとなります。
そのほかの Linux OSに関しては、下記 URLでご確認ください。
（URLを参照できない場合は、担当営業へお問い合わせください）

[弊社ホームページ URL]

－ PRIMESERVER WORLD Linux情報ページ
http://primeserver.fujitsu.com/linux
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■ インストールするときの参照箇所

OSをインストールする場合は、本サーバに添付の ServerWizardを使用する方法と、
ServerWizardを使用しない方法とがあります。
以下の図に従ってインストールする手順を決定し、それぞれの参照箇所をご参照く
ださい。
また、OSに添付のマニュアルも併せて参照してください。

インストールするOSがWindows 2000 Serverの場合�

ご購入のタイプはディスクレスタイプですかOSインストールタイプですか�

ServerWizardを使って
インストールしますか�

本サーバ添付の
「PRIMERGY OSインストールタイプ設定の手引き」�
「PRIMERGY ソフトウェアガイド」�
「Windows NTをインストールしよう！」�
を参照してください。�

ディスクレス�
タイプ� はい�

いいえ�
「Windows 2000 Server ファーストステップガイド」
「6.3.1 インストールの前に」
「6.3.2 インストールに必要なソフトウェア」
「6.3.3 Windows 2000 Serverのインストール」
を参照してください。�

OSインストールタイプ�

本サーバ添付の
「PRIMERGY ソフトウェアガイド」�
「Windows NTをインストールしよう！」
を参照してください。�

インストールするOSがWindows NT Server 4.0の場合�

ご購入のタイプはディスクレスタイプですかOSインストールタイプですか�

ServerWizardを使って
インストールしますか�

ディスクレス�
タイプ� はい�

OSインストールタイプ�

「Windows NT Server ファーストステップガイド」
「6.4.1 インストールの前に」
「6.4.2 インストールに必要なソフトウェア」
「6.4.3 Windows NT Server 4.0のインストール」
を参照してください。�

本サーバ添付の
「PRIMERGY OSインストールタイプ設定の手引き」�
「PRIMERGY ソフトウェアガイド」�
「Windows NTをインストールしよう！」�
を参照してください。�

本サーバ添付の
「PRIMERGY ソフトウェアガイド」�
「Windows NTをインストールしよう！」
を参照してください。�

いいえ�

インストールするOSがSBS 2000の場合�

「Microsoft Small Business Server 2000 プランニン�
　グ アンド インストレーションガイド」�
「6.3.1 インストールの前に」
「6.3.2 インストールに必要なソフトウェア」
「6.3.4 SBS 2000のインストール」
を参照してください。�

ServerWizardを使って
インストールしますか�

はい� 本サーバ添付の
「PRIMERGY ソフトウェアガイド」�
「Windows NTをインストールしよう！」
を参照してください。�

いいえ�
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インストールするOSがNetWare 5.1の場合�

「6.5.1 インストール時の留意事項」
「6.5.2 インストールに必要なソフトウェアと使用�
するドライバ」
「6.5.3 NetWare 5.1のインストール手順」
を参照してください。�

インストールするOSがLinuxの場合�

別冊の、ソフトウェア添付の取扱説明書を参照して�
ください。�

インストールするOSがSBS 4.5の場合�

「Small Business Server  ファーストステップガイド」�
「6.4.1 インストールの前に」
「6.4.2 インストールに必要なソフトウェアと使用�
　するドライバ」
「6.4.4 SBS 4.5のインストール」
を参照してください。�

ServerWizardを使って
インストールしますか�

はい� 本サーバ添付の
「PRIMERGY ソフトウェアガイド」�
「Windows NTをインストールしよう！」
を参照してください。�

いいえ�
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6.1.2 使用するドライバと作成方法

ここでは、使用するドライバと、その作成方法について説明します。

■ 使用するドライバ

本サーバで、オンボード LANやオンボード SCSI、および拡張カードを使用する場
合には、それぞれ以下に示すドライバをインストールしてご使用ください。

OS Windows 2000 Server Windows NT Server 4.0
SBS 4.5

NetWare 5.1

標準 I/O

グラフィックコント
ローラ

ES320 Display Driver
V5.00.2195.4005

ES320 Display Driver 
V4.00.1381.1006(NT4.0) 

OS標準提供ドラ
イバ

CD-ROM OS標準提供ドライバ OS標準提供ドライバ OS標準提供ドラ
イバ

LAN

オンボード LAN GP5-185 LAN Driver 
V5.1L21 (*)

GP5-185 LAN Driver 
V5.1L10 (*)

OS標準提供ドラ
イバ

LANカード
　(GP5-181/
 GP5-185)

LANカードに添付の
ドライバ

LANカードに添付のドラ
イバ

OS標準提供ドラ
イバ

LANカード
　(GP5-186)

LANカードに添付の
ドライバ

LANカードに添付のドラ
イバ

－

LANカード
　(GP5-187)

LANカードに添付の
ドライバ

－ －

LANカード
　(GP5-183)

OS標準提供ドライバ LANカードに添付のドラ
イバ

－

LANカード
(GP5-188 / GP5-189)

LANカードに添付の
ドライバ

LANカードに添付のドラ
イバ

－

クラスタキット 4　
　　（GP5S634）

－ LANカードに添付のドラ
イバ

－

SCSI

オンボード SCSI OS標準提供ドライバ ES320 Onboard SCSI 
WindowsNT Driver V1.11  
(*)

ES320 Onboard 
SCSI NetWare 
Driver V1.11  (*)

SCSIカード OS標準提供ドライバ SCSIカードに添付のドラ
イバ
クラスタ構成時は OS標
準提供ドライバ

OS標準提供ドラ
イバ

SCSIアレイコント　
ローラカード

SCSIアレイコント
ローラカードに添付
のドライバ

SCSIアレイコントローラ
カードに添付のドライバ

SCSIアレイコン
トローラカードに
添付のドライバ

FAX

FAXモデムカード FAXモデムカード
（FMV-FX533)用
ドライバ

FAXモデムカード
（FMV-FX533)用
ドライバ 

－

拡張   

上記以外の拡張カー
ド

OS標準提供ドライバ カード添付のドライバ OS標準提供ドラ
イバ

*) ServerWizard CDまたはドライバーズ CDから作成します。
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本サーバに添付して提供されるドライバのインストール方法については、各 OSの
インストール方法の手順の中で説明していますので参照してください。
拡張カードに添付されるドライバを使用する場合には、拡張カードに添付される取
扱説明書またはオンラインマニュアルを必ずお読みください。
本サーバに添付の LANドライバの使用方法および使用時の注意については、「6.6 
LANドライバについて」（→ 259 ページ）を参照してください。
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■ ドライバディスクの作成方法

インストール時に必要なドライバディスクを、ServerWizard CDから作成する手順に
ついて説明します。
以下に作成手順を示します。

1 サーバ本体の電源を投入し、ServerWizard CDをセットします。
電源を投入して、POST中 (RAMモジュールのチェックなどのメッセージが表
示されている間 )に、CD-ROMの取り出しボタン (EJECT)を押して、
ServerWizard CDをセットします。
次の画面が表示されます。

2 「1.ServerWizard」を選択し、[Enter]キーを押します。
ServerWizardが起動します。

3 「ユーティリティ」を選択し、［Enter］キーを押します。

4 「FD作成」を選択し、［Enter］キーを押します。
ドライバディスク作成ツールの画面が表示されます。

5 作成するドライバディスクを選択し、［Enter］キーを押します。
メッセージに従い、フロッピィーディスクを Aドライブに挿入してください。

MS-DOS 6.2 Startup Menu
_______________________

1.ServerWizard

2.Basic(BIOS Environment Support Tools)

3.Basic(DACCFG)

4.SMM Utility(Setup/Test)

5.HDD firmware update

6.Product ID Recovery Utility

Diskette Utility

ES320 Onboard SCSI WindowsNT Driver V1.11

ES320 Display Driver V4.00.1381.1006(NT4.0) Disk1
ES320 Display Driver V4.00.1381.1006(NT4.0) Disk2

ES320 CD-ROM Driver V1.29
ES320 HAL for Windows NT(R)4.0 1CPU
ES320 HAL for Windows NT(R)4.0 2CPU
Bios Environment Support Tools V3.0L20
SCSI Card(GP5-121/GP5-123/GP5-125/GP5U121) Drivers Disk Version 1.2

選択� バックアップ 終了�Enter ESC

ES320 Display Driver V4.00.1381.1006(NT4.0) Disk3

ES320 Onboard SCSI NetWare Driver V1.11
6.1 OSの種類と使用するドライバ 203



6 ［Enter］キーを押します。
自動的にフォーマットされ、ファイルのコピーが開始されます。
ドライバディスクの作成が終了すると、ドライバディスクのラベル画面が表示
されます。内容を確認して［Enter］キーを押すと、ドライバディスク作成ツー
ルの画面に戻ります。
引き続きドライバディスクを作成する場合は、手順 4から 6を繰り返してくだ
さい。
［Esc］キーを押すとドライバディスクの作成を終了し、ServerWizard画面に戻
ります。
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6.2 SCSIアレイコントローラカード使用時の注意

SCSIアレイコントローラカード使用時の OSのインストールの方法は、以下のとお
りです。

■ インストールの前に

• SCSIアレイコントローラカードの接続確認
OSをインストールする前に、SCSIアレイコントローラカードのコンフィグ
レーションが終了しており、SCSIアレイコントローラカードの配下のシステ
ムドライブの初期化が終了していることが必要です。

• SCSIアレイコントローラカードの設定（Advanced Functions）確認

[SCSI アレイコントローラ（GP5-143 / GP5-144 / GP5-1441/ GP5-145 / GP5-146 ）
の場合 ]

DACCF ユーティリティを起動して確認します。
DACCF ユーティリティの起動方法は、次のとおりです。

1 電源を投入し、ServerWizard CDをセットします。
電源を投入して、POST中 (RAMモジュールのチェックなどのメッ
セージが表示されている間 )に、CD-ROMの取出しボタン (EJECT)を
押して、ServerWizard CDをセットします。
次の画面が表示されます。

2「3.Basic(DACCFG)」を選択し、[Enter]キーを押します。
DOSプロンプトが表示されます。

3 SCSIアレイコントローラカード DACCFユーティリティをフ
ロッピィディスクドライブにセットします。

4 以下のコマンドを入力すると、DACCFユーティリティが起動
します。

A:\>b:
B:\>cd daccfg [Enter]
B:\DACCFG>daccf [Enter]

MS-DOS 6.2 Startup Menu
_______________________

1.ServerWizard

2.Basic(BIOS Environment Support Tools)

3.Basic(DACCFG)

4.SMM Utility(Setup/Test)

5.HDD firmware update

6.Product ID Recovery Utility
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以上の操作で、DACCFユーティリティが起動します。
Main Menuから「09 Advanced Functions」を選択し、さらに「Hardware Parameters, 
Physical Parameters, SCSI Xfr Parameters,Startup Parameters」を選択することで確認で
きます。

以下のとおりであることを確認してください。

オプション設定項目 本体内蔵ハードディスクを接続するときの設定

(GP5-143の
場合 )

(GP5-144/
GP5-1441の
場合 )

(GP5-145/GP5-
146の場合 )

・Hardware parameters

　　Automatic Rebuild Management Disabled Disabled Disabled

　　Strageworks Fault Mgmt(TM). Disabled Disabled Disabled

・Physical Parameters

　　Rebuild/Add Capacity rate 50 50 50

　　Segment size (Kbytes) 8 8 8

　　Sprite size (Kbytes) 64 64 64

・SCSI Xfr Parameters (Channel 0)

　　Data Transfer rate(MHz) 40MHz 40MHz 40MHz

　　Command tagging Enabled Enabled Enabled

　　SCSI data bus width 16 16 16

・SCSI Xfr Parameters (Channel1)

　　Data Transfer rate(MHz) － 40MHz 40MHz

　　Command tagging － Enabled Enabled

　　SCSI data bus width － 16 16

・SCSI Xfr Parameters (Channel2)

　　Data Transfer rate(MHz) － 40MHz －

　　Command tagging － Enabled －

　　SCSI data bus width － 16 －

・Startup Parameters

　　Spin up option Automatic Automatic Automatic

　　Number of devices per spin 1 1 1

　　Delay(seconds) 12 12 12
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[SCSIアレイコントローラカード（GP5-148）の場合 ]

EzAssistユーティリティを起動して確認します。
EzAssistユーティリティの起動方法は、次のとおりです。

1 サーバ本体の電源を入れます。

2 画面に以下のメッセージが表示されたら、[Alt]+[R]キーを押します。

AcceleRAID 352 BIOS Version x.xx-xx (Month Day. Year)
Mylex Corporation

[Alt]+[R]キーが正常に押されると、以下のメッセージが表示され、シ
ステム BIOS処理終了後に EzAssistユーティリティが起動します。

RAID Configuration will start after system initialization
completes

EzAssistユーティリティ起動後、「Global」プロパティ、「Startup」プロパティ、
「Physical Drive SCSI Properties」プロパティを起動して確認できます。プロパ
ティの起動方法は、カード添付のマニュアルを参照してください。
以下のとおりであることを確認してください。

ポイントポイントポイントポイント
[Alt]+[R]キーは、「Press<ALT-M> for BIOS options Press<Alt-R>
for RAID Configuration options 」のメッセージが表示されるま
えに押してください。

オプション設定項目 設定値

・Global

Automatic Rebuild Disabled

Storage Works Fault Management Disabled

Background Process Rate (%) 50

Drive Size Coercion Disabled

・Startup

Disk Spin Up By Controller

Number of Disk Drives per Spin 1

Initial Delay (seconds) 0

Delay Between Spins (seconds) 6

・Physical Drive SCSI Properties

Bus Speed (MHz) 80 (*)

Tag Queuing 16

Bus Width 16

* )ハードディスクキャビネットを接続する場合は、Bus Speed (MHz)の設定値を「80」で
はなく、「40」に設定してください。
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[SCSIアレイコントローラカード（GP5-150 / GP5-1501 / GP5-151）の場合 ]

Storage Manager on ROM (SMOR)を起動して確認します。
SMORの起動方法は、次のとおりです。

1 サーバ本体の電源を入れます。

2 画面に I2O BIOSのメッセージが表示されたら、[Ctrl]+[A]
キーを押します。
SMORが起動します。

SMORを起動した後、SmartROM設定画面およびコントローラ情報ウィンドウ
の Configurationタブ、Bus Configurationタブで設定を確認します。
SMORの操作方法、および各設定の確認、変更方法はカード添付のマニュアル
を参照してください。
SmartROM設定画面で、以下のように設定されていることを確認してくださ
い。

さらにすべての SCSIアレイコントローラカードおよびコントローラバスにつ
いて、コントローラ情報ウィンドウの Configurationタブおよび Bus 
Configurationタブで、以下のように設定されていることを確認してください。

コントロールパラメタ 設定値

Enable Bootable CD-ROMs Disabled

Scan Delay Default

EBDA Relocation Disabled

Enable Extended Int13 Enabled

パラメタ 設定値

・Configurationタブ

PCI NWI Enable Enabled

Boot Enable Enabled
 (選択しているアレイコントローラカードから
OSを起動する場合 )

Disabled
 (選択しているアレイコントローラカードから
OSを起動しない場合 )

・Bus Configurationタブ

ID ７

Type Ultra160

Width 16 Bit

Transfer Rate Ultra160

Termination Auto

TERMPWR On
208 第 6章 ソフトウェアのインストール



6

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

6.3 Windows 2000 Serverおよび SBS 2000のインストール

Windows 2000 Serverおよび SBS 2000のインストール方法および注意事項、システ
ム修復について説明します。
なお、OS インストールタイプ（Windows 2000 Server ）をご購入の方は、添付の
「ServerWizard 」を使用して開封作業を行うことを推奨します。開封作業を行う場合
は、「PRIMERGY OSインストールタイプ 設定の手引き」を参照してください。
「ServerWizard 」を使用してインストールを行う場合、「PRIMERGY　ソフトウェア
ガイド」、「Windows NT をインストールしよう！」を参照してください。

6.3.1 インストールの前に

Windows 2000 Server、および SBS 2000をインストールするまえに、以下のことを確
認します。
• ブート OSのインストール先

ブート OS は、必ず内蔵ハードディスクユニットにインストールしてください。

• インストールに必要な容量
OSをインストールする区画サイズには、メモリダンプの取得に必要な空き容
量を考慮する必要があります。詳細は「A.5 メモリダンプの取得」（→ 344 ペー
ジ）を参照してください。

• 再起動時の注意
インストールの途中で、セットアッププログラムが再起動するようにメッセー
ジを表示します。この場合、自動的に再起動するのを待ってください。

• 拡張カード搭載時の注意 

拡張カードを使用する場合には、各種拡張カードの留意事項を必ずご覧くださ
い。

• メンテナンス区画の作成
サーバ保守用アプリケーションをインストールするためのメンテナンス区画
を、ServerWizard CDから作成します。
メンテナンス区画から本サーバを起動することによって、各ユーティリティを
利用できます。

注意�
• 「ServerWizard」を使用しないで OSインストールタイプの
開封作業を行う場合、OSの設定が正しく行われず、予期し
ないトラブルが発生する場合があります。
電源投入前に「PRIMERGY　OSインストールタイプ 設定
の手引き」を参照してください。

• 「ServerWizard」を使用せず、開封処理を行った場合、使用
承諾画面で「同意しない」を選択してセットアップを中断
すると、システム区画が 2GBずつ拡張されます。
「ServerWizard」を使って開封するか、または、使用承諾画
面で「必ず同意する」を選択してください。
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また、保守サポートサービスをご利用される場合は、メンテナンス区画が必要
となります。詳細は、「PRIMERGY　ソフトウェアガイド」を参照してくださ
い。
以下に、メンテナンス区画からの起動方法を示します。

1 サーバ本体の電源を入れます。

2 メンテナンス区画からサーバを起動する旨のメッセージ
「Press F10 to start tools of Maintenance Partition.」が表示され
たら、メッセージが表示されている間に、[F10]キーを押しま
す。
メンテナンス区画からサーバが起動し、各ユーティリティが利用でき
るようになります。

• メンテナンス区画のサイズについて
メンテナンス区画を作成した場合は、100MB 使用します。Windows 2000 Server 
のディスクアドミニストレータを使用した場合には、メンテナンス区画のこと
が「EISA ユーティリティ」と表示されます。そのまま、削除せずに使用して
ください。

• 光磁気ディスクユニットの搭載について
光磁気ディスクユニットを搭載する場合、Windows 2000 Serverをインストール
後に搭載してください。
万一、光磁気ディスクユニットを搭載した状態でWindows 2000 Serverのイン
ストールを行うと、正常にインストールできない場合があります。

• 拡張 RAMモジュール搭載時の注意
本サーバは最大 4GBのメモリを搭載できますが、使用する OSによって搭載可
能容量が異なります。
また、本サーバは、一部のメモリ領域を PCIリソースに使用するため、使用可
能容量に制限があります。
以下に、拡張 RAMモジュールの搭載可能容量と使用可能容量を示します。

OS 搭載可能容量 使用可能容量

Windows 2000 Server

SBS 2000

～ 4.0GB 3.68GB（3.68GBを超えるメモリ
容量は、PCIリソース領域として
本サーバが使用します。）
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6.3.2 インストールに必要なソフトウェア

Windows 2000 Serverおよび SBS 2000をインストールするには、次のソフトウェア
が必要です。

これらのものがそろっているか、作業を始めるまえに確認してください。

使用するドライバについては、「6.1.2 使用するドライバと作成方法」（→ 201 ペー
ジ）を参照してください。

ソフトウェア媒体名称 用途 使用する OS

Windows 2000 Server（CD-ROM） OS Windows 2000 Server

Windows 2000 Service Pack（CD-ROM） OS Windows 2000 Server

Microsoft Small Business Server 2000（CD-ROM） OS SBS 2000
6.3 Windows 2000 Serverおよび SBS 2000のインストール 211



6.3.3 Windows 2000 Server のインストール

ここでは、Windows 2000 Server を初めてサーバにインストールする方法について説
明します。

■ インストール時の留意事項

• インストールを開始するまえに、Windows 2000 Serverに添付の「Windows 2000 
Server ファーストステップガイド」をご一読ください。

• 本体 BIOSの設定で、CD-ROMブートが可能であることを確認してください。

• GP5-143/GP5-144/GP5-1441/GP5-145/GP5-146 の SCSI アレイコントローラカー
ドをWindows 2000 Server環境でご使用になる場合は、OS 導入時に手動でデバ
イスドライバをインストールしないでください。OS 添付のデバイスドライバ
にてセットアップを行い（自動的に OS 添付のデバイスドライバがインストー
ルされます）、セットアップ完了後、デバイスドライバをアップデートしてく
ださい。詳細はカード添付の取扱説明書を参照ください。

■ インストール手順

以下に、Windows 2000 Server をWindows 2000 Server の CD-ROMからインストール
する手順について説明します。
[オンボード SCSIをご使用の場合 ]
サーバ本体のオンボード SCSIコントローラ配下にWindows 2000 Server をインス
トールするハードディスクユニットが接続されている装置を対象にしています。

[SCSIアレイコントローラカードをご使用の場合 ]
サーバ本体に実装の SCSIアレイコントローラカード配下にWindows 2000 Server
をインストールするハードディスクユニットが接続されている装置を対象にし
ています。

1 Windows 2000 Server の CD-ROM を準備します。
サーバの電源投入直後にWindows 2000 Server の CD-ROM を CD-ROM ドライブ
にセットします。このとき、フロッピィディスクドライブにフロッピィディス
クが入っていないことを確認してください。ハードディスクにアクティブ領域
が設定されていると、画面に以下のメッセージが表示されます。

Press any key to boot from CD．．．．

この場合、本メッセージが表示されている間に、任意のキーを押すことで CD-
ROMからブートします。

2 Windows 2000 Server セットアップ画面が表示されます。
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3 手動でドライバを組み込みます（SCSIアレイコントローラカード
（GP5-148/GP5-150/GP5-1501/GP5-151）をご使用の場合）。
セットアップ画面表示直後に以下のメッセージが画面下に表示されますので、
[F6]キーを押します。

Press F6 if you need to install a third party SCSI or RAID 

driver ・・・

1 SCSIアレイコントローラを手動で組み込みます。
以下のオプションが表示されたら [S]キーを押します。

To specify additional SCSI adapters, CD-ROM drives, or 
special disk controllers for use with Windows 2000, 
including those for which you have a device support disk 
from a mass storage device manufacturer, press S.

2「Please insert the disk labeled Manufacture-supplied hardware 
support disk into Drive A:」というメッセージが表示されたら、
以下のディスクをフロッピィディスクドライブにセットし、
[Enter]キーを押します。
・[GP5-150/GP5-1501/GP5-151をご使用の場合 ]
GP5-150/151 Windows 2000 Driver & Storage Manager Disk1
・[GP5-148をご使用の場合 ]

SCSIアレイコントローラカードソフトウェアキットまたはド
ライバディスク

次のメッセージが表示されます。

You have Chosen to configure a SCSI Adapter for use with 
Windows 2000, using a device support disk provided by an 
adapter manufacturer.
Select the SCSI Adapter you want from the following list, 
or press ESC to return to the previous screen.

3 ご使用の SCSI アレイコントローラカードにより、以下を選択
します。
[GP5-150/GP5-1501/GP5-151をご使用の場合 ]

Adaptec I2O RAID Host Adapters for Windows 2000

[GP5-148をご使用の場合 ]

Mylex AcceleRAID 352 Disk Array Controller

ポイントポイントポイントポイント
このメッセージは、セットアップ画面（青い画面）が表示され
た直後のわずかな時間しか表示されませんので、画面が青色に
変わった後すぐに [F6]キーを押してください。
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4 画面に表示されるメッセージに従ってインストールをすすめて
ください。
なお、この後のインストール中にフロッピィディスクの挿入を
求められますので、以下のフロッピィディスクを指示に従って
フロッピィディスクドライブにセットしてください。
[GP5-150/GP5-1501/GP5-151をご使用の場合 ]

GP5-150/151 Windows 2000 Driver & Storage Manager Disk1

[GP5-148をご使用の場合 ]

GP5-148 Windows 2000 Drivers Disk

4 インストール作業を続行します。
セットアッププログラムの指示に従って、インストール作業を続行します。
以降、セットアッププログラムおよび「Windows 2000 Serverファーストステッ
プガイド」の指示に従って、Windows 2000 Serverのインストールを続行しま
す。

5 インストール終了後、Windows 2000 Service Packを適用します。
Windows 2000 Service Packの CD-ROMから Service Packを適用します。詳細に
ついては、画面の説明を参照してください。

注意�
再起動時の注意
インストールの途中で、セットアッププログラムが再起動する
メッセージを表示します。
この場合、自動的に再起動するのを待ってください。

注意�
Service Pack適用時に、ドライバが Service Pack内のドライバ
に置換される場合があります。
詳細については、各ハードウェアに添付のマニュアルを参照し
てください。
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6 再起動後、ディスプレイドライバをインストールします。

1 ServerWizard CDを CD-ROMドライブにセットします。
ServerWizard CDをセットすると ServerWizardのメニュー画面が表示
されるので [Exit]をクリックし、メニューを終了します。

2 エクスプローラを起動し、ServerWizard CD内の以下のコマ
ンドを実行します。
（CD-ROMドライブが D:の場合）

D:￥Drivers￥Setup￥Vgaw2k￥Cd￥Setup.exe

画面の指示に従い、インストールを行います。 

7 インストール後、GP5-143/GP5-144/GP5-1441/GP5-145/GP5-146の
SCSIアレイコントローラカードのドライバをインストールします
（SCSIアレイコントローラカード（GP5-143/GP5-144/GP5-1441/
GP5-145/GP5-146）をご使用の場合）。
Windows 2000 Server のインストール後、SCSIアレイコントローラカードのド
ライバをインストールします。詳細は「SCSIアレイコントローラカードの取
扱説明書」を参照してください。

8 インストール後、LANドライバをインストールします。
Windows 2000 Serverのインストール後、ServerWizardを使って、LANドライバ
をインストールします。詳細は、「6.6.1 LANドライバのインストール方法
（Windows 2000 Server）」（→ 259 ページ）を参照してください。

9 運用に入るまえに「システム修復ディスク」を作成することをお勧め
します。
作成方法は、後述の 「■ システム修復ディスクについて」（→ 215 ページ）を
参照してください。

■ システム修復ディスクについて

Windows 2000 Server のセットアップ後、またはシステム構成の変更後に、「システ
ム修復ディスク」を作成してください。万一、Windows 2000 Server システムファイ
ル、システム構成、およびスタートアップ時の環境変更などが損傷を受けた場合
は、修復ディスクに保存した修復情報を使ってこれらを再構築できます。

■ 修復ディスクの作成方法

［用意するもの］
• 2HD のフロッピィディスク 1 枚

1 [スタート ]ボタンをクリックし、[プログラム ]の [アクセサリ ]の
[システムツール ]の [バックアップ ]をクリックします。

ポイントポイントポイントポイント
システムのコンポーネントを変更、追加した場合、そのたびに
「システム修復ディスク」の作成を行ってください。
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[バックアップ ] ダイアログボックスが表示されます。

2 [システム修復ディスク (M)]をクリックします。

3 フロッピィディスクに「Windows 2000 システム修復ディスク」と現
在の日付が書かれたラベルを貼り、フロッピーディスクドライブに
セットします。

4 画面に従って続行します。

■ システムの修復方法

[用意するもの ]

• Windows 2000 Server Disc1

• Windows 2000 システム修復ディスク（上記で作成したもの）

• Windows 2000 Server ファーストステップガイド

1 「Windows 2000 Server ファーストステップガイド」に従って、
Windows 2000 Server のセットアップを開始します。

2 Windows 2000 Server セットアップの「セットアップへようこそ」の
画面で、[R]キーを押して修復を選択します。
セットアップ画面のメッセージに従って、システムを修復します。

ポイントポイントポイントポイント
• システムの修正を行うと、情報によっては新規インストー
ル状態に戻ってしまう場合があります。システムの修復後、
再設定する必要があります。

• システムファイル、システム情報の損傷が大きい場合は、
Windows 2000 Server の再インストールが必要になる場合
があります。そのときは「Windows 2000 Server のインス
トール手順」に従って再インストールしてください。

• ファイルの修復中に、「ファイル XXXXXX.XXXは
Windows 2000のインストール時にコピーされた元のファ
イルではありません」というメッセージが表示されます。
その場合、[Enter]キー、または [A]キーを押してファイル
を修復してください。
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■ SCSIアレイコントローラカード　管理ツールのインストール
（SCSIアレイコントローラカードをご使用の場合）

SCSIアレイコントローラカードをご使用の場合、SCSIアレイコントローラカード
に添付のマニュアルに従って、RAID管理ツールをインストールしてください。
RAID管理ツールをインストールしないと、OS上で確認できないイベントのログ記
録が残らないなど、アレイ管理や監視が行えません。
RAID管理ツールには以下のユーティリティが含まれています。

[GP5-143/GP5-144/GP5-1441/GP5-145/GP5-146の場合 ]

• DACMON (Disk Array Controller Monitor)ユーティリティ
ディスクアレイの監視を行います。

• DACADM (Disk Array Controller Administration)ユーティリティ
ディスクアレイの管理を行うためのユーティリティです。

• HDDチェックスケジューラ
ディスクアレイ配下のシステムドライブの一貫性のチェックを定期的に行いま
す。

• SMARTMONユーティリティ
ハードディスクの故障予測機能（S.M.A.R.T）による情報を監視します。

• バッテリ情報
バッテリバックアップユニットのバッテリ容量の表示、警告しきい値の表示お
よび変更を行うためのユーティリティです。

• BGIステータス
バックグラウンド初期化処理（BGI）の状況を表示します。

[GP5-148の場合 ]

• Global Array Manager (GAM)ユーティリティ
Global Array Manager はアレイ状況の監視、および管理を行うユーティリティで
す。

[GP5-150/GP5-1501/GP5-151の場合 ]

• Storage Managerユーティリティ
Storage Managerは、アレイコントローラカードおよびディスクアレイを管理す
るためのユーティリティです。

詳細は、SCSIアレイコントローラカードに添付の取扱説明書を参照してください。
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■ GEM312 Class driverのインストール

Windows 2000 serverでは、GEM312 （SAF-TEコントローラ）は不明デバイスとし
て認識されますが、GEM312専用 Class driverをインストールすることで「Enclosure 
Services Device」と認識させることが可能です。
以下にインストールの方法を説明します。

1 ServerWizard CD内にある、D:¥DRIVERS¥UTILS¥GEM312
¥GEM312.infファイルを c:¥winnt¥infへコピーします。
（c:は OSのインストールされているドライブ、D:は CD-ROMドライブを示し
ます。また、infは c:¥winnt内の隠しフォルダです。）

2 デスクトップ上の「マイコンピュータ」アイコンを右クリックし、表
示されたメニューの中から「管理」を選択します。

3 表示されたウィンド内の一覧デバイスマネージャを選択し、開きます。

4 ドライバのタグを選択します。

5 「デバイスドライバの更新」ボタンをクリックします。

6 「デバイスドライバのアップグレードウィザードの開始」画面が表示さ
れるので、「次へ」をクリックします。

7 「デバイスに最適なドライバを検索する（推奨）」を選択し、「次へ」を
クリックします。

8 「場所の指定」のみをチェックし、他のチェックを外して「次へ」をク
リックします。

9 デバイスドライバのアップグレードウィザードが表示され、「製造元が
配布するインストールディスクを指定したドライブに挿入して [OK]を
押して下さい。」と表示されるので、「c:¥winnt¥inf」と入力し、「次へ」
をクリックします。

   
と表示されるので、「次へ」をクリックします。

と表示されるので、「完了」をクリックします。

次のデバイスが検出されました。
？ Qlogic GEM312 SCSI Processor Device
現在のドライバよりさらに適切なドライバが検出されました。このドライバを
インストールするには、「次へ」をクリックしてください。

      C:¥winnt¥inf¥gem312.inf

デバイスドライバのアップグレードウィザードの完了
      Enclosure Services Device
このデバイスに対するソフトウェアのインストールが終了されました。
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10 ウィンドを閉じます。
11 デバイスマネージャの一覧に「Enclosure Services Device」が追加さ
れます。

■ インストール後の留意事項

• OSがWindows 2000 Server など、シャットダウン後に電源が切断される OS
で、UPS のスケジュール運転を行う場合は、BIOSセットアップユーティリ
ティで「Restart on AC/Power Failure」を「Enabled 」に設定してください。
設定については、「4.3.10 Power Managementメニュー」の「● Restart on AC/
Power Failure」（→ 80 ページ）を参照してください。
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6.3.4 SBS 2000のインストール

ここでは、SBS 2000を初めてサーバにインストールする方法について説明します。

■ インストール時の留意事項

• インストールを開始するまえに、SBS 2000に添付の「Microsoft Small Business 
Server 2000 プランニング アンド インストレーション ガイド」をご一読くださ
い。

• 本体 BIOSの設定で、CD-ROMブートが可能であることを確認してください。

• GP5-143/GP5-144/GP5-1441/GP5-145/GP5-146 の SCSI アレイコントローラカー
ドを SBS 2000環境でご使用になる場合は、OS 導入時に手動でデバイスドライ
バをインストールしないでください。OS 添付のデバイスドライバにてセット
アップを行い（自動的に OS 添付のデバイスドライバがインストールされま
す）、セットアップ完了後、デバイスドライバをアップデートしてください。
詳細はカード添付の取扱説明書を参照ください。

• インストールに必要な容量
SBS 2000のインストールにはディスク容量 4GB以上の空き領域が必要です。

■ インストール手順

以下に、SBS 2000を SBS 2000 の CD-ROMからインストールする手順について説明
します。SBS 2000のインストールは、Windows 2000 Serverと基本的には同じです。
ここでは、Windows 2000 Serverのインストール手順と異なる個所を中心に説明しま
す。

[オンボード SCSIをご使用の場合 ]
サーバ本体のオンボード SCSIコントローラ配下に SBS 2000 をインストールする
ハードディスクユニットが接続されている装置を対象にしています。

[SCSIアレイコントローラカードをご使用の場合 ]
サーバ本体に実装の SCSI アレイコントローラカード配下に SBS 2000  をインス
トールするハードディスクユニットが接続されている装置を対象にしています。

1 SBS 2000 の CD-ROM （Disc1）を準備します。
サーバの電源投入直後に SBS 2000 の CD-ROM を CD-ROM ドライブにセット
します。このとき、フロッピィディスクドライブにフロッピィディスクが入っ
ていないことを確認してください。ハードディスクにアクティブ領域が設定さ
れていると、画面に以下のメッセージが表示されます。

Press any key to boot from CD．．．．

この場合、本メッセージが表示されている間に、任意のキーを押すことで CD-
ROMからブートします。

2 以降は、Windows 2000 Serverのインストール手順とほぼ同様です。
「6.3.3 Windows 2000 Server のインストール」の「■ インストール手順」（→ 212 
ページ）の手順 2 ～ 3 を参照してください。
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3 Windows 2000 Serverをインストールするハードディスクユニットの
パーティションを選択する旨のメッセージが表示されます。
画面に従って、4GB 以上のパーティションを作成します。
必ず NTFS ファイルシステムでフォーマット後、インストールを続行してくだ
さい。

4 フロッピィディスクを要求する画面が表示されます。
「6.3.3 Windows 2000 Server のインストール」の「■ インストール手順」（→ 212 
ページ）の手順 4 を参照してください。

5 メッセージに従って、インストールを続行してください。

6 SBS 2000のインストールが完了後、画面に従って再起動を行ってく
ださい。

7 再起動し、ログオン後、「Small Business Server 2000セットアップ」
画面が表示されます。
必要があれば、「6.3.3 Windows 2000 Server のインストール」の「■ インストー
ル手順」（→ 212 ページ）の手順 6 ～ 8 を参照し、ドライバのインストールを
行ってください。

8 「Small Business Server 2000セットアップ」画面で、[Small Business 
Serverのセットアップ ]をクリックし、画面に従って、SBS 2000のイ
ンストールを続行してください。

9 運用に入るまえに「システム修復ディスク」を作成する事をお勧めし
ます。
作成方法は、「■ システム修復ディスクについて」（→ 222 ページ）を参照して
ください。

注意�
再起動時の注意
インストールの途中で、セットアッププログラムが再起動する
メッセージを表示します。
この場合、自動的に再起動するのを待ってください。

注意�
インストール要件について
インストールの要件を満たしていないシステムにインストール
を行った場合、インストール作業中に「Suite要件」の画面が表
示され、要件を満たしていない事項についての説明が表示され
ます。説明を参考にし、要件を満たすよう変更を行ってから、イ
ンストールを継続してください。

ポイントポイントポイントポイント
システムのコンポーネントを変更、追加した場合、そのたびに
「システム修復ディスク」の作成を行ってください。
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■ システム修復ディスクについて

SBS 2000のセットアップ後、またはシステム構成の変更後に、「システム修復ディ
スク」を作成してください。万一、SBS 2000システムファイル、システム構成、お
よびスタートアップ時の環境変更などが損傷を受けた場合は、修復ディスクに保存
した修復情報を使ってこれらを再構築できます。

■ システム修復ディスクの作成方法

[用意するもの ]

• 2HDのフロッピィディスク 1枚

1 [スタート ]ボタンをクリックし、[プログラム ]の [アクセサリ ]の
[システムツール ]の [バックアップ ]をクリックします。
[バックアップ ] ダイアログボックスが表示されます。

2 [システム修復ディスク (M)]をクリックします。

3 フロッピィディスクに「Windows 2000 システム修復ディスク」と現
在の日付が書かれたラベルを貼り、フロッピーディスクドライブに
セットします。

4 画面に従って続行します。

■ システムの修復方法

[用意するもの ]

• SBS 2000 Disc1

• Windows 2000 システム修復ディスク（上記で作成したもの）

• Windows 2000のヘルプ「システム修復ディスクを使ってシステムを
修復するには」
（[スタート ]ボタンをクリックし、[ヘルプ ]をクリックします。「シ
ステム修復ディスクを使ってシステムを修復するには」の記事を参照
してください。キーワード検索を利用すると便利です。）

1 Windows 2000のヘルプ「システム修復ディスクを使ってシステムを
修復するには」に従って、Windows 2000 Server のセットアップを開
始します。

2 Windows 2000 Server セットアップの「セットアップへようこそ」の
画面で、[R]キーを押して修復を選択します。
セットアップ画面のメッセージに従って、システムを修復します。
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ポイントポイントポイントポイント
• システムの修正を行うと、情報によっては新規インストー
ル状態に戻ってしまう場合があります。システムの修復後、
再設定する必要があります。

• システムファイル、システム情報の損傷が大きい場合は、
SBS 2000の再インストールが必要になる場合があります。
そのときは「SBS 2000のインストール手順」に従って再
インストールしてください。

• ファイルの修復中に、「ファイル XXXXXX.XXX は
Windows 2000 のインストール時にコピーされた元のファ
イルではありません」というメッセージが表示されます。
その場合、[Enter]キー、または [A]キーを押してファイル
を修復してください。
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6.4 Windows NT Server 4.0および SBS 4.5のインストール

Windows NT Server 4.0、および SBS 4.5のインストール方法および注意事項、システ
ム修復について説明します。
なお、OS インストールタイプ（Windows NT Server 4.0 ）をご購入の方は、添付の
「ServerWizard 」を使用して開封作業を行うことを推奨します。
開封作業を行う場合は、「PRIMERGY OSインストールタイプ 設定の手引き」を参
照してください。「ServerWizard 」を使用してインストールを行う場合、
「PRIMERGY　ソフトウェアガイド」、「Windows NT をインストールしよう！」を参
照してください。

6.4.1 インストールの前に

Windows NT Server 4.0、および SBS 4.5をインストールするまえに、以下のことを確
認します。
• インストール時の注意

インストール時には、最初から CD-ROMを入れないでください。インストー
ル画面で指示が出てから、CD-ROMをセットしてください。

• 再起動時の注意

－ インストールの途中で、セットアッププログラムが再起動するように
メッセージを表示します。この場合、1 分ほど待ってから、再起動し
てください。

－ SCSI アレイコントローラカードの機能である、バックグラウンド初
期化処理中はハードディスクのアクセスランプが点灯していますが、
再起動は可能です。
バックグラウンド初期化処理については、SCSI アレイコントローラ
カードに添付の取扱説明書を参照してください。
なお、電源切断はしないようにお願いします。バックグラウンド初期
化中に電源切断が必要な場合は、SCSI アレイコントローラカードに
添付の取扱説明書を参照してください。

• 拡張カード搭載時の注意 

注意�
• 「ServerWizard」を使用しないで OSインストールタイプの
開封作業を行う場合、OSの設定が正しく行われず、予期し
ないトラブルが発生する場合があります。
電源投入前に「PRIMERGY　OSインストールタイプ 設定
の手引き」を参照してください。

• 「ServerWizard」を使用しないで OSインストールタイプの
開封作業を行った場合、ネットワークアダプタの組み込み
画面で本体に添付のドライバを手動で組み込む必要があり
ます。オンボード LANに対応したドライバを事前に作成し
ておいてください。このときに、ネットワークアダプタの
自動検出を行うと、システム異常が発生しセットアップを
続行できなくなることがあります。
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拡張カードを使用する場合には、各種拡張カードの留意事項を必ずご覧くださ
い。

• ブート OSのインストール先
ブート OS は、必ず内蔵ハードディスクユニットにインストールしてください。

• インストールに必要な容量
OSをインストールする区画サイズには、メモリダンプの取得に必要な空き容
量を考慮する必要があります。詳細は「A.5 メモリダンプの取得」（→ 344 ペー
ジ）を参照してください。

• SCSI オプション装置搭載時の注意事項
内蔵光磁気ディスクユニットを搭載する場合、または、SCSI カードまたは
SCSI アレイコントローラカードを搭載して、外部 SCSI オプション装置（ハー
ドディスクキャビネット、光磁気ディスクユニットなど）を増設する場合は、
Windows NT Server4.0 および SBS 4.5 のインストールが終了してから接続して
ください。
詳細については、「6.4.5 SCSIオプション装置の搭載時の注意事項」（→ 248 
ページ）を参照してください。

• 必要なドライバディスクの作成
インストール時に必要なドライバ（ソフトウェア）は、ServerWizard CDに格
納されているものがあります。
インストールまえに ServerWizard CDを使用してドライバフロッピィディスク
を作成してください。ドライバディスクの作成方法については、「6.1.2 使用す
るドライバと作成方法」（→ 201 ページ）を参照してください。

• メンテナンス区画の作成
サーバ保守用アプリケーションをインストールするためのメンテナンス区画
を、ServerWizard CDから作成します。
メンテナンス区画から本サーバを起動することによって、各ユーティリティを
利用できます。
また、保守サポートサービスをご利用される場合は、メンテナンス区画が必要
となります。詳細は、「PRIMERGY　ソフトウェアガイド」を参照してくださ
い。
以下に、メンテナンス区画からの起動方法を示します。

1 サーバ本体の電源を入れます。

2 メンテナンス区画からサーバを起動する旨のメッセージ
「Press F10 to start tools of Maintenance Partition.」が表示され
たら、メッセージが表示されている間に、[F10]キーを押しま
す。

メンテナンス区画からサーバが起動し、各ユーティリティが利用できるように
なります。

• メンテナンス区画のサイズについて
メンテナンス区画を作成した場合は、100MB使用します。Windows NT Server 
4.0のディスクアドミニストレータを使用した場合には、メンテナンス区画の
ことが「EISA ユーティリティ」と表示されます。そのまま、削除せずに使用
してください。
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• 拡張 RAMモジュール搭載時の注意
本サーバは最大 4GBのメモリを搭載できますが、使用する OSによって搭載可
能容量が異なります。
また、本サーバは、一部のメモリ領域を PCIリソースに使用するため、使用可
能容量に制限があります。
以下に、拡張 RAMモジュールの搭載可能容量と使用可能容量を示します。

OS 搭載可能容量 使用可能容量

Windows NT Server

SBS 4.5

～ 4.0GB 3.68GB（3.68GBを超えるメモリ
容量は、PCIリソース領域として
本サーバが使用します。）
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6.4.2 インストールに必要なソフトウェア

Windows NT Serverおよび SBS 4.5をインストールするには、次のソフトウェアが必
要です。

これらのものがそろっているか、作業を始めるまえに確認してください。 

使用するドライバについては、「6.1.2 使用するドライバと作成方法」（→ 201 ペー
ジ）を参照してください。

ソフトウェア媒体名称 用途 使用する OS

Windows NT Server 4.0
（セットアップディスク＆ CD-ROM）

OS Windows NT Server 4.0

Windows NT 4.0 Service Pack OS Windows NT Server 4.0

Back Office Small Business Server 4.5
（セットアップディスク＆ CD-ROM）

OS SBS 4.5
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6.4.3 Windows NT Server 4.0のインストール

ここでは、Windows NT Server 4.0 を初めてサーバにインストールする方法について
説明します。

■ インストール時の留意事項

• インストールを開始するまえに、Windows NT Server 4.0に添付の「Windows NT 
Server ファーストステップガイド」をご一読ください。

• Windows NT Server 4.0をインストールする場合のメモリ容量は最大 2GBです。
2GBを超えるメモリを増設する場合は、Service Pack適用後に増設してくださ
い。

• 複数のハードディスクユニットを接続している場合
本サーバのオンボード SCSIに複数のハードディスクユニットを接続し、
Windows NT Server 4.0をインストールする際に、ハードディスクユニットの容
量が正しく表示されず、希望する区画（パーティション）を作成することがで
きない場合があります。
この場合には、本体添付の「ServerWizard」で DOSプロンプトを起動し、
FDISKコマンドを使用してWindows NT Server 4.0を組み込むハードディスク
ユニットにあらかじめ 8MBの区画を作成します。その後Windows NT Server 
4.0のインストールで区画設定を行うときに、作成した区画を削除し、新たに
区画を作成し直します。
ServerWizardからは、以下の手順にしたがって区画を作成してください。

1 電源を投入し、ServerWizard CDをセットします。
CD-ROMの取り出しボタン (EJECT)を押して、ServerWizard CDを
セットします。
MS-DOS 6.2 Startup Menuが表示されます。

2「ServerWizard」を選択し、[Enter]キーを押します。
ServerWizardが起動します。

3 ServerWizardを終了します。
DOSプロンプトが表示されます。

4 FDISKを起動します。
以下のコマンドを入力します。

C:¥>fdisk   [Enter]

5 基本MS-DOS領域を作成します。
「1.MS-DOS領域または、論理MS-DOSドライブを作成」を選択して、
「1.基本MS-DOS領域を作成」を選択します。メッセージにしたがっ
て、8MBの基本MS-DOS領域を確保します。

6 区画の設定を終えたら、[Esc]キーを押し、FDISKを終了しま
す。

7 Windows NT Server 4.0のインストールを行います。
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■ インストール手順

以下に、Windows NT Server 4.0をインストールする手順について説明します。

[オンボード SCSIをご使用の場合 ]
サーバ本体のオンボード SCSI コントローラ配下にWindows NT Server 4.0 をイン
ストールするハードディスクユニットが接続されている装置を対象にしていま
す。

[SCSI アレイコントローラカードをご使用の場合 ]
サーバ本体に実装の SCSI アレイコントローラカード配下に Windows NT Server
4.0 をインストールするハードディスクユニットが接続されている装置を対象に
しています。

1 電源投入前にWindows NT Server 4.0のセットアップディスク１を準
備します。
Windows NT Server 4.0のセットアップディスク 1をフロッピィディスクドライ
ブにセットし、サーバの電源を入れます。
このとき、CD-ROMドライブに CD-ROMが入っていないことを確認してくだ
さい。

2 Windows NT Server セットアップ初期画面が表示されます。
セットアップ初期画面の指示に従って、セットアップディスクの交換を行いま
す。

3 Windows NT Server セットアップ画面が表示されます。

4 手動でドライバを組み込みます。
セットアップ画面の指示に従って、ディスクコントローラの組み込み画面に移
行します。
「大容量記憶装置の検出を省略して…」を選択するので、ここで、[S]キーを押
し、検出のスキップを行います。

1 CD-ROMドライブコントローラを手動で選択します。
「Windows NT で使用する SCSI アダプタ、CD-ROM ドライブ、または
特殊なディスクコントローラ…」で追加デバイスの指定を行うので、
ここで、[S]キーを押します。
↑↓キーを使って、リスト内の

IDE CD-ROM(ATAPI 1.2)/PCI IDE Controller

にカーソルを合わせ、[Enter]キーを押します。
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2 SCSIアレイコントローラを手動で選択します。（SCSIアレイ
コントローラカード GP5-150/GP5-1501/GP5-151をご使用の
場合）

[GP5-150/GP5-1501/GP5-151をご使用の場合 ]

GP5-150/GP5-1501/GP5-151を搭載している場合、「Windows NTで使
用する SCSIアダプタ、CD-ROMドライブ、または特殊なディスクコ
ントローラ…」を選択するので、[S]キーを押し、続けてリスト内の

その他（ハードウェアメーカー提供のディスクが必要）

を選択します。
「GP5-150/151 Windows NT Driver & Storage Manager Disk1」をフロッ
ピィドライブにセットし、[Enter]キーを押します。
リスト内の

Adaptec I2O RAID Host Adapters for NT 4.0

にカーソルを合わせ、[Enter]キーを押します。

3 SCSI コントローラを手動で選択します。
「Windows NTで使用する SCSIアダプタ、CD-ROMドライブ、または
特殊なディスクコントローラ」で追加デバイスの指定を行うので、
[S]キーを押します。
リスト内の

その他（ハードウェアメーカー提供のディスクが必要）

にカーソルを合わせて［Enter］キーを押します。
ServerWizard CDから作成した SCSIディスクドライバをフロッピィ
ディスクドライブにセットし、[Enter]キーを押します。
リスト内のリストに

Adaptec Ultra160 Family PCI SCSI Controller (NT 4.0)

が表示されるので、カーソルを合わせ [Enter]キーを押します。

4 SCSIアレイコントローラを手動で選択します。（SCSIアレイ
コントローラカード GP5-143/GP5-144/GP5-1441/GP5-145/
GP5-146/GP5-148をご使用の場合）

[GP5-143/GP5-144/GP5-1441/GP5-145/GP5-146をご使用の場合 ]

GP5-143/GP5-144/GP5-1441/GP5-145/GP5-146を搭載している場合、
「Windows NT で使用する SCSI アダプタ、CD-ROM ドライブ、または
特殊なディスクコントローラ…」で追加デバイスの指定を行うので、
[S]キーを押します。
リスト内の

その他（ハードウェアメーカー提供のディスクが必要）
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にカーソルを合わせ、［Enter］キーを押します。
SCSI アレイコントローラカードソフトウェアキットまたはドライバ
ディスクをフロッピィディスクドライブにセットし、[Enter]キーを押
します。
リスト内の

GP5-143/144/145/146 Windows NT Driver

にカーソルを合わせ、[Enter]キーを押します。
再び、追加デバイスを指定するために、[S]キーを押します。
リスト内の

その他（ハードウェアメーカー提供のディスクが必要）

を選択し、[Enter]キーを押します。
リスト内の

GP5-143/144/145/146 GAM Driver

にカーソルを合わせ、[Enter]キーを押します。

[GP5-148をご使用の場合 ]

GP5-148を搭載している場合、「Windows NT で使用する SCSI アダプ
タ、CD-ROM ドライブ、または特殊なディスクコントローラ…」を選
択するので、[S]キーを押し、続けてリスト内の

その他（ハードウェアメーカー提供のディスクが必要）

を選択します。
SCSI アレイコントローラカードソフトウェアキットまたはドライバ
ディスクをフロッピィディスクドライブにセットし、[Enter]キーを押
します。
リスト内の

Mylex EXR2000/3000&AR160/170/352 Disk Array Controller

にカーソルを合わせ、[Enter]キーを押します。

5 選択したコントローラが表示されます。
「セットアップは、コンピュータに次の大容量記憶装置を検出しました：」の
画面において以下が表示されていることを確認し、[Enter]キーを押します。

[オンボード SCSIの場合 ]

IDE CD-ROM(ATAPI 1.2)/PCI IDE Controller
Adaptec Ultra160 Family PCI SCSI Controller (NT 4.0)
6.4 Windows NT Server 4.0および SBS 4.5のインストール 231



[SCSIアレイコントローラカードの場合 ]

IDE CD-ROM(ATAPI 1.2)/PCI IDE Controller
Adaptec I2O RAID Host Adapters for NT 4.0

(GP5-150/GP5-1501/GP5-151をご使用の場合のみ )
Adaptec Ultra160 Family PCI SCSI Controller (NT 4.0)
GP5-143/144/145/146 Windows NT Driver

(GP5-143/GP5-144/GP5-1441/GP5-145/GP5-146をご使用の場合のみ )
GP5-143/144/145/146 GAM Driver

(GP5-143/GP5-144/GP5-1441/GP5-145/GP5-146をご使用の場合のみ )
Mylex EXR2000/3000&AR160/170/352 Disk Array Controller

(GP5-148をご使用の場合のみ )

セットアッププログラムの指示に従って、インストール作業を続行します。

このとき、Windows NT Serverの CD-ROMを入れる旨のメッセージが表示され
たら、Windows NT Serverの CD-ROMをセットします。

6 コンピュータの構成一覧が表示されます。

「上記の一覧は使用中のコンピュータと一致します」を選択し、[Enter]キーを
押します。
メッセージに従ってインストールを続行します。
電源切断用 HALをインストールする場合はここでインストールします。詳し
い作業手順は「A.3 LAN経由の電源投入／切断時の留意点」（→ 334 ページ）　
を参照してください。

7 Windows NT Server 4.0をインストールするハードディスクユニット
のパーティションを選択する画面が表示されます。メッセージに従っ
て、パーティションを作成し、インストールを続行してください。

8 フロッピィディスクを要求する画面が表示されます。

1 SCSIアレイコントローラカードドライバのフロッピィディス
クを要求する画面が表示されます。（SCSIアレイコントロー
ラカード GP5-150/GP5-1501/GP5-151をご使用の場合）

[GP5-150/GP5-1501/GP5-151をご使用の場合 ]

GP5-150/GP5-1501/GP5-151を搭載している場合、SCSI アレイコント
ローラカードドライバのフロッピィディスクを要求する画面が表示さ
れます。
次のラベルのついたディスクをドライブ A:に挿入してください。

Adaptec I2O RAID Host Adapter Driver for NT 4.0

コンピュータ ：MPS Uniprocessor PC(1CPUの場合 )

：MPS Multiprocessor PC(2CPUの場合 )

ディスプレイ ：自動検出

キーボード ：106日本語キーボード

キーボードレイアウト ：日本語 (MS-IME97)

ポインティングデバイス ：Logitechマウスポートマウス
232 第 6章 ソフトウェアのインストール



6

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

が表示されたら、「GP5-150/151 Windows NT Driver & Storage Manager 
Disk1」をフロッピィディスクドライブにセットして、[Enter]キーを
押してください。

2 SCSI ドライバのフロッピィディスクを要求する画面が表示さ
れます。
次のラベルのついたディスクをドライブ A:に挿入してください

Adaptec Ultra160 Family Manager Set (NT 4.0)

が表示されたら、ServerWizard CDから作成した SCSIディスクドライ
バをフロッピィディスクドライブにセットして [Enter]キーを押して
ください。

3 SCSIアレイコントローラカードドライバのフロッピィディス
クを要求する画面が表示されます。（SCSIアレイコントロー
ラカード GP5-143/GP5-144/GP5-1441/GP5-145/GP5-146/
GP5-148をご使用の場合）

[GP5-143/GP5-144/GP5-1441/GP5-145/GP5-146をご使用の場合 ]

GP5-143/GP5-144/GP5-1441/GP5-145/GP5-146を搭載している場合、
SCSI アレイコントローラカードドライバのフロッピィディスクを要
求する画面が表示されます。
次のラベルのついたディスクをドライブ A:に挿入してください。

GP5-143/144/145/146 Windows NT Drivers Disk

が表示されたら、SCSI アレイコントローラカードソフトウェアキッ
トまたはドライバディスクをフロッピィディスクにセットして、
[Enter]キーを押してください。

[GP5-148をご使用の場合 ]

GP5-148を搭載している場合、SCSI アレイコントローラカードドラ
イバのフロッピィディスクを要求する画面が表示されます。
次のラベルのついたディスクをドライブ A:に挿入してください。

GP5-148 Windows NT Drivers Disk

が表示されたら、SCSI アレイコントローラカードソフトウェアキッ
トまたはドライバディスクをフロッピィディスクドライブにセットし
て、[Enter]キーを押してください。
6.4 Windows NT Server 4.0および SBS 4.5のインストール 233



9 以降、セットアッププログラムおよび「Windows NT Server ファース
トステップガイド」の指示に従って、Windows NT Server 4.0のインス
トールを続行します。

10 オンボード LANの LANドライバをインストールします。
[ネットワークアダプタカードの検出 ]ダイアログボックスが表示されたら、
ServerWizard CDから作成した LAN ドライバディスクを使って、LAN ドライバ
をインストールします。
詳細は、「6.6.2 Windows NT Server 対応 LANドライバ」（→ 261 ページ）を参照
してください。

11 インストール終了後、Windows NT 4.0 Service Packを適用します。
本サーバに添付されている Service Pack のうち、最新の Service Pack を適用しま
す。詳細については、画面の説明を参照してください。

12 再起動後、ディスプレイドライバをインストールします。
1 ServerWizard CDを CD-ROMドライブにセットします。

ServerWizard CDをセットすると ServerWizardのメニュー画面が表示
されるので [Exit]をクリックし、メニューを終了します。

2 ServerWizard CD内の以下のコマンドを実行します。
（CD-ROMドライブが D:の場合）

D:¥Drivers¥Setup¥Disk1¥Setup.exe

画面の指示に従い、インストールを行います。 

13 運用に入るまえに「システム修復ディスク」を作成することをお勧め
します。  
作成方法は、後述の「■ システム修復ディスクについて」を参照してくださ
い。

注意�
再起動時の注意
インストールの途中で、セットアッププログラムが再起動する
ようにメッセージを表示します。この場合、1 分ほど待ってか
ら、再起動してください。
SCSI アレイコントローラカードをご使用の場合で、バックグラ
ウンドで初期化処理中はハードディスクのアクセスランプが点
灯していますが、再起動は可能です。

注意�
ドライバは置換しないでください。
Service Pack 適用中に、ドライバを置換するかどうかのメッ
セージが表示される場合がありますが、置換しないでください。

ポイントポイントポイントポイント
システムのコンポーネントを変更したり、追加した場合、その
たびにインストール手順 12と 14を行ってください。
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■ システム修復ディスクについて

Windows NT Server 4.0 のセットアップ後、またはシステム構成の変更後に、「システ
ム修復ディスク」を作成してください。万一、Windows NT システムファイル、シ
ステム構成、およびスタートアップ時の環境変更などが損傷を受けた場合は、修復
ディスク上に保存した修復情報を使ってこれらを再構築できます。

■ 修復ディスクの作成方法

[用意するもの ]

• 2HDのフロッピィディスク　1枚

1 フロッピィディスクに「Windows NT システム修復ディスク」という
ラベルを貼り、フロッピーディスクドライブにセットします。

2 [スタート ]をクリックします。
[スタート ]メニューが表示されます。

3 [ファイルを指定して実行 ]をクリックします。

4 「名前」ボックスに「rdisk /s」と入力し、[OK]をクリックします。

5 [システム修復ディスクを作成しますか？ ]と表示されます。
[はい ]をクリックします。

6 画面に従って続行します。

7 [OK]をクリックします。 

■ システムの修復方法

[用意するもの ]

• Windows NT Server 4.0 Disc1

• Windows NT セットアップディスク 3枚

• Windows NT システム修復ディスク（上記で作成したもの）

• Windows NT Server ファーストステップガイド

1 「Windows NT Server ファーストステップガイド」に従って、Windows 
NTのセットアップを開始します。

2 Windows NT Serverセットアップの「セットアップへようこそ」の画
面で、[R]キーを押して修復を選択します。
セットアップ画面のメッセージに従って、システムを修復します。
6.4 Windows NT Server 4.0および SBS 4.5のインストール 235



ポイントポイントポイントポイント
• システムの修正を行うと、情報によっては新規インストー
ル状態に戻ってしまう場合があります。システムの修復後、
再設定する必要があります。

• システムファイル、システム情報の損傷が大きい場合は、
Windows NT Server 4.0の再インストールが必要になる場
合があります。そのときは「Windows NT Server 4.0のイ
ンストール手順」に従って再インストールしてください。

• ファイルの修復中に、「セットアップがWindows NTのイ
ンストール時にコピーしたオリジナルのファイルではあり
ません」というメッセージが表示されます。その場合、
[Enter]キー、または [A]キーを押して非オリジナルファイ
ルを修復し、システムの修復が完了したあとに、「Windows 
NT Server 4.0のインストール手順」を参照して、本体添付
のドライバや、Windows NT 4.0 Service Packなどを再イン
ストールしてください。
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■ SCSIアレイコントローラカード　管理ツールのインストール
（SCSIアレイコントローラカードをご使用の場合）

SCSIアレイコントローラカードをご使用の場合、SCSIアレイコントローラカード
に添付のマニュアルに従って、RAID管理ツールをインストールしてください。
RAID管理ツールをインストールしないと、OS上で確認できないイベントのログ記
録が残らないなど、アレイ管理や監視が行えません。
RAID管理ツールには以下のユーティリティが含まれています。

[GP5-143/GP5-144/GP5-1441/GP5-145/GP5-146の場合 ]

• DACMON (Disk Array Controller Monitor)ユーティリティ
ディスクアレイの監視を行います。

• DACADM (Disk Array Controller Administration)ユーティリティ
ディスクアレイの管理を行うためのユーティリティです。

• HDDチェックスケジューラ
ディスクアレイ配下のシステムドライブの一貫性のチェックを定期的に行いま
す。

• SMARTMONユーティリティ
ハードディスクの故障予測機能（S.M.A.R.T）による情報を監視します。

• バッテリ情報
バッテリバックアップユニットのバッテリ容量の表示、警告しきい値の表示お
よび変更を行うためのユーティリティです。

• BGIステータス
バックグラウンド初期化処理（BGI）の状況を表示します。

[GP5-148の場合 ]

• Global Array Manager (GAM)ユーティリティ
Global Array Manager はアレイ状況の監視、および管理を行うユーティリティで
す。

[GP5-150/GP5-1501/GP5-151の場合 ]

• Storage Managerユーティリティ
Storage Managerは、アレイコントローラカードおよびディスクアレイを管理す
るためのユーティリティです。

詳細は、SCSIアレイコントローラカードに添付の取扱説明書を参照してください。
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6.4.4 SBS 4.5のインストール

ここでは、SBS 4.5を初めてサーバにインストールする方法について説明します。

■ インストール時の留意事項

• インストールを開始するまえに、SBS 4.5に添付の「Small Business Server　
ファーストステップガイド」をご一読ください。

• インストール時に搭載可能なメモリ容量について
1GBを超えるメモリを搭載して SBS 4.5のセットアップを行った場合には、
Proxy Server 2.0のインストールに失敗してアプリケーションエラーが発生する
場合があります。
Proxy Serverの Service Packを適用するまでは、SBS 4.5が認識するメモリ容量
を 1GBに設定して、SBS 4.5のセットアップを行ってください（設定方法につ
いては、インストール手順の中で説明します）。
なお、Proxy Server 2.0の Service Packの入手に関しては、マイクロソフト株式
会社の Proxy ServerのWebサイトをご覧になってください。

• FAXモデムカードを搭載する場合の注意事項

－ FAXモデムカード (FMV-FX533)を使用する場合は、SBS 4.5をイン
ストールするまえに、「5.7.10 FAXモデムカード」（→ 185 ページ）を
参照してください。

• インストールに必要な容量
SBS 4.5のインストールにはディスク容量 2GB以上の空き容量が必要です。

■ インストール手順

以下に、SBS 4.5をインストールする手順について説明します。SBS 4.5のインス
トールは、Windows NT Server 4.0と基本的に同じです。ここでは、Windows NT 
Server 4.0のインストール手順と異なる箇所を中心に説明します。

［オンボード SCSIをご使用の場合］
サーバ本体のSCSIホストアダプタ配下にSBS 4.5をインストールするハードディ
スクが接続されており、またサーバ本体内にネットワークカードおよび FAX モ
デムカード (FMV-FX533)が装着されている装置を対象にしています。

［SCSIアレイコントーラカードをご使用の場合］
サーバ本体に実装のSCSIアレイコントローラカード配下にSBS 4.5をインストー
ルするハードディスクが接続されており、またサーバ本体内にネットワークカー
ドおよび FAX モデムカード (FMV-FX533)が装着されている装置を対象にしてい
ます。
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1 電源投入前に SBS 4.5セットアップディスク 1をセットします。
SBS 4.5セットアップディスク 1をフロッピィディスクドライブにセットし、
サーバに電源を入れます。
このとき、CD-ROMドライブに CD-ROMが入っていないことを確認してくだ
さい。

2 以降は、Windows NT Server 4.0のインストール手順とほぼ同様です。
「6.4.3 Windows NT Server 4.0のインストール」の「■ インストール手順」（→ 

229 ページ）の手順 2～ 7を参照してください。

3 Windows NT Server 4.0をインストールするハードディスクユニット
のパーティションを選択する旨のメッセージが表示されます。
画面に従って、2GB以上のパーティションを作成します。
必ず NTFSファイルシステムでフォーマット後、インストールを続行してくだ
さい。

4 フロッピィディスクを要求する画面が表示されます。
「6.4.3 Windows NT Server 4.0のインストール」の「■ インストール手順」（→ 

229 ページ）の手順 9を参照してください。

5 メッセージに従って、インストールを続行してください。

6 自動的に再起動します。
このとき、再起動処理が開始したらすぐに、フロッピィディスクドライブから
フロッピィディスクを取り出してください。

7 再起動後、画面に従ってインストールを続行してください。

8 セットアップ中に「セットアップメッセージ」が表示されます。
セットアップ中に以下の「セットアップメッセージ」が表示されますが、[OK]
をクリックし、セットアップを続行してください。
「リモートアクセスはどのポートにも構成されていません。RAS の構成が無効
です。
システムを再起動した後、コントロールパネルの [ネットワーク ]を使ってリ
モートアクセスサービスを構成し、ポートを追加してください。」

9 「無効なディスプレイ設定」画面が表示されます。
「無効なディスプレイ設定」画面が表示されますが、セットアップを続行して
ください。
なお、ディスプレイドライバを入れ替えるまでこのメッセージが表示されます
が、インストールには問題ありません。

10  FAX モデムカードドライバをインストールします。

1 ServerWizard CDを CD-ROMドライブにセットします。
ServerWizard CDをセットすると ServerWizardのメニュー画面が表示
されるので [Exit]をクリックし、メニューを終了します。

2 エクスプローラを起動し、ServerWizard CD内の以下のコマ
ンドを実行します。
（CD-ROMドライブが D:の場合）

D:￥Drivers￥Driver10￥Disk1￥NT4￥Setup.exe
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3 [モデムボード　インストール　ウィザード ]ダイアログボッ
クスが表示されるので、[次へ ]をクリックします。

4 次のダイアログボックスで「FMV-FX533 」が選択されている
ことを確認して、[次へ ]をクリックします。

5 インストール終了画面が表示されるので、[完了 ]をクリック
します。

6 ServerWizard CDを取り出し、SBS 4.5の CD #1を挿入しま
す。

7 [コントロールパネル ]の [ネットワーク ]をダブルクリック
します。
「ネットワーク」のダイアログボックスの「サービス」タブを選択し、
「リモートアクセスサービス」を選択し、「プロパティ (P)」をクリッ
クします。

8「RAS デバイスの追加」のダイアログボックスが表示されるの
で、「COM3-FMV-FX533 」を選択し [OK]をクリックします。

9「リモートアクセスセットアップ」のダイアログボックスが表
示されるので、[続行 ]をクリックします。

10「ネットワーク」のダイアログボックスの [閉じる ]をクリッ
クします。
今すぐ再起動するかどうかのメッセージが表示されますので、
[はい ]をクリックします。

11 再起動後、「インストールされたモデム」のダイアログボックスが表示
され FMV-FX533 の状態は「モデムを確認することができませんでし
た。モデムの詳細を参照するには [詳細情報 ]をクリックしてくださ
い。」になっていますが [次へ ]をクリックし、セットアップを続行し
てください。

12  LAN ドライバを入れ替えます。

1 セットアップ中に「ハードウェア確認」のダイアログボックス
が表示されましたら、[変更 ]をクリックします。
「コントロールパネル」が表示されますので、「ネットワーク」をダブ
ルクリックします。
「ネットワーク」のダイアログボックスの「アダプタ」タブを選択し、
現在表示されている「Intel 82557-based Ethernet PCI Adapter」を選択

注意�
再起動時の注意
インストールの途中で、セットアッププログラムが再起動する
ようにメッセージを表示します。この場合、1 分ほど待ってか
ら、再起動してください。
SCSI アレイコントローラカードをご使用の場合で、バックグラ
ウンドで初期化処理中はハードディスクのアクセスランプが点
灯していますが、再起動は可能です。
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し、[削除 ]―[閉じる ]をクリックします。
今すぐ再起動するかどうかのメッセージが表示されますので、[はい ]
をクリックします。

2 再起動後、LANドライバが無いためイベントログに複数のエ
ラーが記録されますが無視してください。

3 再度「ハードウェアの確認」のダイアログボックスが表示され
ましたら、[変更 ]をクリックします。
「コントロールパネル」が表示されますので、「ネットワーク」をダブ
ルクリックします。
「ネットワーク」のダイアログボックスの「アダプタ」タブを選択し、

[追加 ]をクリックします。
[ディスク使用 ]をクリックし、本体添付の LANドライバの組み込み
を行ってください。LANドライバのインストール方法に関する詳細
は、「6.6.2 Windows NT Server 対応 LANドライバ」（→ 261 ページ）を
参照してください。
LANドライバ組み込み後、「ネットワーク」のダイアログボックスの
［閉じる］をクリックします。
しばらくすると、「TCP/IPのプロパティ」ダイアログボックスが表示
されますので、TCP/IPのパラメータには、以下の値を設定してくだ
さい。

IPアドレス ：10.0.0.2
サブネット マスク：255.255.255.0
プライマリ WINS サーバー：10.0.0.2
セカンダリ WINS サーバー：10.0.0.2

4 今すぐ再起動するかどうかのメッセージが表示されますので、
[はい ]をクリックします。
再起動処理が開始したらすぐにフロッピーディスクを取り出してくだ
さい。

注意�
再起動時の注意
インストールの途中で、セットアッププログラムが再起動する
ようにメッセージを表示します。この場合、1 分ほど待ってか
ら、再起動してください。
SCSI アレイコントローラカードをご使用の場合で、バックグラ
ウンドで初期化処理中はハードディスクのアクセスランプが点
灯していますが、再起動は可能です。

注意�
再起動時の注意
インストールの途中で、セットアッププログラムが再起動する
ようにメッセージを表示します。この場合、1 分ほど待ってか
ら、再起動してください。
SCSI アレイコントローラカードをご使用の場合で、バックグラ
ウンドで初期化処理中はハードディスクのアクセスランプが点
灯していますが、再起動は可能です。
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13 セットアップ画面に戻り、画面の指示に従ってインストールを続行し
ます。
1GBを超えるメモリを搭載した場合には、Service Pack 4のインストール後以下
の手順にしたがって Boot.iniファイルを編集して、SBS 4.5が認識するメモリ容
量を 1GBに設定してください。

1 エクスプローラを起動します。
[スタート ]ボタンをクリックし、[プログラム ]の [Windows NTエク
スプローラ ]をクリックします。

2 Boot.iniファイルの「読み取り専用」属性を無効にします。
Cドライブのルートにある Boot.iniファイルを右クリックし、[プロ
パティ ]をクリックします。
Boot.iniのプロパティ画面で [全般 ]タブを開き、[読み取り専用 (R)]
属性チェックボックスをオフにし、[OK]ボタンをクリックします。

3 Boot.iniファイルを変更します。
Boot.iniを右クリックし、[開く ]をクリックします。メモ帳が起動し
ます。
以下のように [operating system]セクションの 1行目の最後に

「/MAXMEM=1024」を追加します。

なお、「multi(0)disk(0)rdisk(0)partition(1)¥WINNT.SBS」の部分は、イン
ストールするシステムによって異なります。

4 Boot.iniファイルの変更を保存し終了します。
[ファイル ]メニューの [上書き保存 ]をクリックし、編集した 
Boot.iniファイルを保存します。
[ファイル ]メニューの [メモ帳の終了 ]をクリックし、メモ帳を閉じ
ます。

5 Boot.iniファイルの「読み取り専用」属性を有効にします。
Boot.iniファイルを右クリックし、[プロパティ ]をクリックします。
Boot.iniのプロパティ画面で [全般 ]タブを開き、[読み取り専用 (R)]
属性チェックボックスをオンにし、[OK]ボタンをクリックします。

6 エクスプローラを終了し、SBS 4.5のセットアップを行いま
す。

[operating systems]
multi(0)disk(0)rdisk(0)partition(1)¥WINNT.SBS="BackOffice Small Business Server" /MAXMEM=1024
multi(0)disk(0)rdisk(0)partition(1)¥WINNT.SBS="BackOffice Small Business Server [VGA mode]" /basevideo /sos

注意�
Boot.iniファイルはSBSシステムの非常に重要なファイルです。
ファイルの編集を誤ると、SBSシステムが起動しなくなるなど、
再セットアップを余儀なくされるような事態が発生する恐れが
あります。慎重に編集を行ってください。
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14 SBS 4.5のインストール後、ディスプレイドライバをインストールし
ます。

1 ServerWizard CDを CD-ROMドライブにセットします。
ServerWizard CDをセットすると ServerWizardのメニュー画面が表示
されるので [Exit]をクリックし、メニューを終了します。

2 ServerWizard CD内の以下のコマンドを実行します。
（CD-ROMドライブが D:の場合）

D:¥Drivers¥Setup¥Disk1¥Setup.exe

画面の指示に従い、インストールを行います。 

解像度、および表示色数を以下のとおりに設定してください。

カラーパレット：65536色
デスクトップ領域：800× 600

15 運用に入るまえに「システム修復ディスク」を作成することをお勧め
します。
作成方法は、「■ システム修復ディスクについて」（→ 244 ページ）を参照して
ください。

■ SBS 4.5インストール後の注意事項

以下に、SBS 4.5インストール後の注意事項を示します。

•  SBS 4.5にはWindows NT 4.0 Service Pack 4以前を絶対にインストールしないで
ください。誤動作の原因になります。

•  Service Pack 適用中に、ドライバを置換するかどうかのメッセージが表示され
る場合がありますが、置換しないでください。

• 1GBを超えるメモリを搭載した場合には、SBS 4.5のセットアップ後に Proxy 
Server 2.0の Service Packのインストールおよび Boot.iniファイルの編集を行っ
てください。

1 Proxy Server 2.0の Service Packのインストールを行います。
インストール後、再起動します。

2 administrator権限でログオンし、エクスプローラを起動しま
す。
ログオン後、[スタート ]ボタンをクリックし、[プログラム ]の
[Windows NTエクスプローラ ]をクリックします。

3 Boot.iniファイルの「読み取り専用」属性を無効にします。
Cドライブのルートにある Boot.iniファイルを右クリックし、[プロ
パティ ]をクリックします。
Boot.iniのプロパティ画面で [全般 ]タブを開き、[読み取り専用 (R)]
属性チェックボックスをオフにし、[OK]ボタンをクリックします。
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4 Boot.iniファイルを変更します。
Boot.iniを右クリックし、[開く ]をクリックします。メモ帳が起動し
ます。
以下のように [operating system]セクションの 1行目の最後の

「/MAXMEM=1024」を削除します。

なお、「multi(0)disk(0)rdisk(0)partition(1)¥WINNT.SBS」の部分は、イン
ストールするシステムによって異なります。

5 Boot.iniファイルの変更を保存し終了します。
［ファイル］メニューの［上書き保存］をクリックし、編集した 

Boot.iniファイルを保存します。
[ファイル ]メニューの [メモ帳の終了 ]をクリックし、メモ帳を閉じ
ます。

6 Boot.iniファイルの「読み取り専用」属性を有効にします。
Boot.iniファイルを右クリックし、[プロパティ ]をクリックします。
Boot.iniのプロパティ画面で [全般 ]タブを開き、[読み取り専用 (R)]
属性チェックボックスをオンにし、[OK]ボタンをクリックします。

7 システムを再起動します。
システムを再起動することによって、変更が有効になります。

■ システム修復ディスクについて

SBS 4.5のセットアップ後、またはシステム構成の変更後に、「システム修復ディス
ク」を作成してください。万一、Windows NTシステムファイル、システム構成、
およびスタートアップ時の環境変更などが損傷を受けた場合は、修復ディスク上に
保存した修復情報を使ってこれらを再構築できます。 

■ 修復ディスクの作成方法

[用意するもの ]

• 2HDのブランクフロッピィディスク　1枚

1 フロッピィディスクに「システム修復ディスク」というラベル
を貼り、フロッピーディスクドライブにセットします。

2 Small Business Serverコンソールの [その他のタスク ]－ [
ディスクの管理 ]－ [システム修復ディスクの作成 ]をクリッ
クします。
「システム修復ディスクを作成する」というヘルプが開きますので、
ヘルプの指示に従ってシステム修復ディスクの作成を行ってくださ
い。

[operating systems]
multi(0)disk(0)rdisk(0)partition(1)¥WINNT.SBS="BackOffice Small Business Server" 
multi(0)disk(0)rdisk(0)partition(1)¥WINNT.SBS="BackOffice Small Business Server [VGA mode]" /basevideo /sos

注意�
Boot.iniファイルはSBSシステムの非常に重要なファイルです。
ファイルの編集を誤ると、SBSシステムが起動しなくなるなど、
再セットアップを余儀なくされるような事態が発生する恐れが
あります。慎重に編集を行ってください。
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■ システムの修復方法

[用意するもの ]

• 2HDのブランクフロッピィディスク　1枚

• SBS 4.5 Disc1

• SBS 4.5 セットアップディスク　3枚

• Windows NT システム修復ディスク（上記で作成したもの）

[SBS 4.5のシステムを修復する前に ]

SBS 4.5に添付されている「セットアップディスク 2」ではシステムの修復ができま
せん。
以下の手順に従って、「セットアップディスク 2」を準備します。

1 2HDフロッピィディスクに「システム修復用セットアップディスク
2」というラベルを貼り、フォーマットします。

2 「システム修復用セットアップディスク 2」に、SBSのセットアップ
ディスク 2を複写してください。

3 「システム修復用セットアップディスク 2」内の「WINNT.SIF」ファイ
ルを削除してください。

ここで作成した「システム修復用セットアップディスク 2」をセットアップディス
ク 2の代わりに使用して、システムを修復してください。

[システムの修復方法 ]

1 電源投入前に作成したセットアップディスク 1を準備します。
セットアップディスク 1をフロッピィディスクドライブにセットし、サーバに
電源を投入します。

2 Windows NT Server セットアップ初期画面が表示されます。
セットアップ初期画面の指示に従って、セットアップディスクの交換を行いま
す。

3 Windows NT Server セットアップの「セットアップへようこそ」の画
面で、「R」キーを押して修復を選択します。
セットアップ画面のメッセージに従って、システムを修復します。
CD-ROMドライバ、および SCSIドライバのインストールについては、「■イ
ンストール手順」を参照してください。

1 次のメッセージが表示されます。

Windows NTセットアップ
[ファイル名 ]は、セットアップがWindows NTをインストールした
ときにコピーしたオリジナルのファイルではありません

ここでは必ず [Esc]キーを押し、ファイルをスキップしてください。
もし、[A]キー、または [Enter]キーを押し、ファイルを上書きしてし
まうと、システムは正常に動作しなくなり、再インストールしなけれ
ばなりません。

2 自動的に再起動します。
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ポイントポイントポイントポイント
• システムの修正を行うと、情報によっては新規インストー
ル状態に戻ってしまう場合があります。システムの修復後、
再設定する必要があります。

• SBS 4.5標準添付のアプリケーションについて、再インス
トールが必要になる場合があります。

• システムファイル、システム情報の損傷が大きい場合は、
SBS 4.5の再インストールが必要になる場合があります。
その場合は前述の、「■ インストール手順」に従って再イ
ンストールしてください。

• システムのコンポーネントを変更したり、追加したりした
場合、その度に修復ディスクを作成し直してください。
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■ SCSIアレイコントローラカード　管理ツールのインストール
（SCSIアレイコントローラカードをご使用の場合）

SCSIアレイコントローラカードをご使用の場合、SCSIアレイコントローラカード
に添付のマニュアルに従って、RAID管理ツールをインストールしてください。
RAID管理ツールをインストールしないと、OS上で確認できないイベントのログ記
録が残らないなど、アレイ管理や監視が行えません。
RAID管理ツールには以下のユーティリティが含まれています。

[GP5-143/GP5-144/GP5-1441/GP5-145/GP5-146の場合 ]

• DACMON (Disk Array Controller Monitor)ユーティリティ
ディスクアレイの監視を行います。

• DACADM (Disk Array Controller Administration)ユーティリティ
ディスクアレイの管理を行うためのユーティリティです。

• HDDチェックスケジューラ
ディスクアレイ配下のシステムドライブの一貫性のチェックを定期的に行いま
す。

• SMARTMONユーティリティ
ハードディスクの故障予測機能（S.M.A.R.T）による情報を監視します。

• バッテリ情報
バッテリバックアップユニットのバッテリ容量の表示、警告しきい値の表示お
よび変更を行うためのユーティリティです。

• BGIステータス
バックグラウンド初期化処理（BGI）の状況を表示します。

[GP5-148の場合 ]

• Global Array Manager (GAM)ユーティリティ
Global Array Manager はアレイ状況の監視、および管理を行うユーティリティで
す。

[GP5-150/GP5-1501/GP5-151の場合 ]

• Storage Managerユーティリティ
Storage Managerは、アレイコントローラカードおよびディスクアレイを管理す
るためのユーティリティです。

詳細は、SCSIアレイコントローラカードに添付の取扱説明書を参照してください。
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6.4.5 SCSIオプション装置の搭載時の注意事項

内蔵の光磁気ディスクユニットを搭載する場合、または外部 SCSI オプション装置
（ハードディスクキャビネット、光磁気ディスクユニットなど）を増設する場合は、
以下の内容に留意してください。

■ システム区画のファイルシステムについて

セットアップ時にファイルシステムに NTFS を選択した場合、ファイルシステムが
正しく変換されないことがあります。
この場合は、以下の手順でファイルシステムを NTFS に変換してください。

1 セットアップ終了後、システムを再起動します。
（この段階では、ファイルシステムは FATです）

2 システム管理者としてログオンします。

3 コマンドプロンプトを起動し、次のように入力して [ Enter] キーを押
します。

convert c: /fs:ntfs /v [Enter]

4 コマンドラインに次のメッセージが表示されます。

ファイルシステムの種類は FAT です。
convert で c:ドライブへの排他的アクセスを実行できないため、現時点
では変換できません。次回のシステム再起動時にドライブの変換をスケ
ジュールしますか（Y/N ）？

[Y]キーを入力すると、次のメッセージが表示されます。

次回のシステム再起動時に、変換は自動的に実行されます。

5 メッセージを確認して、システムを再起動します。
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■ ドライブ文字の割り当てについて

SCSI オプション装置を接続した場合、ドライブ文字が入れ替わることがあります。
SCSI オプション装置を接続する場合は、必ずWindows NT Server 4.0 のセットアッ
プを終了してからディスクアドミニストレータを起動し、ディスクの構成を保存し
てから接続してください。
［ディスクの構成情報の保存方法］

ディスクの構成を保存するには、ハードディスクの構成を変更する必要がありま
す。未使用の領域にいったんパーティションを作成してからそのパーティション
を削除して、ディスクの構成情報を保存します。

1 システム管理者としてログオンします。

2 ディスクアドミニストレータを起動します。
ハードディスクの未使用の領域を選択し、[ パーティション ] メニューから [ 作
成 ] を選択します。
確認のダイアログが表示されたら、[ はい ] をクリックします。

3 プライマリパーティションの作成ダイアログボックスが表示されます。
作成するパーティションサイズを指定して、[ OK] をクリックします。
作成したパーティションを選択して、[ パーティション ] メニューから [ 削除 ] 
を選択します。

4 ディスクアドミニストレータを終了します。
確認のダイアログが表示されるので、[ はい ] をクリックします。

5 ［ディスクアドミニストレータ］ダイアログボックスが表示されたら、
[ OK] をクリックします。

6 システムをシャットダウンして本体の電源を切ってから、外付けオプ
ション SCSI 装置を接続します。

7 本体の電源を入れて、システムを起動します。

万一ドライブ文字が入れ替わってしまった場合は、SCSI オプション装置をいったん
取り外してシステムを再起動し、ディスクアドミニストレータを起動してドライブ
文字を変更してから、SCSI オプションを取り付けてください。
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6.5 NetWareのインストール

NetWare のインストール方法、および注意事項について説明します。

6.5.1 インストールの前に

NetWare をインストールするまえに、以下のことを確認します。

• 必要なドライバディスクの作成
インストール時に必要なドライバ（ソフトウェア）は、ServerWizard CDに格
納されているものがあります。
インストールまえに ServerWizard CDを使用してドライバディスクを作成して
ください。
ドライバディスクの作成については、「6.1.2 使用するドライバと作成方法」（→ 
201 ページ）を参照してください。

• 拡張 RAMモジュール搭載時の注意
本サーバは最大 4GBのメモリを搭載できますが、使用する OSによって搭載可
能容量が異なります。
また、本サーバは、一部のメモリ領域を PCIリソースに使用するため、使用可
能容量に制限があります。
以下に、拡張 RAMモジュールの搭載可能容量と使用可能容量を示します。

OS 搭載可能容量 使用可能容量

NetWare 5.1 ～ 4.0GB 3.68GB（3.68GBを超えるメモリ
容量は、PCIリソース領域として
本サーバが使用します。）
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6.5.2 インストールに必要なソフトウェア 

これらのものがそろっているか、作業を始めるまえに確認してください。

使用するドライバについては、「6.1.2 使用するドライバと作成方法」（→ 201 ペー
ジ）を参照してください。

6.5.3 インストールの流れ

NetWare 5.1のインストールは、以下の順序で行います。

1 ハードディスクユニットの区画設定と DOS基本ファイルのコピー

2 OSのインストール

ソフトウェア媒体名称 用途 使用する OS

NetWare 5.1
（ライセンスディスク &CD-ROM）

OS NetWare 5.1

NetWare V5.1 L10 アップデートパック 
U002以降

パッチモジュール
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6.5.4 NetWare 5.1のインストール

ここでは、NetWare 5.1（CD-ROM版）を初めてサーバにインストールする方法につ
いて説明します。（以下の説明では、サーバ本体に標準実装の SCSIホストコント
ローラ配下に NetWareをインストールするハードディスクユニットが接続されてい
る装置を対象にしています。）

■ インストール時の留意事項

• データのバックアップ
インストール時にハードディスクユニットのフォーマットを行います。そのた
め、ハードディスクユニット内に大切なデータが含まれている場合は、事前に
バックアップしておいてください。

■ ハードディスクユニットの区画設定と DOS基本ファイルのコピー

1 ハードディスクユニットの区画設定を行います。
NetWare 5.1の CD-ROM(Operating System)をサーバ本体の CD-ROMドライブに
セットし、サーバを再起動します。DOSが起動し、NetWare 5.1のインストー
ラが起動します。

2 「Select this line to install in Japanese」を選択します。

3 「Read License Agreement」の内容を確認し、「Accept License 
Agreement」を選択します。

4 DOSの基本ファイルをコピーするためのハードディスクユニットの領
域（区画）を作成します。
「Create a New Boot Partition」を選択します。次に「Options」の「Modify」を選
択し、「Enter new DOS Partition size (in MB)」で必要な容量の基本 DOS領域を確
保します。

5 区画の設定を終えたら、「Continue」を 2回選択し、サーバを再起動し
ます。

■ OSのインストール

1 再び NetWare 5.1のインストーラが起動します。

2 インストーラの指示に従って、作業を進めていきます。

3 ディスクドライバをインストールします。
「記憶アダプタ」にカーソルを合わせ、［Enter］を押します。

4 [NetWare 5.1の場合 ]すでに組み込まれているドライバを選択解除し
ます。
「ADPT160M.HAM」にカーソルを合わせ、[Delete]キーを押します。

5 ドライバの追加を選択するため、［Insert］キーを押し、リストにない
ドライバを選択するため、［Insert]キーを押します。さらに、別のパス
を指定するため［F3］キーを押します。
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6 フロッピィディスクドライブに ServerWizard CDから作成した SCSI
ドライバディスクを挿入します。
以下のコマンドを入力します。

A:¥NETWARE¥V5_XX [Enter]

ディスクドライバがコピーされ、「ドライバ名」に「IDEATA.HAM」
「ADPT160M.HAM」が表示されます。

7 「追加ドライバオプション」の「ドライバサマリに戻る」を選択し、イ
ンストールを続行します。

8 ネットワークドライバをインストールします。
「記憶デバイス」に「IDECD」、「SCSIHD」と表示され、「ネットワークボード」
に「CE100B」と表示されます。

9 以降、インストーラおよび、NetWare 5.1に添付されたマニュアルの
指示に従って、NetWare 5.1のインストールを続行します。

■ インストール後の留意事項

• NetWare5.1でミラーリングを行う場合は、ハードディスク 3台以上によるミ
ラーリング設定はできません。ハードディスク 2台でのミラーリングに設定し
てください。

•  NetWare 5.1の AUTOEXEC.NCFで、NetWare 5.1のモニタ画面
「MONITOR.NLM」と NetWare for FNAのモニタ画面「FJCMMON.NLM」を記
述する場合は、「MONITOR.NLM」をサーバ IDの直後に記述してください。

set Time Zone = JST-9
set TIMESYNC Type = SINGLE

   ・
   ・
ServerID XXXXXXX
MONITOR
~~~~~~~

• NetWare 5.1をインストール後、NetWare 5.1用の最新パッチモジュールを適用
してください。
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6.5.5 NetWare 5.1のインストール（SCSIアレイコントローラカード使
用時）

ここでは、NetWare 5.1（CD-ROM版）を初めてサーバにインストールする方法につ
いて、SCSIアレイコントローラカードを搭載した場合の注意事項のみを説明しま
す。
SCSIアレイコントローラカード搭載時は、NetWareのインストールの途中で、必ず
SCSIアレイコントローラカードドライバをインストールする必要があります。（以
下の説明では、SCSIアレイコントローラカード配下に NetWareをインストールする
ハードディスクユニットが接続されている装置を対象にしています。）

■ インストール手順

1 ハードディスクユニットの区画設定、DOS基本ファイルのコピーを行
い、NetWare 5.1のインストーラを起動します。
ここまでの手順については、「6.5.4 NetWare 5.1のインストール」（→ 252 ペー
ジ）を参照してください。

2 インストーラの指示に従って、作業を進めていきます。

3 ディスクドライバが検出されます。
[GP5-143/GP5-145の場合 ]
「記憶アダプタ」に「IDEATA」、「MDAC」が表示されます。
[GP5-150/GP5-1501/GP5-151の場合 ]
「記憶アダプタ」に「IDEATA」、「ADPT160M」、「I2OPCI」が表示されます。

4 [NetWare 5.1の場合 ]すでに組み込まれているドライバを選択解除し
ます。
[GP5-143/GP5-145の場合 ]
「記憶アダプタ」にカーソルを合わせ、［Enter］を押します。さらに
「MDAC.HAM」にカーソルを合わせ、[Delete]キーを押します。
[GP5-150/GP5-1501/GP5-151の場合 ]
「記憶アダプタ」にカーソルを合わせ、[Enter]を押します。さらに
「I2OPCI.NLM」にカーソルを合わせ、[Delete]キーを押します。

5 ディスクドライバをインストールします。
ドライバの追加を選択するため、［Insert］キーを押し、リストにないドライバ
を選択するため、［Insert]キーを押します。さらに、別のパスを指定するため
［F3］キーを押します。

6 ご使用の SCSIアレイコントローラカードによって、以下のコマンド
を入力します。
[GP5-143/GP5-145の場合 ]
フロッピィディスクドライブに「NetWare Disk」を挿入し、以下のコマンドを
入力します。

A:¥NWDRIVER [Enter]
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ディスクドライバがコピーされ、「ドライバ名」に「IDEATA.HAM」、
「MDAC.HAM」が表示されます。
[GP5-150/GP5-1501/GP5-151の場合 ]
フロッピィディスクドライブに「GP5-150/151 NetWare Driver & Storage Manager 
Disk1」を挿入し、以下のコマンドを入力します。

A:\NW5 [Enter]

ディスクドライバがコピーされ、「ドライバ名」に「I2OPCI.NLM」が表示され
ます。

7 「追加ドライバオプション」の「ドライバサマリに戻る」を選択し、イ
ンストールを続行します。

8 [GP5-150/GP5-1501/GP5-151をご使用の場合 ]記憶デバイスを選択し
ます。
「次の ADAPTERをサポートする複数のドライバが見つかりました」の画面で、
「BKSTROSM.HAM」を選択します。

9 ネットワークドライバをインストールします。
[GP5-143/GP5-145の場合 ]
「記憶デバイス」に「IDECD」、「SCSIHD」と表示され、「ネットワークボード」
に「CE100B」と表示されます。
[GP5-150/GP5-1501/GP5-151の場合 ]
「記憶デバイス」に「BKSTROSM」、「IDECD」と表示され、「ネットワーク
ボード」に「CE100B」と表示されます。

10 以降、インストーラおよび、NetWare 5.1に添付されたマニュアルの
指示に従って、NetWare 5.1のインストールを続行します。

■ インストール後の留意事項

• NetWare 5.1をインストール後、NetWare 5.1用の最新パッチモジュールを適用
してください。

■ RAID管理ツールの AUTOEXEC.NCFファイルへの登録

[GP5-143/GP5-145の場合 ]

• SCSIアレイコントローラのユーティリティをインストールします。「NetWare 
Disk」を挿入し、サーバコンソール画面から以下のコマンドを入力します。

a:¥nwtools¥installn [Enter]

NetWareの AUTOEXEC.NCFファイルに以下の行を追加してください。

dacadm
dacmon
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NetWareの AUTOEXEC.NCFファイル内の「STARTX.NCF」の位置を、
「#LOAD GAMSTESZ -f sys:¥public¥mylexdrv.siz」の行よりも下になるように書
き換えてください。

■ SCSIアレイコントローラカード　管理ツールのインストール
（SCSIアレイコントローラカードをご使用の場合）

SCSIアレイコントローラカードをご使用の場合、SCSIアレイコントローラカード
に添付のマニュアルに従って、RAID管理ツールをインストールしてください。
RAID管理ツールをインストールしないと、OS上で確認できないイベントのログ記
録が残らないなど、アレイ管理や監視が行えません。
RAID管理ツールには以下のユーティリティが含まれています。

[GP5-143/GP5-145の場合 ]

• DACMON (Disk Array Controller Monitor)ユーティリティ
ディスクアレイの監視を行います。

• DACADM (Disk Array Controller Administration)ユーティリティ
ディスクアレイの管理を行うためのユーティリティです。

[GP5-150/GP5-1501/GP5-151の場合 ]

• Storage Managerユーティリティ
Storage Managerは、アレイコントローラカードおよびディスクアレイを管理す
るためのユーティリティです。

詳細は、SCSIアレイコントローラカードに添付の取扱説明書を参照してください。
256 第 6章 ソフトウェアのインストール



6

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

6.5.6 SCSIドライバ関連エラーメッセージ

NetWare において SCSIドライバの初期化中などにエラーが発生すると、以下に示す
ようなエラー番号、およびエラーメッセージが表示されます。

エラー番号 エラーメッセージ 内容および対処方法

000 Failed Parse Driver Parameters call NetWareの Parse Driver Parame-
tersルーチンを呼び出しましたが、
何らかの理由でエラーとなりまし
た。

コマンドラインに何か誤りがある
か、もしくはユーザが portや slot
プロンプトに対して、[ESC]キーを
押したことが原因と考えられます。

NetWareに関する環境設定ファイル
（STARTUP.NCF、AUTOEXEC.NCF
など）や使用するコマンドラインに
誤りがないかどうか再確認してくだ
さい。

001 Unable to reserve hardware,

possible conflict

SCSIドライバは、SCSIホストアダ
プタのハードウェア設定（例えば、
割り込みレベルや DMAチャネルの
設定）を予約しようとしましたが、
エラーとなりました。SCSIホスト
アダプタと競合を起こす原因となる
ような別の拡張カードが同一システ
ム内にあることが予想されます。
ICUなどを用いサーバシステム内の
使用資源に衝突（コンフリクト）が
生じていないかどうか再確認してく
ださい。

002 NetWare rejected card Failed Add 
Disk System call

NetWareで SCSIホストアダプタを
登録しようとしましたが、SCSIド
ライバがエラーとなりました。

サーバシステム内に十分なメモリ容
量がないことが予測されます。

セットアップが正しく行われている
かどうか確認してください。また、
ソフトウェア（ドライバを含む）な
どで使用するメモリ量についても確
認し、適切なメモリ量をセットして
ください。

003 Invalid command line option entered 

-> option

コマンドライン (Loadコマンド )に
無効なオプションが指定されまし
た。指定可能なオプションを正しく
入力してください。

004 Invalid command line, please enter 
correctly

SCSIドライバがコマンドラインオ
プションを認識できません。オプ
ションの指定が正しいかどうか確認
してください。
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005 Unabled to load driver not enough 
memory?

SCSIドライバがロードできません
でした。原因としてメモリ不足が考
えられます。

202 Unabled to read host adapter config-
uration

SCSIドライバは、SCSIホストアダ
プタの構成データの読み込みに失敗
しました。SCSIホストアダプタ
（コンフィグレーションを含む）が
正しく装着されているかどうかを確
認してください。

204 Invalid ’verbose’ setting, use ’y’ ’verbose’オプションには、’y’しか指
定できません。

’verbose’オプションを使用する場
合、’y’以外の値を設定しないでくだ
さい。

205 Invalid ’removable’ setting, use ’off’ ’removable’オプションには、’off’し
か指定できません。

’removable’オプションを使用する場
合、’off’以外の値を設定しないでく
ださい。

206 Invalid ’fixed_disk’ setting, use ’off’ ’fixed_disk’オプションには、’off’し
か指定できません。

’fixed_disk’オプションを使用する場
合、’off’以外の値を設定しないでく
ださい。

207 Invalid ’bus_num’ setting ’bus_num’オプションの PCIバス番
号の指定に誤りがあります。正しい
PCIバス番号を入力してください。

エラー番号 エラーメッセージ 内容および対処方法
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6.6 LANドライバについて

ここでは、本サーバに添付されている 10/100BASE-TX用 LANドライバの使い方と
注意事項を説明します。本サーバに OSをインストールする場合や LANカードを増
設する場合に読んでください。

6.6.1 LANドライバのインストール方法（Windows 2000 Server）

1 ServerWizard CDを CD-ROMに挿入します。
ServerWizard CDを挿入すると ServerWizardのメニュー画面が表示されるので
[Exit]をクリックしメニューを終了します。

2 コントロールパネルからシステムをダブルクリックします。
「システムのプロパティ」が表示されます。

3 「ハードウェア」タブを選択し、「デバイスマネージャ」をクリックし
ます。
「デバイスマネージャ」が表示されます。

4 「ネットワークアダプタ」を、ダブルクリックすると、サーバ本体に実
装されている LANポートの数だけ以下のいずれかの名称が表示されま
す。
「Intel(R) 82559 Fast Ethernet LAN on Motherboard」
「Intel(R) 8255*-based *****」
「Intel(R) PRO/100 *****」
「Intel(R) PRO/100+ *****」

これらの LANカードすべてに以下の手順 5～ 12を行います。

5 上記の名称をダブルクリックします。
「カードのプロパティ」が表示されます。

6 「ドライバ」タブを選択し、「ドライバの更新」をクリックします。
「デバイスドライバのアップグレードウィザードの開始」画面で、「次へ」をク
リックします。

7 「ハードウェア　デバイス　ドライバのインストール」画面で「デバイ
スに最適なドライバを検索する」を選択し、「次へ」をクリックしま
す。

8 「ドライバファイルの特定」画面で、「場所指定」を選択し、「次へ」を
をクリックします。

注意�
LAN カード（GP5-183 / GP5-188 / GP5-189）が実装されてい
る場合は、以下の名称が表示されますが、本名称は選択しない
でください。本ドライバは、GP5-183には使用できません。
「Intel(R) 1000 *****」
「Intel(R) 82543 GC-based ***」
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9 「デバイスドライバのアップグレードウィザード」で「製造元のコピー
元」に以下のフォルダ (*)を選択し、[OK]をクリックしてください。

D:¥DRIVERS¥DRIVER7.W2K¥CD (CD-ROMドライブが D:の場合 )

*) 「デバイスドライバのアップグレードウィザード」で「参照」をクリックし
て下記ファイルを選択すると「製造元ファイルのコピー」元に上記フォルダが
設定されます。

D:¥DRIVERS¥DRIVER7.W2K¥CD¥NET82557.inf

10「ドライバファイルの検索」画面で、「次のデバイスのドライバが検出
されました」と表示されるので、「次へ」をクリックします。
画面の指示に従い、インストールを行います。ドライバのインストールが開始
されます。

11「完了」をクリックします。
12「閉じる」をクリックします。
13 設定内容を有効にするために、システムを再起動してください。
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6.6.2 Windows NT Server 対応 LANドライバ

Windows NT ドライバの手動インストールには、次の 2つの方法があります。

• すでにWindows NT Server 4.0がインストールされている状態で、Windows NT 
ドライバを追加する方法、または、SBS 4.5にWindows NT ドライバをインス
トールする方法

• Windows NT Server 4.0のシステムインストールと同時にWindows NT ドライバ
をインストールする方法

以下に、それぞれの方法について説明します。

■ Windows NTドライバを追加する場合、または SBS 4.5をご使用の場合

1 コントロールパネルからネットワークをダブルクリックします。
[ネットワークの設定 ]ダイアログボックスが表示されます。

2 [アダプタ ]をクリックし、[追加 ]クリックします。
[ネットワークアダプタの選択 ]ダイアログボックスが表示されます。

3 [ディスク使用 ]をクリックします。
[フロッピーディスクの挿入 ]ダイアログボックスが表示されます。

4 フロッピィディスクをセットし、[OK]をクリックします。
[OEMオプションの選択 ]ダイアログボックスが表示されます。

5 「Intel(R) PRO Adapter」を選択します。

6 [OK]クリックします。
Windows NTドライバがインストールされます。

7 以上でインストールは終了です。設定内容を有効にするために、
Windows NT Server 4.0を再起動してください。

■ Windows NT Server 4.0と同時にインストールする場合

1 Windows NT Server 4.0のインストール途中で、[ネットワークアダプ
タ ]ダイアログボックスが表示されます。
[一覧から選択 ]をクリックします。

2 [ディスク使用 ]をクリックします。
[フロッピーディスクの挿入 ]ダイアログボックスが表示されます。

3 フロッピィディスクをセットし、[OK]をクリックします。
[OEMオプションの選択 ]ダイアログボックスが表示されます。

4 「Intel(R) PRO Adapter」を選択します。

5 [OK]をクリックします。
Windows NTドライバがインストールされます。

6 以上でインストールは終了です。引き続き、Windows NT Server 4.0の
インストールを行ってください。
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6.6.3 LANドライバの注意事項

■ ヘルプの参照方法

• Windows NT Server 4.0

ヘルプの参照方法を、以下に示します。

1 コントロールパネルから「ネットワーク」をダブルクリックし
ます。

2「アダプタ」をクリックし、「プロパティ」をクリックします。
3「ヘルプ」をクリックして表示される内容を参照してください。

■ ヘルプ参照時の注意

ヘルプを参照するときは、以下の点に注意してください。

• インテル社のオンラインサービスからダウンロードできるドライバを、本サー
バ上で使用しないでください。

• LANカード（GP5-185/GP5-186/GP5-187）は、PRO100+アダプタに対応しま
す。また、LANカード（GP5-183/GP5-188/GP5-189）は、PRO/1000 adapterに対
応します。

■ LANカード診断プログラムの使用方法

LANカードの診断は、以下の方法で実施してください。

• Windows NT Sever 4.0上では、[ネットワーク ]ダイアログボックスの [アダプ
タ ]の [プロパティ ]で選択できる [Diagnostics]機能を使用してください。

• NetWareの場合は、MS-DOS上からフロッピィディスク内にある「Setup.exe」
を使用してください。

A:¥Setup　[Enter]

この場合、MS-DOSは USモードで使用してください。また、本テストツール
はWindows NT Sever 4.0上の DOSプロンプトからは使用できません。
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■ ローカルアドレスの設定（Windows 2000 Serverの場合）

Windows 2000 Serverでローカルアドレスを設定する場合は、次の方法で行ってくだ
さい。

1 コントロールパネルから［Intel® PROSET］をダブルクリックします。

2 ［Advanced］タブをクリックします。

3 ［Advanced］タブから［Locally Administered Address］を選択し、値
にローカルアドレスを設定します。
グローバルアドレスに戻したい場合は、値を「空白」に設定します。

4 設定終了後、Windows 2000 Serverを再起動します。

■ ローカルアドレスの設定（Windows NT Server 4.0の場合）

Windows NT Server 4.0でローカルアドレスを設定する場合は、次の方法で行ってく
ださい。

1 コントロールパネルから［ネットワーク］をダブルクリックします。

2 ［アダプタ］をクリックし、［プロパティ］をクリックします。

3 ［Advanced］をクリックします．

4 ［Setting］の［Locally Administered Address］を選択します。

5 変更確認メッセージが表示されるため、［OK］をクリックしてローカ
ルアドレスを指定します。
「02」で始まる 16進 12桁を入力してください。

GP5-185 LAN Driver V5.1L10の場合で、グローバルアドレスに戻したい場合は
値を削除してください。

6 設定終了後、Windows NT Server 4.0を再起動します。
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■ 全二重（デュプレックス）モードの設定

全二重モードの自動認識機能（オートネゴシエーション）を備えるスイッチン
グ・ハブに接続されている場合は、自動的に全二重モードで動作します。自動
認識機能を備えていないスイッチング・ハブに接続されている場合は、次の方
法で全二重モードに設定してください。

[Windows 2000 Server 対応 LANドライバの場合 ]

1 コントロールパネルから［ネットワークとダイヤルアップ接続］をダ
ブルクリックします。

2 ［ローカルエリア接続］をダブルクリックします。

3 [全般 ]タブの [プロパティ ]ボタンをクリックします。

4 [全般 ]タブの [構成 ]ボタンをクリックします。

5 [詳細設定 ]タブのプロパティから [Link Speed & Duplex]を選択し、
値を「100Mbps/Full Duplex」に設定します。

6 システムを再起動します。

[WindowsNT 対応 LANドライバの場合 ]

1 コントロールパネルから［ネットワーク］をダブルクリックします。

2 ［アダプタ］をクリックし、［プロパティ］をクリックします。

3 アダプタプロパティ表示後、[Advanced]をクリックします。

4 GP5-185 LAN Driver V5.1L10の場合は、［Speed］指定を「Auto 
Detect」から、伝送路が 100BASE-TXの場合は [100Mbps]に変更し、
[Duplex]の設定も [Full-Duplex]に変更します。
GP5-185 LAN Driver V5.1L21の場合は、伝送路が 100BASE-TXの場合は [Link 
& Duplex]を [100Mbps / Full Duplex]に変更します。

5 システムを再起動します。

注意�
本カードを以下の方法で固定的に全二重に設定する場合は、ハ
ブ側も固定的に全二重に設定してください。
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[NetWare対応 LANドライバの場合 ]

ドライバのロード時にパラメータを追加します。
「AUTOEXEC.NCF」または「INETCFG.NCF」ファイルを変更してください。
AUTOEXEC.NCFの場合の例を以下に示します。

LOAD E100B SLOT=XX SPEED=100 FORCEDUPLEX=2

SLOT        ：該当するスロット番号を指定します。
SPEED       ：伝走路が 100BASE-TXの場合は「100」に
             10BASE-Tの場合は「10」に指定します。
FORCEDUPLEX ：全二重に設定する場合は「2」に指定します。
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6.6.4 その他の注意事項

• Windows NT Server 4.0で [アダプタ ]の設定を変更する場合は終了後システム
を必ず再起動するようにしてください。

• ハブスイッチまたはルータを経由せず、クロスケーブルを用いて直接他装置と
接続する運用はできません。

• VLAN機能、Priority Pocket (802.lp/802.lq Tagging)機能は使用しないでくださ
い。

• Teaming機能のうち、以下の機能は使用しないでください。

－ Fast EtherChannel

－ Gigabit EtherChannel

－ IEEE 802.3ad

また、Teamingの組み合わせでは、以下のことにご注意ください。

－ 1チームにつき、LAN2ポートの組み合わせのみ可能です。

－ 100BASE-TX用の LANカードと 1000BASE-SX/T用の LANカードの
組み合わせはできません。

• ネットワークのプロパティで、LANを複数ポート設定して、バインドおよび
TCP/IP の設定を行うと、「rundll32.exe アプリケーションエラー」が発生する場
合があります。
この場合は、以下の手順で TCP/IP を設定してください。

1 バインド情報の設定後、TCP/IP を設定するまえに、システム
を再起動します。

2 再起動後、TCP/IP を設定します。
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6.7 RAS支援サービスについて

RAS（Reliability, Availability & Serviceability）支援サービスは、本サーバの定期交換
部品である電源／ファン／ SCSIアレイコントローラカード（GP5-144/GP5-146）上
のバッテリ／ UPSのバッテリの状況を監視し、定期交換部品の交換時期になったと
きに通知する機能を持ったソフトウェアです。以下の機能があります。

• 定期交換部品の故障による、本サーバの運用停止状態を回避できます。

• 何らかの原因で本サーバの起動時に停止してしまった場合に、自動的に再起動
を試みます。

• 1ビットエラーが、あるしきい値以上に発生している場合、メモリの交換をう
ながす旨のメッセージを Servervisor／ LDSMに表示させることができます。

• 該当故障メモリの交換後、交換したことを Servervisor／ LDSMに通知し、メ
モリのエラーメッセージを消去するため、RAS支援サービスを使用します。

以下に、RAS支援サービスが監視する定期交換部品を示します。

• 電源ユニット

• ファン（冷却ファン、プロセッサファン）

• SCSIアレイコントローラカード（オプション）上のバッテリ

• 高性能無停電電源装置（オプション）のバッテリ
また、定期交換時期になると、サーバ本体前面の予防保守ランプが点灯します。予
防保守ランプは、部品の定期交換後、「6.7.2 部品寿命情報 参照・設定メニュー」（→ 
271 ページ）で交換時期を再設定すると消灯します。

インストールしないまま、本サーバをご使用になりますと、定期交換部品の交換時
期が通知されないため、対応が遅れることにもなります。

注意�
• 本サーバでは、Servervisor／ LDSMおよび RAS支援サー
ビスを必ずインストールしてください（Windows 2000 
Server / Windows NT Server 4.0のみ）。Servervisor／
LDSMと RAS支援サービスは連携して動作し、本サーバの
動作環境や電源／ファン／メモリの状況を常時監視してい
ます。
また、必ず以下の順序でインストールしてください。

1 RAS支援サービス

2 Servervisor／ LDSM

• RAS支援サービスのインストールは、OSインストール時
など、本サーバの運用開始前に行ってください。
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■ RAS支援サービスのインストール方法について

RAS支援サービスは、本サーバを ServerWizardを使用してセットアップした場合、
Wizardの流れの中で自然にインストールできます（Windows 2000 Serverおよび
Windows NT Server 4.0のみ）。なお、SBS 4.5の場合は、RAS支援サービスを手動で
インストールしてください。
ServerWizardを使用しないで本サーバをセットアップした場合、RAS支援サービス
を手動でインストールする必要があります。
以下に RAS支援サービスを手動でインストールする方法について説明します。

1 Windows 2000 Server / Windows NT Server 4.0に Administratorの権
限でログオンします。

2 ServerWizard CDを CD-ROMドライブにセットします。

3 ServerWizardのメニューが表示されます。
[Exit]を選択して、いったん ServerWizardを終了します。

4 エクスプローラを起動します。

5 CD-ROMドライブをクリックします。

6 ELISフォルダをクリックします。

7 SETUP.BATをダブルクリックします。
ELISフォルダには、「F5EP502K.CAB」、「F5EP50NT.CAB」、「F5EP50.CAB」、
「F5EP50UP.EXE」、「SETUP.BAT」があります。必ず「SETUP.BAT」を選択して
ください。

8 以上でインストールは終了です。設定内容を有効にするために、
Windows 2000 Server / Windows NT Server 4.0を再起動してください。

注意�
• RAS支援サービスは、アンインストールしないでくださ
い。RAS支援サービスをアンインストールした場合、起動
監視機能を「監視する」に設定していた場合に、設定して
いたタイムアウト時間に達すると、本サーバが自動的に再
起動あるいは電源切断状態になります。

• RAS支援サービスのWindows 2000 Server / Windows 
NT Server 4.0サービス（F5EP50）は、停止しないでくだ
さい。本サービスを停止すると、定期交換部品の交換時期
が計測できなくなり、交換時期の通知ができなくなります。
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■ RAS支援サービスの使用方法について

1 Windows 2000 Server / Windows NT Server 4.0に Administratorの権
限でログオンします。

2 ［スタート］をクリックします。

3 ［RAS支援サービス］をクリックします。

4 メインメニューが表示されます。 

■ RAS支援サービスのメインメニューの終了方法

RAS支援サービスのメインメニューが表示されているときに、［終了］をクリック
します。
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6.7.1 メニューと項目一覧

RAS支援サービスは 5個のメニューから構成されています。ここでは、メニューと
設定項目を一覧で説明します。

メニュー 説明

部品寿命情報 参照・設定 • SCSIアレイコントローラカード上のバッテリ／ UPSの
バッテリの交換予定日、搭載日を表示します。

• SCSIアレイコントローラカード上のバッテリ／ UPSの
バッテリの交換を行った際に、搭載日を今日の日付にリセッ
トします。

• 電源／ FANの稼働時間、寿命時間を表示します。

• 電源／ FANの交換を行った際に、稼働時間を 0時間にリ
セットします。

• 本サーバの稼働時間を表示します。

「6.7.2 部品寿命情報 参照・設定メニュー」（→ 271 ページ）参照

起動監視機能設定 • POST監視を行うかどうかを設定します。

• POST監視を行う場合のタイムアウト時間を設定します。

• POST監視を行う場合のリトライ回数を設定します。

「6.7.3 起動監視機能設定メニュー」（→ 274 ページ）参照

電源切断モード設定 • 電源切断時の本サーバの動作を設定します。

「6.7.4 電源切断モード設定メニュー」（→ 276 ページ）参照

メモリエラー情報クリア • 故障メモリの交換を行った際に、メモリが交換されたことを
RAS支援サービスに通知します。
故障メモリの交換後、RAS支援サービスを使用して、交換し
たことを Servervisor／ LDSMに通知し、メモリのエラー
メッセージを消去します。

「6.7.5 メモリエラー情報クリアメニュー」（→ 277 ページ）参照

障害の通知方法設定 • 定期交換部品の交換時期を伝えるメッセージを、画面に表示
するかどうかを設定します。

「6.7.6 障害の通知方法設定メニュー」（→ 278 ページ）参照
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6.7.2 部品寿命情報 参照・設定メニュー

本メニューは、本サーバの定期交換部品の状態、交換推奨時期を表示します。
本サーバの運用開始前および本サーバの定期交換部品の交換を行った場合、本メ
ニューを起動する必要があります。 

 

● 寿命部品名

本サーバの定期交換部品の種類を表示します。

● 搭載日

UPSのバッテリ、RAID カード (SCSI アレイコントローラカード ) のバッテリの
搭載日を表示します。
各バッテリを交換した場合は、交換した日付を入力します。
搭載日を入力する場合は、入力箇所や日付を間違えないよう注意してください。

注意�
RAS支援サービスのインストールは、OSインストール時など、
本サーバの運用開始前に行ってください。
RAS 支援サービスのインストール直後、RAID バッテリがある
場合、搭載日には初期値として、RAS 支援サービスのインス
トール日が表示されます。UPSのバッテリ搭載日は自動設定さ
れません。必ず手動で搭載日を入力してください。
したがって、RAID カード（SCSI アレイコントローラカード）
のバッテリ、UPSのバッテリを搭載して長期間が経過した後に、
RAS支援サービスをインストールした場合は、手動で搭載日を
修正しないと、交換推奨時期の誤差が大きくなります。

ポイントポイントポイントポイント
お客様がすでにお手持ちの SCSI アレイコントローラカードお
よび UPS を本サーバに搭載した場合は、カード、UPS を購入
した日を搭載日として入力してください。
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● 交換予定日

本サーバの寿命部品の交換推奨日時を表示します。

● 稼働時間

本サーバの CPU FAN／筐体 FAN（冷却ファン）／電源ユニットの稼働時間を表
示します。
単位は、時間 (hour)です。
本サーバの CPU FAN／筐体 FAN（冷却ファン）／電源ユニットを交換した場合、
稼働時間に「0」を入力します。ただし、1台が交換周期をするまえに故障して交
換しても、本項目は変更しません。また、電源ユニット増設時にも本項目は変更
しません。
入力の際は、入力箇所を間違えないように注意してください。

● 寿命時間

本サーバの CPU FAN（プロセッサのファン）／筐体 FAN（冷却ファン）／電源
ユニットの寿命時間を表示します。単位は、時間 (hour)です。

● サーバ稼動時間

本サーバの稼動時間を表示します。

● 搭載日を今日にする

ボタンをクリックすると、カーソル位置の [搭載日 ]が今日の日付になります。
運用開始時や、UPS のバッテリ、SCSI アレイコントローラカードのバッテリを
すべて交換した場合にクリックすると、入力の手間が省け便利です。

本サーバの定期交換部品の交換周期を以下に示します。交換周期の際の参考にして
ください。
なお、下記の値は本サーバ本体の設置環境温度（10～ 35℃）で使用している場合
のものです。10℃の温度上昇で寿命期間はほぼ 1/2に低下します。

ポイントポイントポイントポイント
• SCSIアレイコントローラ上のバッテリ、UPSのバッテリ
は、本サーバの電源が切断されている状態でも寿命を消費
します。

• 電源ユニット、冷却ファン、プロセッサのファンの定期交
換時期は、本サーバの電源が投入されている時間に依存し
ます。

定期交換部品 交換周期 備考

電源ユニット 約 26000時間 8時間運用の場合、約 9年間
24時間運用の場合、約 3年間

ファン（冷却ファン、プロ
セッサのファン）

約 26000時間 8時間運用の場合、約 9年間
24時間運用の場合、約 3年間

SCSIアレイコントローラ
カードに搭載されているバッ
テリ

約 2年間 8時間運用の場合も 24時間運用の場
合も約 2年間

UPSのバッテリ 約 2年間 8時間運用の場合も 24時間運用の場
合も約 2年間
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注意�
お客様が他のサーバで使用していた SCSI アレイコントローラ
カード、UPSを本サーバに搭載した場合、使用期間分の寿命を
消費しています。
累積使用期間が交換周期に達した場合は、バッテリを交換して
ください。
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6.7.3 起動監視機能設定メニュー

本メニューは、何らかの原因でサーバの起動時に停止してしまった場合に、自動的
に再起動を試みるかどうかを設定します。
  

● POST監視

POST (Power On Self Test)が完了し、本サーバが起動することを監視するかどうか
を設定します。
－ 監視する（初期設定値）

POST完了の監視を行います。
何らかの原因で POSTが停止した場合、本サーバの再起動を試みます。
チェックした場合は、[タイムアウト時間 ]と [リトライ回数 ]を設定してく
ださい。

注意�
本機能を有効にすると、何らかの原因でサーバの起動時に停止
してしまった場合に自動的に再起動を試みます。
本機能の設定時には本書をご覧になり本機能の仕様と運用方法
を十分ご理解のうえ正しく設定してご利用されるようお願いい
たします。

注意�
POST 監視機能を「監視する」に設定し、「タイムアウト時間」
を 30分未満で運用している場合は、拡張 RAMモジュールの取
り付け／取り外し前に、いったん「監視しない」に設定してか
ら、取り付け／取り外ししてください。その後、搭載メモリ容
量に応じた「タイムアウト時間」を設定し、POST 監視機能を
「監視する」に再設定してください。
「タイムアウト時間」の目安については、「■ 起動監視時間につ
いて」（→ 275 ページ）を参照してください。
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－ 監視しない
POST完了の監視を行いません。

● タイムアウト時間（初期値：30分）

POST 監視を行う場合に、監視時間を設定します。設定した監視時間が過ぎても
本サーバが起動しなかったときに、起動に失敗したと見なします。

● リトライ回数（初期値：3回）

POST監視を行う場合に、起動に失敗した場合にリトライする回数を設定します。

● OSブート監視

本サーバでは、OSブート監視は機能しないため、「監視しない」固定となってい
ます。

■ 起動監視時間について

• RAS支援サービスの起動監視時間の最適値は、本サーバに搭載されているメモ
リ容量、ハードディスクの搭載本数 、SCSIカードまたは SCSIアレイコント
ローラカードの搭載枚数などにより異なります。

• POST完了時間は、本サーバのハードウェア構成などにより異なります。
拡張オプションを 1つ増設するごとに、サーバの起動時間がどの程度長くなる
か、以下に例を示します。
起動監視時間を設定する際に参考にしてください。 
以下の時間の 3倍以上を目安として設定してください。

ポイントポイントポイントポイント
POST監視を行う場合は、本サーバの電源投入から POSTが完
了するまでの時間を測定してください。
[タイムアウト時間 ]は、測定した時間の 3倍以上の時間を設定
してください。

拡張オプション 時間 影響する項目 備考

搭載メモリ 1分 POST監視 100MBあたりの時間
BIOSのメモリテスト方法の設定／
CPU性能などにより異なります。

ハードディスク 1分 OSブート監視 1台あたりの時間

SCSIアレイコントローラ
カード

3分 OSブート監視 1枚あたりの時間

SCSIカード 1分 OSブート監視 1枚あたりの時間
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6.7.4 電源切断モード設定メニュー

本メニューは、本サーバの電源切断を行ったときの動作を設定します。  

● 安全に電源を切断するモード

－ 有効にする（初期設定値）
OS実行中に、本サーバの電源スイッチが押されても、すぐに電源を切断しま
せん。
本モードでサーバを動作させている場合、電源スイッチを押してからサーバ
本体前面の故障ランプが点滅している間に再度、電源スイッチを押した場合
に、電源切断動作を行います。
最初に電源スイッチを押したときに故障ランプが点滅します。そのまま電源
スイッチを押さなかった場合は、本サーバの電源切断は行いません。

－ 無効にする
本サーバの電源切断操作を行ったときに、すぐに本サーバの電源切断を行い
ます。

[有効 ]に設定している場合、万一誤操作により電源スイッチを押した場合で
あっても、データ破壊のおそれを防止します。

注意�
本サーバの運用中に、誤って電源を切断した場合、データが破
壊されるおそれがあります。

注意�
発煙、発火などの異常が発生した場合は、ただちに電源プラグ
をサーバ本体から抜いてください。
火災・感電の原因となります。
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6.7.5 メモリエラー情報クリアメニュー

本メニューは、故障メモリの交換が完了した後に起動する必要があります。

故障メモリの交換後、RAS支援サービスを使用して、交換したことを Servervisor／
LDSMに通知し、交換前の故障メモリで発生したエラーメッセージを消去します。

● 故障メモリの交換が完了しましたか？

－ はい
故障メモリの交換を行った際に、メモリの交換を行ったことを、RAS支援サー
ビスに対して通知します。

－ いいえ
故障メモリはありません／故障メモリの交換を行っていません。
本メニューをキャンセルします。

注意�
メモリ１ビットエラーがあるしきい値以上に発生した場合、
Servervisor／ LDSMにエラーメッセージが表示されます。
故障メモリ交換後、RAS 支援サービスを使用しない場合には、
Servervisor／LDSMにメモリ交換したことを伝える手段がない
ため、エラーメッセージが表示され続けます。
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6.7.6 障害の通知方法設定メニュー

定期交換部品の交換時期になったとき、そのことを通知するメッセージを画面に表
示させるかどうかを設定します。
表示されるメッセージについては、「6.7.7 RAS支援サービスで表示されるメッセー
ジ」（→ 279 ページ）を参照してください。

● LCDへの表示

本サーバには LCDがないため、設定できません。

● 障害の通知方法設定

－ 画面への表示
定期交換部品の交換時期になったとき、そのことを伝えるメッセージを画面
に表示します（初期設定値）。
チェックしない場合は、メッセージを表示しません。

注意�
「画面への表示」をチェックしない場合、部品の交換周期を過ぎ
てもメッセージが表示されなくなります。
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6.7.7 RAS支援サービスで表示されるメッセージ

ここでは、RAS支援サービスで表示される以下のメッセージについて説明します。

• RAS支援サービス設定時に表示されるメッセージ

• 定期交換部品交換時期のメッセージ

• 異常時にシステムイベントログに表示されるメッセージ
システムイベントログに表示される通知メッセージ

■ RAS支援サービス設定時に表示されるメッセージ

RAS支援サービス設定時に表示されるメッセージについて以下に示します。

メニュー メッセージ 対処

メイン IMPが存在しないかドライバエラー
です。

オペレータパネルが異常、または
BMCドライバの起動に失敗しま
した。
担当保守員に連絡してください。

IMPの読込みに失敗しました。 オペレータパネルが異常、または
サーバ本体内部のケーブル接続が
異常です。

担当保守員に連絡してください。

IMPの書込みに失敗しました。 オペレータパネルが異常、または
サーバ本体内部のケーブル接続が
異常です。

担当保守員に連絡してください。

部品寿命情報 
参照・設定

搭載日または稼働時間が変更されて
います。
変更を保存してよろしいですか？

[搭載日 ]または [稼働時間 ]を変
更した場合に表示されます。
変更を保存する場合は [OK]をク
リックします。

変更を保存しない場合は [キャン
セル ]をクリックします。
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起動監視機能
設定機能

ハードウェアに管理者モード設定機
能がないため OSブート監視設定は
できません。

－

リトライ方法が不正です。
初期値にセットします。

設定した項目に誤りがあります。
[OK]をクリックすると初期値に
戻ります。
設定し直す場合は、以下を参考に
設定し直してください。

リトライ回数
　1～ 5回の範囲で指定します。

タイムアウト時間
　15～ 999分の範囲で指定しま
　す。

POST監視時間が不正です。
初期値にセットします。

POSTリトライ回数が不正です。
初期値にセットします。

OSブート時間が不正です。
初期値にセットします。

本サーバでは、表示されません。

OSブートリトライ回数が不正です。
初期値にセットします。

本機能を有効にすると、何らかの原
因でサーバの起動時に停止してし
まった場合に自動的に再起動を試み
ます。なお、本来の目的である偶発
的な停止以外の BIOSセットアップ
ユーティリティや SCSI Selectユー
ティリティの実行などにより、サー
バの起動を中断している場合にも本
機能は有効になっており、本機能で
設定した時間が経過すると自動的に
再起動を行います。本機能の設定時
にはサーバ本体の取扱説明書をご覧
になり本機能の仕様と運用方法を十
分ご理解のうえ正しく設定してご利
用されるようお願いいたします。

起動監視機能設定を変更するとき
に表示されます。

変更内容を理解したうえで、[OK]
をクリックしてください。

IMPの読込みに失敗しました。
エラーコード [99]

オペレータパネルが異常、または
サーバ本体内部のケーブル接続が
異常です。

担当保守員に連絡してください。
IMPの書込みに失敗しました。
エラーコード [99]

LCDまたは LEDが無いためブート
監視設定はできません。

オペレータパネルまたはベース
ボードが異常です。
担当保守員に連絡してください。

電源切断モー
ド設定

IMPの読込みに失敗しました。
エラーコード [99]

オペレータパネルが異常、または
サーバ本体内部のケーブル接続が
異常です。

担当保守員に連絡してください。
IMPの書込みに失敗しました。
エラーコード [99]

電源切断モードが不正です。
電源切断モードを指定してくださ
い。

メニュー メッセージ 対処
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障害の通知方
法設定

LCDが搭載されていません。
初期値にセットします。

オペレータパネルが異常です。
担当保守員に連絡してください。

LEDが搭載されていません。
初期値にセットします。

オペレータパネルまたはベース
ボードが異常です。
担当保守員に連絡してください。

障害の通知方法登録に失敗しまし
た。
エラーコード [99]

障害の通知方法登録に失敗しまし
た。設定を確認してください。

設定確認後、再度メッセージが表
示される場合は、担当保守員に連
絡してください。

メニュー メッセージ 対処
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■ 定期交換部品交換時期のメッセージ

定期交換部品の交換時期になったときに表示されるメッセージについて説明しま
す。
メッセージのディスプレイへの表示は、障害の通知方法設定メニューの [画面への
表示 ]がチェックされている場合に表示されます。
メッセージが表示されたら、表示された定期交換部品を交換してください。
以下に、表示されるメッセージと表示先を示します。

また、サーバ本体前面の予防保守ランプが点灯したら、定期交換部品（プロセッサ
のファン／筐体ファン／電源ユニット／ UPS バッテリ／ SCSIアレイコントローラ
カードのバッテリ）の交換時期です。担当保守員に連絡してください。

メッセージ 表示先 対処

寿命を超えている部分があります。 ディスプレイ 寿命部品の交換時期で
す。
担当保守員に連絡して
ください。

寿命部品 CPU FANの使用時間がしきい値
を超えました。

システムイベン
トログ

CPU FAN（プロセッサ
のファン）の交換時期
です。
担当保守員に連絡して
ください。

寿命部品 CPU FANを交換して下さい。 ディスプレイ

寿命部品 FAN（ハウジングファン）の使用
時間がしきい値を超えました。

システムイベン
トログ

筐体 FAN（冷却ファ
ン）の交換時期です。
担当保守員に連絡して
ください。

寿命部品 FAN（ハウジングファン）を交換
して下さい。

ディスプレイ

寿命部品 PSU（電源供給装置）の使用時間
がしきい値を超えました。

システムイベン
トログ

電源ユニットの交換時
期です。
担当保守員に連絡して
ください。

寿命部品 PSU（電源供給装置）を交換して
下さい。

ディスプレイ

寿命部品 UPS BBUの使用時間がしきい値
を超えました。

システムイベン
トログ

UPSのバッテリの交換
時期です。
担当保守員に連絡して
ください。

寿命部品 UPS BBUを交換して下さい。 ディスプレイ

寿命部品 RAID電池 (RAID Card#nn)の使用
時間がしきい値を超えました。

システムイベン
トログ

SCSIアレイコント
ローラカードのバッテ
リの交換時期です。
担当保守員に連絡して
ください。

寿命部品 RAID電池を交換して下さい。 ディスプレイ
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■ 異常時にシステムイベントログに表示されるメッセージ

異常時に、システムイベントログに表示されるエラーメッセージを以下に示しま
す。

■ システムイベントログに表示される通知メッセージ

RAS支援サービスのインストール時、および運用開始後にシステムイベントログに
表示される通知メッセージを以下に示します。

メッセージ 内容と対処

F5EP50で GetLifeTimeエラーが発生しま
した。

オペレータパネルが異常です。
担当保守員に連絡してください。

IMPが存在しないかドライバエラーです。 オペレータパネルが異常、または BMCド
ライバの起動に失敗しました。
担当保守員に連絡してください。

メッセージ 内容と対処

F5EP50をインストールしました。 RAS支援サービスが正常にインストールさ
れました。

F5EP50をアンインストールしました。 RAS支援サービスが正常にアンインストー
ルされました。

F5EP50の実行を開始しました。 RAS支援サービスが正常に起動しました。

F5EP50の実行を停止しました。 RAS支援サービスが正常に停止しました。
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6.8 Servervisor / Intel® LANDesk® Server Managerについ
て

本サーバには、LDSMと Servervisorが ServerWizard CDに収納され添付されていま
す。
本サーバでWindows 2000 Server / Windows NT Server 4.0 / SBS 4.5をご使用の場合に
は、Servervisorまたは LDSMのインストールが必須です。
Servervisor / LDSMは、本サーバの動作環境や電源／ファン／メモリの状況を常時監
視します。万一異常が発生した場合には監視コンソールへの通知するので、異常要
因に対してすばやく対応することができます。また、異常が発生したときの状態を
OS標準のログに対して、ロギングすることも可能です。
Servervisorはサーバ上で監視するためのソフトウェアです。LDSMはリモートの管
理端末から監視するためのソフトウェアです。
詳細は、ServerWizardに添付されている「PRIMERGY　ソフトウェアガイド」を参
照してください。
以下に、Servervisor / LDSMが監視する項目を示します。

• 本体監視情報 (温度、電圧、メモリエラー、ファン異常 )

• I/O監視情報 (IDE、S.M.A.R.T異常、RAID異常、SCSI異常 )

• OS統計情報 (CPU負荷率、LAN統計など )

（LDSMのみ監視可能）

注意�
• 本サーバでは、Servervisor / LDSMおよび RAS支援サービ
スを必ずインストールしてください（Windows 2000 
Server / Windows NT 4.0 / SBS 4.5の場合）。Servervisor / 
LDSMと RAS支援サービスは連携して動作し、本サーバの
動作環境や電源／ファン／メモリの状況を常時監視してい
ます。
また、必ず以下の順序でインストールしてください。

1 RAS支援サービス

2 Servervisor / LDSM
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インストールしないまま、本サーバをご使用になりますと、電源／ファン／メモリ
／ハードディスクの異常が通知されないため、対応が遅れるだけでなく、異常発生
時の状態がロギングされないことにより、原因究明も遅れることになります。
また、使用しない場合には、以下のような問題が発生する場合がありますのでご注
意ください。

• SCSIアレイコントローラカードを使用し、アレイシステム (RAID1/5/6)を構成
している場合に、あるハードディスクユニットが故障したにもかかわらず、こ
れに気づかないで運用を続け、さらに他のハードディスクユニットが故障した
場合には、サーバ本体内部のすべてのファイルが紛失および破壊されます。

• オプションの電源ユニットを使用し冗長電源機能をサポートしている場合に、
1つの電源ユニットが故障したことに気づかないで運用を続け、さらに他の電
源ユニットが故障した場合には、サーバは動作しなくなります。

LDSMは、ServerWizard CDからセットアップを起動してインストールします。
Servervisorは、ServerWizardを使用すると、ServerWizardの流れの中で自動的にイン
ストールできます。
また、ServerWizardを使用しない場合は、本サーバに OSがインストールされた後、
必ずインストールする必要があります。
LDSM／ Servervisorのインストール方法、使用方法については、「PRIMERGY ソフ
トウェアガイド」およびオンラインマニュアルを参照してください。

注意�
• Servervisor / LDSMと Tape Maintenance Checkerをインス
トールする場合は、以下の順序でインストールしてくださ
い。

1 Servervisor / LDSM

2 Tape Maintenance Checker
なお、Tape Maintenance Checkerのあとに Servervisor / 
LDSMをインストールした場合、Servervisor / LDSMのイ
ンストール時に以下のメッセージが出ることがありますが、
Servervisor / LDSMは正常にインストールされています。
このメッセージは無視してください。

・<Adaptec SCSIサービス監視機能 サーバサービス Setup>
引き続き Iomgr/ASPI32のセットアップを行っています。
失敗しました。

・<Setup Error.>
エラーが発生しました。セットアップを中止します。
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6.9 Tape Maintenance Checker V2.3の導入時の注意につい
て

本サーバにはソフトウェア「Tape Maintenance Checker V2.3」が添付されています
が、インストールに際して以下のような注意がありますので、留意くださるようお
願いいたします。

■ Servervisor / LDSMのインストールについて

Servervisor / LDSMと、Tape Maintenance Checkerをインストールする場合は、
Servervisor / LDSM→ Tape Maintenance Checkerの順でインストールしてください。
逆の順にインストールした場合には、Servervisor / LDSMのインストール時に以下の
メッセージが出ることがありますが、正常にインストールできておりますので無視
してください。

　・<Adaptec SCSIサービス監視機能 サーバサービス Setup>

　　引き続き Iomgr/ASPI32のセットアップを行っています。
　　失敗しました。

　・<Setup Error.>

　　エラーが発生しました。セットアップを中止します。

■ Windows 2000 Serverにインストールする場合

本ソフトウェアをWindows 2000 Serverにインストールする際に、以下のメッセージ
が表示されてインストールができない場合があります。

   ・2K\Wnaspi32.dll -> C:\WINNT\system32\Wnaspi32.dll 

     のコピーに失敗しました。

   ・ASPIドライバがインストールできませんでした。
    「Fujitsu Tape Maintenance Checker V2.3」をインストールできません。

このような場合，以下の手順でインストールしてください。

＜導入の手順＞

1 「スタート」ボタンをクリックし、「設定 (S)」の「コントロールパネル
(C)」を選択します。

2 「管理ツール」のアイコンをダブルクリックします。

3 「サービス」のアイコンをダブルクリックします。
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4 以下のサービスを停止してください。
（サービス名を右クリックして、「停止 (O)」をクリックします。）

• CIO Array Management Service

• Ciodmi

• WDFTFZ（一覧にない場合は停止する必要はありません）
なお、「CIO Allay Management Service」を停止した際に「ローカルコンピュー
タの CIO Allay Management Serviceサービスを停止できません。エラー 1067：
プロセスを途中で強制終了しました。」というメッセージが表示され、イベン
トログに「エラーログ　ID：7031　ソース：Service Control Manager   CIO Array 
Management Serviceサービスは不正に終了しました。これは 1回発生していま
す。次の補正動作が 0ミリ秒以内に行われます：何もしない。」と格納されま
すが、無視してください。

5 高信頼性ツールメニューから「Tape Maintenance Checker V2.3」をイ
ンストールします。

6 インストール作業後、再起動をうながす画面が表示されます。他にイ
ンストールするツールがなければ「再起動する」を選択して、サーバ
を再起動します。
他にインストールするツールがある場合には、すべてのインストール作業が終
了したあとに、サーバを再起動してください。
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6.10 その他のソフトウェアについて

本サーバに添付されている ServerWizard CDには、本サーバを使用するうえでお役
に立つソフトウェアが含まれています。詳細については、以下の ServerWizardのマ
ニュアルを参照してください。

• 「PRIMERGY　ソフトウェアガイド」
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7.1 お手入れ

本サーバのお手入れのしかたは、以下のとおりです。

7.1.1 サーバ本体のお手入れ

柔らかい布で乾拭きします。乾拭きで落ちない汚れは、中性洗剤をしみ込ませ固く
しぼった布で拭きます。汚れが落ちたら、水に浸して固くしぼった布で、中性洗剤
を拭き取ります。拭き取りのときは、サーバ本体に水が入らないようにご注意くだ
さい。

7.1.2 キーボードのお手入れ

柔らかい布で乾拭きします。

警告�
感 電�

お手入れをする前に、本体の電源を切り、電源ケーブルをコン
セントから取り外してください。また、本サーバに接続してあ
る周辺装置も電源を切り、本サーバから取り外してください。
感電の原因となります。
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7.1.3 マウスのお手入れ

表面の汚れは、柔らかい布で乾拭きします。マウスのボールがスムーズに回転しな
いときは、ボールを取り外してクリーニングします。ボールのクリーニング方法
は、以下のとおりです。

1 マウスの裏ブタを取り外します。
マウス底面にある裏ブタを、矢印の方向に回して取り外し
ます。

2 ボールを取り出して、水洗いします。
マウスを引っ繰り返し、ボールを取り出します。その後、
水洗いします。

3 マウス内部をクリーニングします。
マウス内部、ローラー、および裏ブタを、水に浸
して固くしぼった布で拭きます。

4 ボール、裏ブタを取り付けます。
ボールとマウスの内部を十分乾燥させたら、ボールと裏ブタを取り付けます。

ローラー�
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7.1.4 フロッピィディスクドライブのクリーニング　

フロッピィディスクドライブは、長い間使用していると、ヘッド（データを読み書
きする部品）が汚れてきます。ヘッドが汚れると、フロッピィディスクに記録した
データを正常に読み書きできなくなります。以下のクリーニングフロッピィディス
クを使い、3カ月に 1回程度の割合で清掃してください。

クリーニング方法は、以下のとおりです。

1 電源を投入し、ServerWizard CDをセットします。
電源を投入して、POST
中 (RAMモジュールの
チェックなどのメッ
セージが表示されてい
る間 )に、CD-ROMの
取り出しボタン (EJECT)
を押して、ServerWizard 
CDをセットします。
次の画面が表示されま
す。

2 「ServerWizard」を選択し、[Enter]キーを押します。
ServerWizardが起動します。

3 ServerWizardを終了します。
DOSプロンプトが表示されます。

4 以下のコマンドを入力し、clndsk.exeを実行します。

C:¥>clndsk 1 [Enter]

5 「クリーニングディスクをドライブ 1にセットして [Enter]キーを押し
てください。」と表示されます。

6 クリーニングフロッピィディスクをフロッピィディスクドライブに
セットし、[Enter] キーを押します。
ヘッドクリーニングが始まり、「クリーニング中です。あと XX秒」と表示さ
れます。

7 「ヘッドクリーニングが終了しました。」とメッセージが表示されたら
終了です。
フロッピィディスクアクセス表示ランプが消えていることを確認して、クリー
ニングフロッピィディスクを取り出してください。

品名 商品番号

クリーニングフロッピィマイクロ 021211

MS-DOS 6.2 Startup Menu
_______________________

1.ServerWizard

2.Basic(BIOS Environment Support Tools)

3.Basic(DACCFG)

4.SMM Utility(Setup/Test)

5.HDD firmware update

6.Product ID Recovery Utility
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7.1.5 内蔵 DATユニットのお手入れ

内蔵 DATユニットは、以下のことに注意してお手入れしてください。

• 磁気ヘッドの清掃
内蔵 DATユニットは、データの書き込み、読み出しを磁気ヘッドで行ってい
ます。ヘッドがほこりやゴミなどで汚れると、データの記録・再生が正常に行
われないことがあります。
また、データカセットの交換周期が短くなる、データカセットのテープ表面に
傷が発生し使用できなくなるなどの不具合が発生します。このようなことを未
然に防ぐため、クリーニングカセットによる定期的な清掃（磁気ヘッドのク
リーニング）をお勧めします。
清掃の実施方法は内蔵 DATユニットの取扱説明書を参照してください。

－ DATユニットの使用時間が 5～ 25時間ごとに 1回の割合で清掃して
ください。
清掃周期の目安としては、1日に約 2～ 3時間のバックアップ処理を
月曜日から金曜日に行う場合は、1週間に 1回の割合で清掃が必要で
す。「毎週月曜日の朝」といったような分かりやすい予定を立てて、
定期的な清掃を実施してください。

－ DATユニットをまったく使用しない場合でも、1カ月に 1回の割合で
清掃が必要です。

－ DATユニットの Cleanランプが点滅したとき、清掃してください。な
お、清掃後も点滅が止まらない場合は、新しいデータカセットをご使
用ください。

－ 新しいデータカセットを使用する場合は、使用する前に清掃してくだ
さい。

• 使用するクリーニングカセット
内蔵 DATユニットには、以下のクリーニングカセットをご使用ください。

クリーニングカセットの使用可能回数は約 50回です。カセット内の右リール
にすべてのテープが巻き付いていればクリーニングカセットの交換時期です。
[内蔵 DATユニット（GP5-DT301）の場合 ]

クリーニングカセットをセットしても、すぐに排出されてしまう場合
は、新しいクリーニングカセットと交換してください。

[内蔵 DATユニット（GP5-DT401）の場合 ]

クリーニングカセットをセットしても、2つのランプが点滅して、長
時間カセットが排出されない場合は、新しいクリーニングカセットと
交換してください。

品名 商品番号

クリーニングカセット DAT-N 0121170
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• 装置にデータカセットを入れたままにしない
DATユニットにデータカセットを入れたままの運用はしないでください。デー
タカセットを DATユニットに入れたままにすると、以下のような問題が発生
します。

－ データカセットのテープは基本材料に樹脂を用いています。そのた
め、使用中にわずかですが静電気を帯びます。DATユニットにセット
されているテープは、静電気によって表面に空気中のほこりが付着し
ます。表面にほこりが付着した状態でバックアップ処理を実行する
と、磁気ヘッドとテープとの擦れによって、テープ表面の磁性体に傷
が付きます。その結果、データカセットの記録性能が確保できなくな
り、「メディアエラー」に代表される媒体不良になります。

－ データカセットが DATユニット内にセットされている状態では、
テープはわずかなテンション（張力）で引っ張られています。この力
は、テープが装置内でゆるむことによる引っかかりなどを防止するう
えで必要なものです。しかし、非動作状態で長時間放置すると、テー
プの特定部分に連続的にテンションが加わることになり、テープが伸
びたり変形したりすることがあります。このようなデータカセットを
使用すると、バックアップが失敗するばかりか、せっかくバックアッ
プしたデータカセットにテープが伸びたり変形したりすることで、リ
ストア（復旧）を行おうとしたときに、記録済みのデータが読み出せ
なくなります。
データカセットは使用時にセットし、処理完了後は速やかにデータカ
セットを取り出し、専用ケースに入れて保管してください。また、
サーバの電源を切断する場合にも、DATユニットからデータカセット
を取り出してください。

• データカセットの交換
データカセットは消耗品です。定期的に新品へ交換する必要があります。交換
時期を迎えたデータカセットを使い続けると、「メディアエラー」に代表され
る媒体不良系エラーでバックアップ処理が失敗します。データカセットは、装
置の設置環境や動作状況によって交換期間が大きく変化します。以下の使用回
数を目安に交換されることを推奨します。

－ 内蔵 DATユニット（GP5-DT301）の場合：約 300回

－ 内蔵 DATユニット（GP5-DT401）の場合：約 75回

• DAT装置の動作について
DAT装置は、ヘッドが汚れている場合や、媒体が消耗している場合に以下の動
作を行います。
これらの現象が確認された場合は、ヘッドクリーニングを行って下さい。ヘッ
ドクリーニングを行っても現象が発生する場合は、媒体交換をお願い致しま
す。

－ セルフクリーニングの動作音
DAT装置には、装置内部にヘッドの汚れを取り除くためのクリーニン
グブラシがついています。
媒体読取りエラーが発生した場合、装置はクリーニングブラシを回転
ヘッドに接触させてセルフクリーニング動作を行います。この時、機
械的な動作音が数秒間聞こえますが、これは装置の異常ではありませ
ん。

－ 媒体排出時のリトライ動作
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 DAT装置は媒体読取りエラーが発生した場合、種々のリトライ動作
を行います。
リトライ動作では、一旦、データカセットを途中まで排出してから、
装置内に引き込み直す場合がありますが、これはリトライ動作のモー
ドであり、装置の異常ではありません。
イジェクトボタンを押した後、リトライ動作を行う場合は、カセット
が完全に排出され、取り出せるようになるまで、1分程度時間がかか
る場合があります。
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7.1.6 内蔵 1/4インチ CRMTユニットのお手入れ

内蔵 1/4インチ CRMTユニットは、以下のことに注意してお手入れしてください。

• 磁気ヘッドの清掃
内蔵 1/4インチ CRMTユニットは、データの書き込み・読み取りに磁気ヘッド
を使っています。このヘッドがほこりやゴミで汚れていると、正常にデータの
書き込み・読み取りが出来なくなります。また、データ記録用カートリッジの
交換周期が短くなる、カートリッジのテープ表面に傷が発生し使用できなくな
る等の不具合が発生します。このようなことを未然に防ぐために、クリーニン
グカートリッジによる定期的な清掃（磁気ヘッドのクリーニング）を必ず実施
してください。
清掃の実施方法は内蔵 1/4インチ CRMTユニットの取扱説明書を参照してくだ
さい。

－ 内蔵 1/4インチ CRMTユニットの使用時間が 50時間ごとに 1回の割
合で清掃してください。
清掃周期の目安としては、1日に約 2～ 3時間のバックアップ処理を
月曜日から金曜日に行う場合は、2週間に 1回の割合で清掃が必要で
す。「隔週月曜日の朝」といったような分かりやすい予定を立てて、
定期的な清掃を実施してください。

－ 内蔵 1/4インチ CRMTユニットをまったく使用しない場合でも、1ヶ
月に 1回の割合で清掃が必要です。

－ 新しいデータカートリッジを使用する場合は、使用する前に清掃して
ください。

• 使用するクリーニングカートリッジ
内蔵 1/4インチ CRMTユニットには以下のクリーニングカートリッジをご使用
ください。

クリーニングカートリッジの使用可能回数は約 50回です。クリーニングカート
リッジに貼り付けられているラベルの記録欄で、使用回数を管理してください。

• データカートリッジを入れたままにしない
内蔵 1/4インチ CRMTユニットにおいて、データカートリッジを入れたままで
運用することはできません。データカートリッジを入れたままにすると、以下
のような問題が発生します。

－ データカートリッジのテープは基本材料に樹脂を用いています。その
ため、使用中にわずかですが静電気を帯びます。内蔵 1/4インチ
CRMTユニットにセットされているテープは、静電気によって表面に
空気中のほこりが付着します。表面にほこりが付着した状態でバック
アップ処理を実行すると、磁気ヘッドとテープとの擦れによって、
テープ表面の磁性体に傷が付きます。その結果、データカートリッジ
の記録性能が確保できなくなり、「メディアエラー」に代表される媒
体不良になります。

－ データカートリッジが内蔵 1/4インチ CRMTユニット内にセットさ
れている状態では、テープはわずかなテンション（張力）で引っ張ら
れています。この力は、テープが装置内でゆるむことによる引っかか

品名 商品番号

DCクリーニングカートリッジ -H（SLR5、MLR3共通） 0140890
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りなどを防止するうえで必要なものです。しかし、非動作状態で長時
間放置すると、テープの特定部分に連続的にテンションが加わること
になり、テープが伸びたり変形したりすることがあります。このよう
なデータカートリッジを使用すると、バックアップが失敗するばかり
か、せっかくバックアップしたデータカートリッジにテープが伸びた
り変形したりすることで、リストア（復旧）を行おうとしたときに、
記録済みのデータが読み出せなくなります。

データカートリッジは使用時にセットし、処理完了後は速やかにデータカー
トリッジを取り出し、専用ケースに入れて保管してください。また、サーバ
の電源を切断する場合にも、内蔵 1/4インチ CRMT ユニットからデータカー
トリッジを取り出してください。

• データカートリッジの交換
データカートリッジは消耗品です。定期的に新品へ交換する必要があります。
交換時期を迎えたデータカートリッジを使い続けると、「メディアエラー」に
代表される媒体不良系エラーでバックアップ処理が失敗します。データカート
リッジは、正常な使用（上述のお手入れを守っていただいた場合）において、
約 100回（5000パス）の使用が可能です。
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7.1.7 内蔵光磁気ディスクユニットのお手入れ

内蔵光磁気ディスクユニットは、定期的にレンズおよび媒体を清掃してください。

• レンズの清掃
内蔵光磁気ディスクユニットは、データの書き込みや読み取りに、光学レンズ
を使用しています。レンズがほこりやゴミなどで汚れていると、正常なデータ
の書き込み・読み取りができなくなります。このようなことを防ぐために、ク
リーニングカートリッジで定期的にレンズの清掃を行う必要があります。内蔵
光磁気ディスクユニットの性能を維持するために、3ヶ月に 1度、以下のク
リーニングカートリッジを使用しレンズの清掃を行ってください。

• 媒体の清掃
光磁気ディスクカートリッジを長い間使用すると、カートリッジ内の媒体
（ディスク）上にほこりや汚れが付着し、データを正常に読み書きできなくな
る場合があります。このようなことを防ぐために、カートリッジ内の媒体表面
を定期的に清掃する必要があります。
内蔵光磁気ディスクユニットの性能を維持するために、3ヶ月に 1度、以下の
クリーニングキットを使用し媒体の清掃を行ってください。

品名 商品番号

光磁気ディスククリーニングカートリッジ C4 0240470

品名 商品番号

光磁気ディスククリーニングキット（3.5型） 0632440
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7.1.8 内蔵 DLTユニットのお手入れ

内蔵 DLTユニットは、以下のことに注意してお手入れしてください。

• 磁気ヘッドの清掃
内蔵 DLTユニットは、データの書き込み・読み取りに磁気ヘッドを使ってお
り、このヘッドにゴミが堆積するとデータの書き込み・読み取りが正しく行な
われなくなります。
内蔵 DLTユニットでは、テープを走行させることによるヘッドクリーニング
効果（セルフクリーニング効果）があり、定期的なヘッドクリーニングは必要
ありませんが、以下の場合に前面パネルの「Use Cleaning Tape」ランプが点灯
しヘッドクリーニング要求状態となることがあります。

－ 新しいデータカートリッジを使った場合
磁気テープは目に見えないゴミを出します。新しいデータカートリッ
ジはこのゴミが多く付いており、このゴミが堆積するとヘッドクリー
ニングが必要になります。

－ 少量のデータバックアップを繰り返した場合
1回にバックアップするデータの容量が少ないと磁気テープの走行量
が少ないためセルフクリーニング効果が小さくなります。1回にバッ
クアップするデータ量は 500MB以上とすることを推奨します。

－ 交換時期を過ぎたデータカートリッジを使った場合
「Use Cleaning Tape」ランプが点灯した場合は以下の操作を行ってください。

－ データカートリッジを取り出し、もう一度入れ直します。
テープを入れ直すことでセルフクリーニング効果によりヘッドが清掃
されます。
これでも「Use Cleaning Tape」ランプが消えない場合は、クリーニン
グカートリッジを使ってヘッドクリーニングを行ってください。
ヘッドクリーニングの方法は内蔵 DLT装置の取扱説明書を参照して
ください。

• 使用するクリーニングカートリッジ
内蔵 DLTユニットには以下のクリーニングカートリッジをご使用ください。

クリーニングカートリッジを使っても「Use Cleaning Tape」ランプが消えない場
合は以下の原因が考えられます。

－ クリーニングカートッジの使用可能回数を過ぎている。
クリーニングカートリッジの使用回数は 20回です。
クリーニングカートリッジに添付されているラベルを使って使用回数
をチェックしてください。

－ データカートリッジが傷んでいる。
データカートリッジを交換する必要があります。

• 装置にデータカートリッジを入れたままにしない。
内蔵 DLTユニットにデータカートリッジを入れたままで運用するとテープを
劣化させる原因になることがあります。データカートリッジは使用時にセット
し、バックアップ終了後は取り出して専用ケースに入れて保管してください。

品名 商品番号

クリーニングカートリッジ 0160120
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• データカートリッジの交換
データカートリッジは消耗品です。また、データカートリッジの交換時期は使
用環境（温度、湿度等）に大きく左右されます。ヘッドクリーニングを行って
もデータカートリッジを入れるとクリーニング要求状態になってしまう場合
は、データカートリッジを交換してください。

ポイントポイントポイントポイント
内蔵 DLTユニットは、電源投入時または媒体挿入時にヘッドの
位置を合わせるため、機械的な動作音が数秒間聞こえる場合が
あります。この音は装置の異常を示すものではありません。
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7.1.9 内蔵 DATオートチェンジャのお手入れ

内蔵 DATオートチェンジャは、以下のことに注意してお手入れしてください。

• 磁気ヘッドの清掃
内蔵 DATオートチェンジャは、データの書き込み、読み出しを磁気ヘッドで
行っています。ヘッドがほこりやゴミなどで汚れると、データの記録・再生が
正常に行われないことがあります。
また、データカセットの交換周期が短くなる、データカセットのテープ表面に
傷が発生し使用できなくなるなどの不具合が発生します。このようなことを未
然に防ぐため、クリーニングカセットによる定期的な清掃（磁気ヘッドのク
リーニング）をお勧めします。
清掃の実施方法は内蔵 DATオートチェンジャの取扱説明書を参照してくださ
い。

－ DATオートチェンジャの使用時間が 5～ 25時間ごとに 1回の割合で
清掃してください。
清掃周期の目安としては、1日に約 2～ 3時間のバックアップ処理を
月曜日から金曜日に行う場合は、1週間に 1回の割合で清掃が必要で
す。「毎週月曜日の朝」といったような分かりやすい予定を立てて、
定期的な清掃を実施してください。

－ DATオートチェンジャをまったく使用しない場合でも、1カ月に 1回
の割合で清掃が必要です。

－ LCDに Clean Meが表示され、注意 LEDが点滅したとき、清掃して
ください。なお、清掃後も点滅が止まらない場合は、新しいデータカ
セットをご使用ください。

－ 新しいデータカセットを使用する場合は、使用する前に清掃してくだ
さい。

• 使用するクリーニングカセット
内蔵 DATオートチェンジャには、以下のクリーニングカセットをご使用くだ
さい。

クリーニングカセットの使用可能回数は約 50回です。カセット内の右リール
にすべてのテープが巻き付いていればクリーニングカセットの交換時期です。
寿命になったクリーニングカセットを使用すると、LCDに「Clean Fail」と表
示されます。その場合は、新しいクリーニングカセットと交換してください。

品名 商品番号

クリーニングカセット DAT-N 0121170
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• バックアップソフトで、バックアップ終了後に「テープの Eject」を行う
DATドライブにデータカセットを入れたままの運用はしないでください。デー
タカセットを DATドライブに入れたままにすると、以下のような問題が発生
します。

－ データカセットのテープは基本材料に樹脂を用いています。そのた
め、使用中にわずかですが静電気を帯びます。DATオートチェンジャ
にセットされているテープは、静電気によって表面に空気中のほこり
が付着します。表面にほこりが付着した状態でバックアップ処理を実
行すると、磁気ヘッドとテープとの擦れによって、テープ表面の磁性
体に傷が付きます。その結果、データカセットの記録性能が確保でき
なくなり、「メディアエラー」に代表される媒体不良になります。

－ データカセットが DATドライブ内にセットされている状態では、
テープはわずかなテンション（張力）で引っ張られています。この力
は、テープが装置内でゆるむことによる引っかかりなどを防止するう
えで必要なものです。しかし、非動作状態で長時間放置すると、テー
プの特定部分に連続的にテンションが加わることになり、テープが伸
びたり変形したりすることがあります。このようなデータカセットを
使用すると、バックアップが失敗するばかりか、せっかくバックアッ
プしたデータカセットにテープが伸びたり変形したりすることで、リ
ストア（復旧）を行おうとしたときに、記録済みのデータが読み出せ
なくなります。

• データカセットの交換
データカセットは消耗品です。定期的に新品へ交換する必要があります。交換
時期を迎えたデータカセットを使い続けると、「メディアエラー」に代表され
る媒体不良系エラーでバックアップ処理が失敗します。データカセットは、装
置の設置環境や動作状況によって交換期間が大きく変化します。以下の使用回
数を目安に交換されることを推奨します。

－ 内蔵 DATオートチェンジャ（GP5-DTA101）の場合：約 300回

－ 内蔵 DATオートチェンジャ（GP5-DTA102）の場合：約 75回

• DAT装置の動作について
DAT装置は、ヘッドが汚れている場合や、媒体が消耗している場合に以下の動
作を行います。
これらの現象が確認された場合は、ヘッドクリーニングを行って下さい。ヘッ
ドクリーニングを行っても現象が発生する場合は、媒体交換をお願い致しま
す。

－ セルフクリーニングの動作音
DAT装置には、装置内部にヘッドの汚れを取り除くためのクリーニン
グブラシがついています。
媒体読取りエラーが発生した場合、装置はクリーニングブラシを回転
ヘッドに接触させてセルフクリーニング動作を行います。この時、機
械的な動作音が数秒間聞こえますが、これは装置の異常ではありませ
ん。
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7.1.10 内蔵 EDT20ユニットのお手入れ

内蔵 EDT20ユニットは、以下のことに注意してお手入れしてください。

• 磁気ヘッドの清掃
内蔵 EDT20ユニットは、データの書き込み、読み取りに磁気ヘッドを使って
います。このヘッドがほこりやゴミなどで汚れると、正常にデータの書き込
み・読み取りが出来なくなります。また、データ記録用カートリッジの交換周
期が短くなったり、カートリッジのテープ表面に傷が発生し使用できなくなっ
たりするような不具合を未然に防ぐために、クリーニングカートリッジによる
定期的な清掃（磁気ヘッドのクリーニング）を必ず実施してください。
清掃の実施方法は内蔵 EDT20ユニットの取扱説明書を参照してください。

－ 内蔵 EDT20ユニットの使用時間が 50時間ごとに 1回の割合で清掃
してください。
清掃周期の目安としては、1日に約 2～ 3時間のバックアップ処理を
月曜日から金曜日に行う場合は、2週間に 1回の割合で清掃が必要で
す。「隔週月曜日の朝」といったような分かりやすい予定を立てて、
定期的な清掃を実施してください。

－ 内蔵 EDT20ユニットをまったく使用しない場合でも、1ヶ月に 1回の
割合で清掃が必要です。

－ 新しいデータカートリッジを使用する場合は、使用する前に清掃して
ください。

• 使用するクリーニングカートリッジ
内蔵 EDT20ユニットには以下のクリーニングカセットをご使用ください。

クリーニングカセットの使用可能回数は約 30回です。クリーニングカート
リッジに貼り付けられているラベルの記録欄で、使用回数を管理してくださ
い。

• データカートリッジを入れたままにしない
内蔵 EDT20ユニットにおいて、データカートリッジを入れたままで運用する
ことはできません。データカートリッジを入れたままにすると、以下のような
問題が発生します。

－ データカートリッジのテープは基本材料に樹脂を用いています。その
ため、使用中にわずかですが静電気を帯びます。内蔵 EDT20ユニッ
トにセットされているテープは、静電気によって表面に空気中のほこ
りが付着します。表面にほこりが付着した状態でバックアップ処理を
実行すると、磁気ヘッドとテープとの擦れによって、テープ表面の磁
性体に傷が付きます。その結果、データカセットの記録性能が確保で
きなくなり、「メディアエラー」に代表される媒体不良になります。

－ データカートリッジが内蔵 EDT20ユニット内にセットされている状
態では、テープはわずかなテンション（張力）で引っ張られていま
す。この力は、テープが装置内でゆるむことによる引っかかりなどを
防止するうえで必要なものです。しかし、非動作状態で長時間放置す
ると、テープの特定部分に連続的にテンションが加わることになり、
テープが伸びたり変形したりすることがあります。このようなデータ
カートリッジを使用すると、バックアップが失敗するばかりか、せっ

品名 商品番号

クリーニングカートリッジ TRAVAN NS 0141190
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かくバックアップしたデータカートリッジにテープが伸びたり変形し
たりすることで、リストア（復旧）を行おうとしたときに、記録済み
のデータが読み出せなくなります。
データカートリッジは使用時にセットし、処理完了後は速やかにデー
タカートリッジを取り出し、専用ケースに入れて保管してください。
また、サーバの電源を切断する場合にも、内蔵 EDT20ユニットから
データカートリッジを取り出してください。

• データカートリッジの交換
－ データカートリッジは消耗品です。定期的に新品へ交換する必要があ
ります。交換時期を迎えたデータカートリッジを使い続けると、「メ
ディアエラー」に代表される媒体不良系エラーでバックアップ処理が
失敗します。データカートリッジは、非圧縮で約 4ギガバイトのバッ
クアップの場合、約 100回の使用が可能です。ただし、環境条件／運
用条件によって寿命は異なります。

• データカートリッジの巻き直し
－ データカートリッジへの書き込みやカートリッジからの読み出しなど
の使用に先立ち、「テープの巻き直し（リテンション）」を必ず実施し
てください。テープの巻き直しを行わずに使用した場合、書き込みや
読み取りなどの処理に非常に長い時間がかかる場合、媒体不良系エ
ラーが発生する恐れなどがあります。
304 第 7章 日常のお手入れ



7

日
常
の
お
手
入
れ

7.2 バックアップ

本サーバは信頼性の高い部品やハードディスクを使用しておりますが、万一の故障
に備え、データの定期的なバックアップを必ず実施してください。

7.2.1 バックアップの必要性

サーバのデータがバックアップされていれば、ハードウェアの故障や操作ミスなど
によりハードディスクユニット内のデータが破壊された場合でも、バックアップ
データからシステムを復旧させることが可能です。バックアップが作成されていな
いと、お客様の大切なデータが失われてしまいます。システムを安心して運用して
いただくために、定期的なバックアップを必ず実施してください。

7.2.2 バックアップ装置とソフトウェア、およびその運用

バックアップの運用方法はご使用になるネットワーク OSやアプリケーション、シ
ステム運用方法によって異なります。そのため、弊社担当営業にご相談のうえで次
のものを準備してバックアップを実施してください。

• バックアップ装置 (DATドライブなど )

• バックアップソフトウェア
(OS標準提供のバックアップ用ソフトウェア、ARCserve、Changer Optionなど )

• バックアップの運用方法 (スケジュールなど )

バックアップ装置およびソフトウェアは弊社純正品をご使用ください。バックアッ
プ媒体（テープなど）の保管にあたっては保管条件をお守りください。

• バックアップの運用に関する留意事項（詳細については各装置の取扱説明書を
参照ください）

－ ヘッドクリーニングの実施
磁気テープ装置では、磁気媒体から染み出る汚れや浮遊塵埃により、
ヘッド汚れが発生し、これらの汚れを取り除くためにヘッドクリーニ
ングが必要です。装置がクリーニング要求を表示した場合は、ヘッド
クリーニングを実施してください。特に DAT装置は、定期的なヘッ
ドクリーニングが行われない場合、磁気ヘッドに汚れがこびり付いて
通常のヘッドクリーニングでは除去できなくなり、装置が使用不能に
なる場合があります。
また、クリーニング媒体は使用回数に限度がありますので、寿命を管
理してください。
寿命の過ぎたクリーニング媒体を使用しても、クリーニング効果はあ
りません。特にオートチェンジャ／ライブラリ装置での自動バック
アップではこの点にご注意ください。

コラムコラムコラムコラム
ミラーリング／ディスクアレイシステムについて
システムの信頼性をさらに高めるために、定期的なバックアッ
プに加えて、SCSIアレイコントローラカードを使いミラーリン
グやディスクアレイシステムとすることを推奨します。
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－ 媒体の寿命管理
媒体は消耗品であり、定期的な交換が必要です。
寿命の過ぎた媒体を使い続けるとヘッド汚れを加速するなど、装置に
悪影響を与えます。
媒体の寿命は、装置の設置環境、動作状態、バックアップソフトウェ
アの種類、運用条件により大きく変化しますが、早めの交換をお勧め
します。
寿命の目安にするため、媒体に使用開始日を表示してください。

－ 媒体のローテーション運用
1巻の媒体でバックアップを繰り返すような運用では、バックアップ
に失敗した場合、一時的にでもバックアップデータが無くなる状態に
なります。また、バックアップ中にハードディスクが壊れた場合は、
復旧不能な状態になります。
バックアップは数本の媒体をローテーションして運用してください。

－ 媒体入れ放し運用の禁止
媒体は装置内では磁気記録面が露出しており、この状態が長く続くと
浮遊塵埃の影響を受けやすくなります。この状態が少なくなるように
媒体は使用前にセットし、使用後は取り出して、ケースに入れて保管
してください。
また、磁気テープ装置では、媒体が取り出される時にテープに管理情
報の書き込み処理を行うものがあります。装置に媒体を入れたまま電
源を切断するとこの処理が行われないため、異常媒体が作成される場
合があります。
サーバ／装置の電源を切断する場合は、装置から媒体を取り出してく
ださい。

－ バックアップ終了後のデータの検査
バックアップソフトウェアには、バックアップ終了後に "データの検
査 "の実行を指定できるものがあります。この指定を行うとバック
アップ終了後に媒体に書き込んだデータを読み出し、書き込まれた
データの検査が行われますが、媒体の使用回数が増えるため、その媒
体をバックアップに使用できる回数は少なくなります。
ハードウェアにより、データの書き込み後の読み取り確認（Read after 
Write）が行われる装置では本指定は必須ではありません。

－ バックアップ終了後の媒体の排出（イジェクト）
バックアップソフトウェアには、バックアップ終了後に媒体をドライ
ブから排出するように指定できるものがあります。この指定を行うと
バックアップ終了後にテープが巻き戻され、媒体がドライブから排出
されます。
オートチェンジャ／ライブラリ装置では必ず本機能の実行を指定して
ください。サーバ内蔵の装置で本指定を行うとサーバの構造によって
は排出された媒体がドライブを覆う筐体カバーにあたる場合がありま
す。この場合はドアを開けておくか媒体の排出は行わないようにして
ください。
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－ 媒体ラベルの種類と貼り付け位置
媒体に名前などを表示する場合は、媒体に添付されているラベルを使
用してください。
また、各装置の媒体にはラベルを貼ることのできる場所が決められて
います。
装置故障の原因となりますので、決められた以外の場所にはラベルを
貼らないようにしてください。

－ データの保管
データを長期に保管する場合は、温湿度管理され、磁場の影響の少な
い場所に保管してください。
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8.1 トラブルシューティング

本サーバを操作してみて、うまく動作しない場合やディスプレイにエラーメッセー
ジが表示される場合、「故障かな？」と思ったときには、以下のことを確認してく
ださい。
なお、オプションの装置については、オプション装置に添付の取扱説明書を参照し
てください。

■ サーバ本体

• 本体の電源が入らない、本体前面の電源ランプがつかない。

－ 本体の電源ケーブルは、コンセントに接続されていますか。コンセン
トに接続してください。
「2.3 接続方法」（→ 29 ページ）を参照してください。

－ 電源切断後、10秒間は、電源スイッチを押しても電源は入りません。
電源切断後、10秒以内に再度電源スイッチを押しても、安全のため、
電源は入りません（故障ランプが点滅します）。
「3.3 電源を入れる」（→ 41 ページ）を参照してください。

－ サーバ本体環境条件の温度条件（10～ 35℃の間）でないと電源は入
りません。スケジュール運転などで自動電源投入する場合も、動作保
証外では電源は入りません。
「3.3 電源を入れる」（→ 41 ページ）を参照してください。

• アクセス表示ランプがつかない。

－ サーバ本体が故障している可能性があります。担当保守員に連絡して
ください。
担当保守員に連絡する場合は、「8.4 保守員に連絡するときは」（→ 
323 ページ）を参照してから連絡してください。

• ディスプレイにエラーメッセージが表示された。

－「8.2 エラーメッセージ」（→ 313 ページ）を参照してください。

• LANドライバインストール時にエラーメッセージが表示される、LANが正常に
動作しない。

－ LAN以外の拡張カードを含め、システム資源の競合が起きている可
能性があります。いったんすべての LANドライバを削除し、システ
ム資源の競合が起きていないことを確認し、システム再起動後に、再
度 LANドライバをインストールしてください。
「第 4章 セットアップ」（→ 53 ページ）および「第 6章 ソフトウェア
のインストール」（→ 197 ページ）を参照してください。

• SCSIアレイコントローラカードを搭載したときに、LANカードが認識されない
場合があります。
その場合は、再度 LANドライバをインストールしてください。
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■ ディスプレイ

• ディスプレイの電源が入らない。

－ ディスプレイの電源ケーブルをコンセントに接続してください。
「2.3 接続方法」（→ 29 ページ）およびディスプレイの取扱説明書を参
照してください。

• 画面に何も表示されない／表示がおかしい。

－ ディスプレイのケーブルが正しく接続されていますか。接続されてな
ければ、サーバ本体の電源を切ってから、ケーブルを正しく接続しな
おしてください。
「2.3 接続方法」（→ 29 ページ）を参照してください。

－ ディスプレイのブライトネスボリュームとコントラストボリュームが
正しく調節されていますか。調節されてなければ、正しく調節してく
ださい。
ディスプレイの取扱説明書を参照してください。

－ 拡張 RAMモジュールのシステム領域が異常の可能性があります。担
当保守員に連絡してください。

－ 画面の解像度を設定する場合は、ご使用されているディスプレイがサ
ポートしている範囲で設定してください。
ディスプレイの取扱説明書を参照してください。

－ 画面のプロパティでディスプレイの設定を変更する場合は、すべての
実行中のプログラムを閉じてください。

• 入力した文字が表示されない、マウスカーソルが動かない。

－ キーボードおよびマウスが正しく接続されていますか。接続されてい
なければ、サーバ本体の電源を切ってからケーブルをサーバ本体に正
しく接続してください。
「2.3 接続方法」（→ 29 ページ）」を参照してください。

• 画面が揺れる。

－ 近くにテレビやスピーカなどの強い磁界が発生するものがあるなら
ば、それらをディスプレイから離して置いてください。
また、近くで携帯電話の着信を受けると、揺れることがあります。
ディスプレイの近くで携帯電話を使用しないようにしてください。

■ フロッピィディスクドライブ

• フロッピィディスクの読み書きができない。

－ ヘッドが汚れていませんか。汚れている場合、クリーニングフロッ
ピィディスクでクリーニングしてください。
「7.1.4 フロッピィディスクドライブのクリーニング」（→ 292 ページ）
を参照してください。

• フロッピィディスクへの書き込みができない。

－ ヘッドが汚れていませんか。汚れている場合、クリーニングフロッ
ピィディスクでクリーニングしてください。
「7.1.4 フロッピィディスクドライブのクリーニング」（→ 292 ページ）
を参照してください。

－ フロッピィディスクが書き込み禁止になっていませんか。
ライトプロテクトを書き込み可能な位置にしてください。
8.1 トラブルシューティング 311



■ 内蔵ハードディスクユニット

• ユニットが正常に動作しない。
「5.6 内蔵オプションベイへの取り付け」（→ 146 ページ）を参照してください。

－ 内蔵ケーブルが正しく接続されていますか。接続されていない場合
は、内蔵ケーブルを正しく接続してください。

－ ジャンパピンが正しく設定されていますか。設定されていない場合
は、ジャンパピンを正しく設定し直してください。

－ SCSI規格の装置の場合、SCSI IDおよび終端抵抗が正しく設定されて
いますか。設定されてない場合は、SCSI IDおよび終端抵抗を正しく
設定し直してください。

■ 内蔵 CD-ROMドライブユニット

• データの読み書きができない。

－ CDを正しくセットしていますか。セットされてない場合は、CDの
レーベル面を正しくセットしてください。

－ CDが汚れていませんか。汚れていたら、乾いた柔らかい布で汚れを
落してください。

－ CDに傷がついていたり、反っていませんか。傷ついていたりする場
合は、CDを交換してください。
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8.2   エラーメッセージ

本サーバによる POSTエラーメッセージについて説明します。
POST（Power On Self Test:本サーバ起動時に行われる装置チェック）中にエラーが

発生した場合、以下のメッセージが表示されます。

メッセージ 内容

64KB System Management 
Memory Bad

RAMモジュールが異常です。担当保守員に連絡して
ください。

Already Disabled CPU number : 
01(02)

CPUが異常です。担当保守員に連絡してください。

01(02)：異常となった CPU数

Bus : xx  Device : yy  Function : zz 

IRQ Setting Error

PCIのデバイスの割り込みが競合しています。
BIOSセットアップユーティリティを実行して資源の
再設定を行ってください。

「4.3 BIOSセットアップユーティリティを使う」（→ 
57 ページ）を参照してください。

CMOS Checksum Error BIOS Setup Rescueでシステム情報を復元してくだ
さい。

「4.3 BIOSセットアップユーティリティを使う」（→ 
57 ページ）を参照してください。

それでも表示される場合は、バッテリの交換が必要
です。

担当保守員に連絡してください。

CPU BIOS Update Code 
Mismatch

担当保守員に連絡してください。

CPU Clock Mismatch 何らかの理由で CPUクロックが変更されました。

担当保守員に連絡してください。

CPU Fan CPUファンが異常です。電源を切断し、担当保守員
に連絡してください。

CPU Temperature CPU温度が異常です。電源を切断し、設置環境を見
直すか、または担当保守員に連絡してください。

CPU Temperature Too High, 
Power off System

CPU温度が異常です。電源を切断し、設置環境を見
直すか、担当保守員に連絡してください。

CPU Voltage CPU電圧が異常です。電源を切断し、担当保守員に
連絡してください。

Door Open サーバ本体のカバーが開いています。

サーバ本体のカバーを閉じてください。

Equipment Configuration Error システムの設定情報に誤りがあります。BIOSセット
アップユーティリティを再実行してください。

「4.3 BIOSセットアップユーティリティを使う」（→ 
57 ページ）を参照してください。
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Event Log Area Full,Enter Setup to 
Clear

イベントログエリアがいっぱいになりました。イベ
ントログの内容が不要であれば消去してください。
BIOSセットアップユーティリティで消去してくださ
い。

「4.3.14 System Event Logメニュー」（→ 90 ページ）
を参照してください。

Expansion ROM Allocation Failed 拡張カードの設定情報に誤りがあります。

Floppy Disk Controller Error フロッピィディスクドライブのケーブル（電源ケー
ブル、フラットケーブル）が正しく接続されている
か確認してください。

Floppy Drive(s) [A/B] Error フロッピィディスクドライブが異常です。フロッ
ピィディスクドライブが正しく接続されているか確
認してください。

Floppy Drive(s) Write Protected BIOSセットアップユーティリティを実行し、フロッ
ピィディスクに対する書き込みを Normalにしてくだ
さい。

「4.3.13 System Securityメニュー」（→ 86 ページ）
を参照してください。

Fuse ヒューズ異常です。担当保守員に連絡してください。

Hard Disk Drive(s) Write Protected BIOSセットアップユーティリティを再実行し、ハー
ドディスクに対する書き込みを Normalにしてくださ
い。

「4.3.13 System Securityメニュー」（→ 86 ページ）
を参照してください。

HDD Temperature ハードディスクユニットの温度が異常です。電源を
切断し、設置環境を見直すか、または担当保守員に
連絡してください。

Housing Fan サーバ本体のファンが異常です。電源を切断し、担
当保守員に連絡してください。

I/O Error:xx 担当保守員に連絡してください。

I/O Resource Conflict(s) システム資源（I/Oポートアドレス）が競合していま
す。

BIOSセットアップユーティリティを再実行し、シス
テム資源の設定を見直してください。

「4.3 BIOSセットアップユーティリティを使う」（→ 
57 ページ）を参照してください。

I2C Device Error:xxh 担当保守員に連絡してください。

IDE Primary Channel Master Drive 
Error

IDE Primary Channel Slave Drive 
Error

CD-ROMドライブのケーブルが正しく接続されてい
るか確認してください。

「5.6 内蔵オプションベイへの取り付け」（→ 146 ペー
ジ）を参照してください。

IMP Command Timeout IMPパネルで異常が発生しました。

担当保守員に連絡してください。

IMP Error : xx yy zz IMPパネル内で異常が発生しました。

担当保守員に連絡してください。

メッセージ 内容
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IMP fail IMPパネルで異常が発生しました。

担当保守員に連絡してください。

Incorrect password specified. Sys-
tem disabled

Power on passwordが間違っています。
正しいパスワードを入力してください。

Log area Reset / Cleared イベントログが消去されました。

Memory Error at Bank : xx RAMモジュールが異常です。RAMモジュールを交
換してください。
「5.4 拡張 RAMモジュールの取り付け／取り外し」
（→ 139 ページ）を参照してください。

xx=00or01：DIMMスロット 1
xx=02or03：DIMMスロット 2
xx=04or05：DIMMスロット 3
xx=06or07：DIMMスロット 4

Memory Error at : MMMM: SSSS: 
OOOOh 
Memory Error at Bank : xx
(R:xxxh, W:yyyh) M:MB, 
S:Segment, O:Offset x/y:  write/
read pattern

RAMモジュールが異常です。RAMモジュールを交
換してください。

「5.4 拡張 RAMモジュールの取り付け／取り外し」
（→ 139 ページ）を参照してください。

xx=00or01：DIMMスロット 1
xx=02or03：DIMMスロット 2
xx=04or05：DIMMスロット 3
xx=06or07：DIMMスロット 4

Memory Resource Conflict(s) システム資源（メモリ）が競合しています。

BIOSセットアップユーティリティを再実行し、シス
テム資源（メモリ）の設定を見直してください。

No Memory Available すべての RAMモジュールが異常です。RAMモ
ジュールを交換してください。

「5.4 拡張 RAMモジュールの取り付け／取り外し」
（→ 139 ページ）を参照してください。

NVRAM Checksum Error NVRAMが異常です。
担当保守員に連絡してください。

On Board xxx... Conflict(s) システム資源（IRQ、DMAチャネル、I/Oポートアド
レス）が競合しています。

BIOSセットアップユーティリティを再実行し、シス
テム資源の設定を見直してください。

「4.3 BIOSセットアップユーティリティを使う」（→ 
57 ページ）を参照してください。

On Board Parallel  Conflict BIOSセットアップユーティリティを再実行して、パ
ラレルポートの資源とその他の資源とが共有してい
ないか確認してください。

「4.3.16 Advanced Optionsメニュー」（→ 97 ページ）
を参照してください。

On Board Serial Port [1/2] 
Conflict(s)

BIOSセットアップユーティリティを再実行して、シ
リアルポートの資源とその他の設定を見直してくだ
さい。

「4.3.16 Advanced Optionsメニュー」（→ 97 ページ）
を参照してください。

メッセージ 内容
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PS/2 Keyboard Error or Not 
Connected

キーボードが正しく接続されているか確認してくだ
さい。

それでも表示される場合は担当保守員に連絡してく
ださい。

PS/2 Keyboard Interface Error キーボードが正しく接続されているか確認してくだ
さい。

それでも表示される場合は担当保守員に連絡してく
ださい。

PS/2 Pointing Device Error or Not 
Connected

マウスが正しく接続されているか確認してください。

PS/2 Pointing Device Interface 
Error

マウスが正しく接続されているか確認してください。

それでも表示される場合は担当保守員に連絡してく
ださい。

Real Time Clock Error 担当保守員に連絡してください。

Redundant Power Supply 電源ユニットが故障しています。担当保守員に連絡
してください。

ROOM Temperature 筐体内の温度が異常です。電源を切断し、設置環境
を見直すか、または担当保守員に連絡してください。

SDR Checksum Error 担当保守員に連絡してください。

SDR Not Available 担当保守員に連絡してください。

System reconfiguration システム設定情報が変更され、再構築されました。

Internal Temperature ベースボードの温度が異常です。電源を切断し、設
置環境を見直すか、または担当保守員に連絡してく
ださい。

S/W NMI fail 担当保守員に連絡してください。

Total Installed CPU Number:01
Not  Available CPU Found:01
No CPU Available
System Halt

CPUで異常が発生しました。担当保守員に連絡して
ください。

Unknown H/W event detected 担当保守員に連絡してください。

Unread Event Log(s) Found,Enter 
Setup to Check

未読のイベントログがあります。BIOSセットアップ
ユーティリティを実行して、イベントログを参照後、
担当保守員に連絡してください。

「4.3.14 System Event Logメニュー」（→ 90 ページ）
の「System Event Log」を参照してください。

メッセージ 内容
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8.3  イベントログ

ここでは、以下に示すことについて説明します。

• イベントログを採取するための設定

• イベントログの参照

• イベントログ採取プログラムの使用方法
なお、イベントログが発生した場合は、イベントログ採取プログラムを実行後、担
当営業に連絡してください。

8.3.1 イベントログを採取するための設定

イベントログを採取するための設定は、BIOSセットアップユーティリティの
System Event Logメニューで行います。
以下に、System Event Logメニューを示します。

• イベントログを採取するための設定は、Event Loggingを「Enabled」に設定し、
同時に Event Controlの各項目を「Enabled」に設定しておきます。

• View Event Logsを選択すると、イベントログが表示されます。

• Clear Event Logを「Enabled」に設定すると、イベントログを消去できます。
なお、イベントログを消去するのは、次の再起動時です。

• イベントログエリアがいっぱいになったとき、および未参照のイベントログが
ある場合は、POST中にメッセージが表示されます。
メッセージの詳細については、「8.2 エラーメッセージ」（→ 313 ページ）を参
照してください。

各設定項目の詳細は「4.3.14 System Event Logメニュー」（→ 90 ページ）を参照して
ください。

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

System Event Log

System Event Logging
  Event Logging ----------------------- [Enabled ]
  Clear Event Logs -------------------- [Disabled]
  Event Log BIOS Version --------------  X.X XXXXXX
  Total Number of Event Logs ----------  X
  Available Space for Event Logs ------  XX %

   >View Event Logs

Event Control
  Temperature/Voltage ----------------- [Enabled ]
  ECC --------------------------------- [Enabled ]
  PCI --------------------------------- [Enabled ]
  CPU Fan ----------------------------- [Enabled ]

Item Help
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8.3.2 イベントログの参照

System Event Logメニューから「View Event Logs」を選択すると、イベントログを
参照できます。
イベントログは、イベントログ参照メニューで参照します。
イベントログ参照メニューには、以下のものが表示されます。

• イベントログの通し番号

• イベントログのタイプ

• イベントログの検出時刻

• イベントログが参照済みかどうかを示すステータス
なお、イベントログの表示順序と時刻情報が前後する場合や、同一要因に対するイ
ベントログが 2回記録されることがあります。
以下に、イベントログ参照メニューを示します。

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

View Event Logs

Type

System Reconfigured

Post Error (ID:122)
IRQ Setting Error
System Reconfigured

Post Error (ID:184)
Onboard Pointing Device IRQ Conflict(s)
Post Error (ID:185)
Onboard IDE Secondary Channel IRQ Conflict(s)
Post Error (ID:196)
Onboard IDE Primary Channel IRQ Conflict(s)

NO

31

32

33

34

35

36

Time Status

15:11 Jan 06,2000

14:53 Jan 06,2000

14:56 Jan 06,2000

14:56 Jan 06,2000

14:52 Jan 06,2000

14:49 Jan 06,2000

Viewed

Viewed

Viewed

Viewed

Viewed

Viewed

Item Help
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8.3.3 イベントログ採取プログラム（Event Log Viewer）の使用方法

イベントログ採取プログラムは、本サーバに添付の「BIOS Environment Support 
Tools」に含まれています。
ここでは、イベントログ採取プログラムを「Event Log Viewer」と呼びます。
Event Log Viewerを実行すると、イベントログ情報を採取して、フロッピィディス
ク上に保存することができます。
担当保守員の指示に従って、採取したイベントログ情報の通知をお願い致します。
ここでは、Event Log Viewerを使用するための準備、イベントログ情報の採取方法
および注意事項について説明します。

■ Event Log Viewerを使用するための準備

Event Log Viewerを使用するためには、以下のものを用意してください。

• 本サーバに添付の ServerWizard CD

• 本サーバに添付の「BIOS Environment Support Tools」ディスク

■ イベントログ情報の採取

担当保守員からイベントログ情報の採取依頼がありましたら、以下の手順に従って
イベントログ情報を採取してください。
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1 電源を投入し、ServerWizard CDをセットします。
電源を投入して、POST
中 (RAMモジュールの
チェックなどのメッ
セージが表示されてい
る間 )に、CD-ROMの
取り出しボタン
(EJECT)を押して、
ServerWizard CDをセッ
トします。
次の画面が表示されま
す。

2 「Basic(BIOS Environment Support Tools)」を選択し、[Enter]キーを押
します。
DOSプロンプトが表示されます。

3 「BIOS Environment Support Tools」ディスクをフロッピィディスクド
ライブにセットします。
セットしたら、以下のコマンドを入力し、イベントログ情報を採取します。

A:\>b: [Enter]
B:\>cd elview [Enter]
B:\ELVIEW>elview [Enter]

4 Event Log Viewerが起動されます。
最初のメニューの中からカーソルキーにて「2. Write Event Log to File.」を選択
し、[Enter]キーを押します。

5 保存するファイル名を入力するメッセージが表示されます。ファイル
名が初期値のまま (event.log)でよい場合は [Enter]キーを押します。処
理を中断したい場合は [Esc]キーを押します。

Input File Name : event.log   [Enter]

6 既に同一名のファイルがフロッピィディスク内に存在する場合、以下
のメッセージが表示されます。上書きしてもよい場合は、[Y]キーを押
します。手順 7に進みます。別の名前で保存する場合は [N]キーを押
します。手順 5に戻るので、別のファイル名を指定します。

Write File <xxxx.xxx> : EXIST, OverWrite(Y/N)

7 正常にデータを保存したメッセージ (Write File < xxxx.xxx > : OK!)を
確認した上でどれかキーを押します。最初のメニューに戻ります。

8 メニューから「0. Exit Dos.」を選択し、[Enter]キーを押します。

MS-DOS 6.2 Startup Menu
_______________________

1.ServerWizard

2.Basic(BIOS Environment Support Tools)

3.Basic(DACCFG)

4.SMM Utility(Setup/Test)

5.HDD firmware update

6.Product ID Recovery Utility
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以上の操作で、Event Log情報の採取は完了です。担当保守員からの指示に従って情
報提供を行ってください。

■ 注意事項

• Event Log Viewerは、本サーバ専用です。他システムでは絶対に使用しないで
ください。使用した場合、システムを破壊する可能性があります。

• Event Log Viewerは、前述の方法で、サーバを起動した状態で実行してくださ
い。他のフロッピィディスクやハードディスクから起動された状態で本ツール
を実行しないでください。実行した場合、システムを破壊する可能性がありま
す。

• フロッピィディスクアクセス表示ランプの点灯中に、フロッピィディスクを取
り出さないように注意してください。取り出した場合、フロッピィディスクの
データが破壊される可能性があります。

• Event Log Viewerを実行中に以下のエラーメッセージを表示する可能性があり
ます。以下に示す対処を行ってください。次に示すメッセージ以外が表示され
た場合は担当保守員に連絡してください。

メッセージ 対処

Write protect error writing drive B.

Abort, Retry, Fail?

セットされたフロッピィディスクがライトプロテクト
状態です。ライトプロテクト状態を解除した後、[R]
キーを押してください。

Not ready writing drive B.

Abort, Retry, Fail?

フロッピィディスクドライブにフロッピィディスクが
セットされていない状態です。正しいフロッピィディ
スク（「BIOS Environment Support Tools」ディスク）
をセットした後、[R]キーを押してください。

Event Log Viewer not Support 
DMI BIOS v2.0

DMI BIOS VersionUnknown，DMI 
TEST not Support!

担当保守員にご連絡ください。

Get DMI Information : (0xXX) 
Error string

担当保守員にご連絡ください。

Get DMI Structure TYPE 15 Error 担当保守員にご連絡ください。

Write File <xxxx.xxx> : File Name 
Not Correct

指定のファイル名は有効な形式ではありません。英字
で始まる英数字８桁のファイル名に変更してくださ
い。

Write File <xxxx.xxx> : Write Error 以下の原因が考えられます。フロッピィディスクの状
態を再確認してください。、

－フロッピィディスクがライトプロテクト状態です。
ライトプロテクトを解除してから再度実行してくださ
い。

－フロッピィディスクがフロッピィディスクドライブ
にセットされていません。正しいフロッピィディスク
をセットしてから再度実行してください。

ERROR : Fail to get system 
information .

担当保守員にご連絡ください。
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ERROR : Unknown System . 担当保守員にご連絡ください。

ERROR : A process was not able 
to start .

担当保守員にご連絡ください。

メッセージ 対処
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8.4 保守員に連絡するときは

どうしても故障の原因がわからないときや、元の状態に戻せないときは、お買い上
げの販売店または担当保守員へ連絡してください。そのときに、事前に次のことを
確認して、保守員に伝えられるようにしておいてください。
「B.1 コンフィグレーションシート」（→ 356 ページ）および「B.2 障害連絡シート」
（→ 377 ページ）に必要事項を記入しておくと、便利です。

• サーバ本体のモデル名と型名（サーバ本体背面のラベルに表示されています。）

• サーバ本体のセットアップ情報（取り付けてある内蔵オプションの種類や設定
など）

• コンフィグレーション設定情報（BIOSセットアップユーティリティ、SCSI 
Selectユーティリティでの設定値）

• 使用している OS

• LAN/WANシステム構成

• 現象（何をしているときに何が起きたか、画面にどのようなメッセージが表示
されたか。）

• 発生日時

• サーバ本体設置環境

• 各種ランプの状態
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